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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




《聖せい魔まグランプリ、スタートですッ──!!》

「五九七ページ」




　っどおおおおんっ!!




　閃せん光こうと同時、辺り一面が火の海と化した。スタート地点である広場は、観客席まで飛び火しての、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。

　まさに無差別。

「おっ……おい、エルシアさんよ」

　ハンドルを握にぎったままのリュータは冷や汗あせさながら、魔導書の最後近くのページを開いたパートナーに聞いた。

「殺したら失格だってここに来たその日のうちに聞いたよなおい!?」

「即そく死し以外は大たい抵てい治せるとも言っていたわ」

　素っ気なく応こたえたお姫ひめ様は、ぱたむと魔導書を閉じる。

《ひ、ヒドイ！　これはヒドイ!!　なんということでしょう、参加者全すべてが固まっているスタート直後の一いち網もう打だ尽じんを狙ねらった、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき所行!!　人間のすることではありません!!》

　壇だん上じようの物もの陰かげに隠かくれた霧きり島しまレナの声は、半ばヒステリック。紛ふん争そう地帯であるまじき虐ぎやく殺さつ風景を目もく撃げきした、報道リポーターのような。

「言われてるぞ、おい」

「魔族だもの」

　それも至し極ごくもっともな話で。

「行かないの？」

　さすがこの大会、レースの参加者らも並ではない。多くはないが被ひ害がいを免まぬかれたクルマやバイクが火の海をかいくぐっていく。乗り物がダメになった者は、それを捨ててでも。そもそもそれを必要としない者は惨さん状じようを逃のがれるように。

　そして自や棄けになった者たちが、その場で取っ組み合いの大乱らん闘とう。もはや暴動、このままではいつ巻き込まれるかもわからない。

「わあったよ!!」

　リュータはブレーキペダルを放すと同時、アクセルを踏ふみ込んだ。




　　　　◆




「何が起きたのですかあああああっ!?」

　それでもウィル子は、ドライバー役を買って出るだけのことはあった。神かみ懸がかり的なハンドルさばきで、降りかかるスクラップや、考えたくはないが何かヒトの形をしたものをかわしつつ、前へ前へ。断続的な爆ばく発はつ音が轟とどろく会場をトップで抜ぬける。

　ラジオからは司会・実じつ況きよう役のレナの声。

《只ただ今いま入った情報です！　スタート直後の爆発は、一部でマジカルプリンセスや展望階の君と人気の高い、エルシアさんの全周型魔法によるものだそうです！》

（……）

　生きてて良かったと、ヒデオは痛感した。こちらが無傷だったのは単に、魔まつ殺さつ商会の護衛兼けん妨ぼう害がい役の社員らのミニバンが盾たてとなってくれたおかげだ。

　しかしレナからの凶きよう報ほうはまだ続く。

《そこに魔殺商会がレンタル車両に仕込んでおいた自爆装置が引火!?　前日から会場に仕し掛かけられていた地じ雷らい原も連れん鎖さ爆発を起こし……ってちょっと無茶苦茶が過ぎるんじゃないですか魔殺商会さんッ!!》

　レナの声は司会役も忘れて、素すで半ギレしていた。確かにいくらルール無用のレースとはいえ、人道的にとか、倫りん理り的にとか、人として守るべきことはもう少しあるはずだ。

　しかもよく聞くと、ラジオの遠くから銃じゆう声せいとか爆音とか怒ど声せい罵ば声せいとか色々。

《うひゃあ!?　げ、現在会場は魔殺商会社員とエリーゼ興業側労働者とが交戦状態に突とつ入にゆうし、そこにレースを台無しにされた参加者たちも加わって大変な……危ない！　危険だって！　いいからみんな、逃にげて逃げて!!》

　パタタタタタタン！　どーんどーん！　タタタタッ！　ぱんぱんぱん！　ドカーン……！　ざ、ザザ、ざっ。

（……）

　間ま違ちがってもレースの実じつ況きよう中ちゆう継けいではなかった。どこか遠い国の内戦中継を聞いている気分。すると今度はラジオではなく無線機の方から、その張本人の声が聞こえてくる。

《はっはっは、いやあ、思ったより派手な始まりになったな。エルシアとかいう魔人、中々やるではないか》

　二人の車の隣となりに、魔殺商会勢力のクルマを引き連れたランボルギーニ・ディアブロが並ぶ。助手席では、アサルトライフルを携たずさえたリリーが手を振ふっていた。

《まあまあ、過ぎたことは気にしない！　これでドクターの病院も、商売繁はん盛じよう笹ささ持ってこいってね！》

　ヒデオはこのリリーという人も、見た目の割に危険思想の持ち主らしいことを強く心に刻みつける。

《まあそういうことだ……ガンガン行け、ヒデオ、ウィル子！　心配せずとも来るべき奴やつらはちゃんと追ってくるのだからなぁ!!》

　貴たか瀬せのランボルギーニが減速し、ヒデオたちの後背につける。ヒデオが後ろを振り返ると。

（……）

　ずばっ、と一刀両断された護衛車両が、がらんごろんと消え去っていく。それが二台、三台。瞬またたく間に距きよ離りを詰つめてくる小こ柄がらな単車。

「き、来たああああああ!?」

　ミラーを覗のぞいたウィル子も喫驚びつくり。

　片手ハンドルで真っ黒い長ちよう剣けんを振りかざしたノーヘルの人ひと影かげ。歴代最強の声も高かったという元勇者、長は谷せ部べ翔しよう希きの駆かるオートバイが、切り捨てたスクラップの狭はざ間まから姿を現わす。

「ウィル子、焦あせらずに」

「ま、ますたー!?」

　ヒデオは手にしたサブマシンガンのレバーを引く。クラリカのおかげで、操作と、当たりはしないが弾だん幕まくを張るくらいは覚えたつもりだ。向こうだって生身よりは自由のきかない、車上の身。銃口を向けるだけでも、充じゆう分ぶんな牽けん制せいになるはず。

　即そく席せきで加工されたサンルーフを開放。

「重要なのは、完走すること」

「そ、そうですマスター！」

　レースなのだから、それが大前提。ただやっつければ終わりではないのだ。リタイアすれば、それで聖魔杯はいも失格になってしまう。

「レースの一位は。社長たち次し第だいでついてくる、オマケでいい」

「確かに！　最近のマスターは頼たのもしいのですよー！　わかりました、その線で行きましょう！」

《くくくっ、言ってくれるではないか。この俺にプレッシャーを掛かけるとはな》

《でもヒデオ君の言うとおりかも。あの二人を勝たせなくっちゃ、乗っ取られて困るのは私たちの方ですから……！》

　そうしてリリーもまたランボルギーニのウインドウを全開、箱乗りになってＭ16を後方へ構えた。同じくヒデオはシートを足で押さえつつ、塹ざん壕ごうでそうするようにサンルーフから頭を出し、マシンガンを狙ねらい定める。




　　　　◆




「あれだけいても、結局敵はあいつらだけってことだな！　貴瀬はいつもの成金ディアブロ、あの赤いランエボⅧがヒデオたちか！」

　翔希はスロットルを大きめに開け、逃げを決める二台の四輪を猛もう追つい。だが場所は商業区、連中のテリトリーだ。

「上からいっぱい～」

　背中にしがみつくエリーゼが、上方に手をかざす。ビルの窓という窓から、魔殺商会の覆ふく面めんやらメイドやらが銃口を向けてくる。しかも脇わき道みちからは次から次に待ち伏ぶせの商用車が現れて、ヒデオと貴瀬の二人をガード。

　まさに弾雨の嵐あらしの中、しかしミスリル銀の精せい霊れいは、手の平の先に展開した、薄うすい聖銀のヴェール一枚で防ぎきってしまう。

「後ろからもいっぱい～」

　エリーゼはやはり背後から追ってきたフルサイズバンや、武装ピックアップトラックへヴェールを展開。いかに重装であれ、所しよ詮せんそれらは浮うき世の火器。ミスリル銀は鉄てつ壁ぺき以上を誇ほこる防ぼう御ぎよ力によって、ロケットランチャーの爆ばく風ふうすらも凌しのぎきる。

「ったく貴瀬の奴、エゲツなさは相変わらずか！」

「キリのない～無む駄だな足あ搔がきなのです～」

「ああ、イチイチ相手にしていられるか！　すぐに振り切る、しっかり摑つかまってろよエリーゼ！」

「わかったので～す～」

　が。

　そのとき、このバイクを追っていた魔殺商会の社員たちは見た。それまで、まるで死んだようだったライバル会社社長の目に……確固とした暗い意志が宿ったのを。

　せせら笑ったようなエリーゼが、傘かさをそうするようにヴェールをすぼめた。そうしてできあがったのは、ミスリル銀製の槍やり。それをさらに細さい分ぶん割かつ。人間が通常に精製、製造すれば末まつ端たん数千万円はくだらないだろう、数十本ものニードルを自在に形作る。

　そして翔希に聞こえない程度の小さな声で、

「……死ねッ」




　ヒュン!!　ヒュカッ!!　ヒュカカカカカカカカッ!!




　主あるじの命を受け、針は一いつ斉せいに飛ひ翔しようした。

　翔希は追うのに夢中で、後ろなんか気付いちゃいない。

　魔ま法ほうの聖銀の前では、自動車の外板などブリキ同然。ミスリルの精霊が生み出した鋭えい利りな魔弾は、追っ手のタイヤを狙い撃うつ。車両は糸が切れた凧たこのように千々に迷走、方々の路ろ肩かたに突つっ込んでいく。

「……クズめ。神さまに勝てると思うな、クソ鬱うつ陶とうしい」

　あくまでも、翔希には聞こえないように。ケタタ、と神さまどころか小悪魔チックな笑え顔がおを浮かべるエリーゼ。

「？　急に静かになったな。後ろの連中はどうしたんだ？」

「自爆した～のです～♪」

　そのときにはまた、死んだような害のない顔付きに戻もどっている。

「ははっ、なるほどな！　戦争じゃあるまいし、馬ば鹿かみたいな武器ぶっ放すからだ！　自じ業ごう自得って奴やつか」

　そして前方からの牽けん制せい射しやは、エリーゼに頼たよるまでもなく、翔希がバンクだけでかわしきっていた。クルマと違ちがって絶対的な投とう影えい面積が小さく、また車体を傾かたむけることによっても射線をかわすことができる。しかも向こうだって全開走行中、不安定な足場で撃っているのだ、そうそう当たるはずもない。

　ならば問題は、障害物として進路を遮さえぎる大おお柄がらな車両。幾いく重えにもヒデオや貴瀬への壁かべとなっている。

「久々やるか……爆弾なんか使ってきたのはそっちが先だ、痛い目見ても恨うらむなよ！」

　翔希は左手にした剣けんの切っ先を前へ、右手をアクセルから放し、手の平を柄つか尻じりに添そえる。自然と減速、距きよ離りが開いたところで詠えい唱しよう。

「光よ、邪じや悪あくを打ち砕くだけ──ライトニング・エクスプロージョン!!」

　翔希の瞳ひとみ、意識の焦しよう点てんにおいて、元勇者の意志は清せい浄じような白光を呼び覚まし、大爆発を引き起こした。地面がめくれ上がったかのように、前を遮る車両全すべてを路肩へと吹ふき飛ばす。翔希は再度上体を伏ふせ、アクセルを全開に。

　まずはランボルギーニのケツにつける。身を乗り出したメイドの射しや撃げきは、あの頃ころと違い随ずい分ぶんと正確になってきていた。髪かみをなびかせながら弾倉を入れ替かえ、彼女が言う。

「さすがですね、長谷部先せん輩ぱい!!　まだまだ現げん役えきで行けるんじゃないですか!?」

「ああ、あの頃みたいに物ぶつ騒そうになったらな！　俺はいつだって復帰するぜ!?」

　次の交差点を曲がれば第一チェックポイントまでは直線というところで、翔希は最初の勝負を仕し掛かける。当然のように車道を行く先頭のランサーエボリューションと、大柄なディアブロ。そこを翔希はバイクの小柄な車体を活いかし、信号機の内側、歩道の上をショートカット。一息で距離を稼かせぐ。

「懐なつかしいな、鈴すず蘭らん！　あのときもこうやって二ケツでさ！　お前たちのランボルギーニを追っかけ回したよな!?」

　鈴蘭と呼ばれたリリーは、素す直なおに頷うなずいた。

「ええ！　そうですね、長谷部先輩！　あの頃の私は、まだ右も左もわからなかったけど……なんででしょうね、懐かしいのに！　昨日のことみたいに思い出せます！」

「俺もだ、鈴蘭！　楽しいな!!」

「ええ、最っ高に楽しいです!!」

「でも今回勝つのは俺だぜ!!」

　肉にく薄はく、そして剣を一いつ閃せん。

　紙かみ一ひと重え、貴瀬の操あやつるランボルギーニはミッドシップ特有の、クルマとは思えぬほどの鋭えい敏びんな挙動でかわす。だがその左右移動のロスにより、並ぶ。

「私だって負けません!!」

　距離が近すぎる。翔希は一いつ瞬しゆんの減速、彼女のバラ撒まいた弾だん幕まくを回かい避ひ。またも数メートルの距離に離はなされる。




　　　　◆




「なんだか……楽しそうですね、マスター」

　ヒデオは首しゆ肯こう。

　敵対というか、良きライバルみたいな。トップなのにこっちは蚊か帳やの外というか。あんまり楽しそうなので、邪じや魔まするのも気が引けて。撃つのを止やめたヒデオは元のシートに収まっていた。

《何をやっているのだ鈴蘭!!　旧交なんぞあとで深めろこのクソ馬鹿メイド!!　そんなだからいつまでたってもツルツルぺった》

　タタタタタタタタタタン!!

《のおわあああっ!?　正気か君は!?　なぜ車内に向けて撃うつ!!》

《いやあ、何ででしょうねご主人様？　きっと昔を思い出したんですよ。楽しい以上に理り不ふ尽じんだった、あの頃の数々の仕打ちを。フフフ》

《待て、わかった鈴蘭、取り消す！　年相そう応おうとは言わんがあの頃よりはまあ発育……ぎゃああああっ!!》

　ランボルギーニは、内側から弾だん痕こんが開いていくというよくわからない事態に。

「さっきから聞こえてる鈴蘭て……リリーさんの本名でしょうか、マスター」

「……。まあ。たぶん」

　リリーは影かげの総そう帥すいとしての、リングネームみたいなものなのだろう、きっと。なんのリングかはともかく。

　しかし社長のクルマがそんななので、当然翔希のバイクは隙すきを突つき、ランボルギーニを抜ぬかして追い上げてくる。

「うはー、来たあああああ!!　しかもどんな最新機種かと思えば、ＲＣ45ですかっ!?」

「……。つまり」

「スペックだけならあれより上のマシンも、たくさん出回っていますが……特にブチギレた人たちからなぜか愛用され続けている、伝説の公道レーサーですッ!!」

　早い話が、あの長谷部翔希もそのブチギレている人種だということか。

　Ｖ４エンジン特有のうねるような排はい気き音おんを響ひびかせながら、ついに横並び。切り捨てられればそれで終わる。ウィル子が必死にハンドルをさばき、距きよ離りを開けてかわし、また切り返し。

　ヒデオは援えん護ごしようと、再びサンルーフから銃じゆうを向けようとしたのだが……。

（……？）

　一瞬、微かすかなめまいを覚える。

「マスター……？」

「……、いや。なんでも……」

　そうして先頭集団を形作る三台は、もつれ合うようにしながら第一のチェックポイントを通過。商業区を抜け、第二チェックポイントがある居住区へと舞ぶ台たいを移していく。




　　　　②




《皆みなさん大変お待たせいたしました、霧島です！　どうにか会場を抜け出し、現在ヘリコプターで商業区へと向かっています！》

　そうしてスピーカーが鳴り響く会場は、今やツワモノどもが夢の跡あと。災さい禍かを免まぬかれた者たちだけが、大きなオーロラビジョンの前で、大人しく観客ギヤラリーを決め込んでいた。

《あ、見えました！　あれが第二先頭集団でしょうか!?　悠ゆう然ぜんと空を行くターバン姿は中東の雄ゆう、ア・ラディンと魔法のランプペア！　しかし空飛ぶ絨じゆう毯たんはあまりに悠然過ぎます！　これではレースというより空中散歩、残念ながらあまりスピードが出ていません！　後方からはワイバーンやペガサスを駆かる参加者たちも追い上げてきている模様！　ここで特別ゲスト、『今日の聖魔杯』でおなじみの、あの解説者!!　リップルラップルさんにお話を伺うかがってみたいと思います！》

　予想外の人物の登場に、会場からはおおー、と歓かん声せいが上がった。それを見み透すかしたように、カメラに映った小さな女の子。無表情に、まあまあか、どうもどうもか、そんなように手を挙げる。

《ではリップルラップルさん、これは一体!?》

《魔法と言っても絨毯なの。しがみつく場所も、風防もないの。風圧が、それはもう絶大なの》

《なるほど！　しかしペガサスやユニコーンなんかの最高飛ひ翔しよう速度は、時速三〇〇キロ以上にもなると聞きますが……出で遅おくれているのは一体？》

《そんなのは、非常時における一発勝負なの。どんなに速い競走馬でも、全力で走れるのは短い時間に過ぎないの》

《よくわかりました！　しかし空であれば、障害物を気にせず最短距離を行けることもまた事実！　ショートカットでどこまで差を縮められるかが、彼ら飛行軍団の見所です！　それらの下を激走しているのが、まさに生ける都市伝説！　通つう称しようターボババアこと金かね田だ多たゑえさんと首無しライダーペア……って、どっちが人間ですかこれ!?》

《多ゑさんなの。さすがに、首のない人間はいないの》

《はあ、なるほど。ターボババアはあくまでも通称、通り名ということで……御おん歳とし九十一歳!?　なんと大会最年長、レース同様人生もまた全力疾しつ走そうとは！　素す敵てきすぎます！　是ぜ非ひとも頑がん張ばっていただきたい！》

　そんなようなオーロラビジョンを、傷だらけの美み奈な子こは一人、ぽつんと見上げていた。

　魔殺商会とエリーゼ興業の馬ば鹿かげた抗こう争そうは、甲こう乙おつ付けがたく双そう方ほう共倒れ。結局はなんの関係もない見物人、レース参加者ばかりが意味もなく、大勢傷付いた。

《あっと、ここで最新の情報です！　これは速い、先頭集団はすでに第一チェックポイントを通過した模様!!》

　腰こしに下げた岡おか丸まるが、気のない声を出す。

〝美奈子殿どの……〟

「ん……。そうね」

　美奈子は運良く、スタート直後の爆ばく発はつには巻き込まれなかった。クルマも奇き跡せき的に無傷。だが、未いまだスタートを切ってはいなかった。

　なぜか？

　怪け我が人にんが大勢いたからだ。警察官としての、自分でも愚おろかしいと思うほどの強い義務感が、勝負よりもそうした手助けを優先させてしまった。大会役員に交じって怪我人たちの搬はん送そうを手伝い、その後は魔殺商会とエリーゼ興業の抗争を、無む駄だだと思いながらも止めて回って。

　結局は岡丸を使って、鎮ちん圧あつという形を取ってしまったりもして……。

　結構、ボロボロだった。

「……」

　でも。

《現在のトップは魔殺商会からの全面バックアップを受けた、ヒデオ・ウィル子ペア！　やはり強い、やはり聖魔杯の優勝候補はこの二人か!?　ここ一番では無敵とも呼べる勝負強さ！　魔殺商会傘さん下かに下ったのは、まさにこの時を予想していたかのよう！　未来視の魔眼の噂うわさは、本当なのでしょうか!?》

「やっぱり……ヒデオさん。あなたという人は……」

　静かに怒いかりを押し殺した、深い吐と息いき。

　美奈子は別に、優勝になんて興味はなかった。賞金も勝ち星も、どうでもよかった。ただ正々と、堂々と。彼と勝負ができればそれで良かった。そして彼はスタート前に、それを約束してくれたはずだった……。

（でも……、あなたは）

　結局、川かわ村むらヒデオというあの青年は、あれほどの巨きよ悪あくを利用してでも勝ちに走ったのだ。金のため？　勝利のため？　その先にある栄えい耀ようのため？　いや、何が理由かはわからない。わかり得ない。

　ただ一つだけ、言えることがあるとすれば……その彼が、少なくない犠ぎ牲せいを生んだということ。まっとうにレースに臨のぞもうとした参加者たちさえ、理り不ふ尽じんな怪我に泣きながら退場し、病院に運ばれていったこの惨さん状じよう。どれほどの理由があろうとも、それは美奈子にとって、許されざるものであり。

　そこにどんな理由があろうとも……、彼の正義は。自分の正義と相反する、悪だということ。

《二番手は僅きん差さ、現在二百勝というこちらも常識外れの勝ち星を持つエリーゼ・翔希ペア！　エリーゼ興業の趨すう勢せいとプライドを賭かけ、ライバル会社のヒデオくんたちには絶対負けられないところ！　続く三番手には魔殺商会の社長と会長!?　二位のエリーゼ・ミスリライト社長との頂上決戦ということなのでしょうか!?　少し遅おくれて四番手には、スタート直後の惨事の引き金、エルシアさんとリュータ・サリンジャーペア！　以上四組、魔殺商会の地元、トラップだらけの商業区を突とつ破ぱした先頭集団は現在、居住区にて快かい進しん撃げきを続けていますッ……!!》

　そして美奈子は、未だスタート地点に立っている。そのタイム差、実に三十一分。

〝拙せつ者しや、自動車のことは詳くわしくないでござるが……もうさすがに無理でござるよ美奈子殿。こうなったら参加することに意義がある、でござる。ひとまずは完走を目指し……〟

　珍めずらしく諦あきらめ気味な岡丸に、美奈子はぽつり、呟つぶやいた。

「そうね。詳しくなければわからないわよね、岡丸」

〝？　美奈子殿……〟

　訝いぶかしむ岡丸だったが、美奈子は制服のポケットからキーを取り出す。

「ううん。詳しくったってわからない」

　たぶん岡丸は。

　このとき初めて、北きた大おお路じ美奈子という女の本気を見た。

「行くわよ。岡丸」

　その、気き迫はくに満ち溢あふれた笑え顔がお！

「ええ、完走するわ！　ただしブッチギリのトップでねッ──!!」




　　　　◆




「くそ、なんて腕うで前まえだあいつら！　なかなか差が縮まらねえ！」

　リュータは毒づいた。直線のたびにアクセルはべた踏ふみにして詰つめているのだが、どうもコーナーがあると差をつけられてしまう。この辺が専用スポーツと、プレミアムオープンの差か。馬力はあるが脚あしが弱い。

　ちらりほらりと、ヒデオの赤い車とそれをつけ狙ねらうバイクの姿……見えてはいるのだが。

「乗り心ごこ地ち」

「ってエルシア!?　お前がそんなこと言うから追い付けねえんだよ！　なんか速度アップの魔ま法ほうとか、便利系のヤツはその本に載のってねえのか!?」

「ええ」

「……いや」

　そんな当然のように。そっけなく。

「あなたの運転は速いのかしら」

「あ？　こちとら元特とく殊しゆ部隊エンジェルセイバーだぜ!?　原動機付きなら電チャリからジェットヘリまで、クルマだったらハイウェイパトロールやストリートレーサーにだって負けるかよ！」

　だから、前の連中が速すぎるのだ。先の考察の通り、マシンの差もあるにせよ……そんなハイパワー車を、こんな狭せまい市街地で振ふり回せるだけの技術を持っている。

　こと長谷部翔希のライディングテクニックは、異常とも呼べるレベルだった。長ちよう剣けんを左手にしたままの片手運転だというのに、コーナーというコーナーを全すべてフルバンク、ノンクラッチでギアを操あやつり、ときにはドリフトじみたコーナリングさえ見せている。

（くそ！　こうクネクネ走られたんじゃ、離はなされる一方か……！）

「でも、そうね」

「……お？」

「耳みみ障ざわりな音にも飽あきたから」

　気分屋なプリンセスの気が向いた。再び魔導書を開示する。折しも直線、マジカルプリンセスの視線は前方、数十メートル先で爆ばく音おん奏かなでる、先頭三台を射程に捕とらえる。




　　　　③




《どうしたのだウィル子!?　先ほどからスピードが落ちているぞ！》

「いや、それがその！　マスターが！」

　ウィル子の不安そうな声。

「ますたー!?　酔よったとか!?」

「……。いや」

　そういうのではない。気持ち悪いとかではなく……手足が痺しびれて、重い。体がだるい。まるで風か邪ぜを引いたような。

（……）

　そうだ。たとえるなら、ウィル子と初めて出会ったときの……あのノートＰＣを拾ったときの悪お寒かんにも似た。あれがずっと続いている。

「く……」

　視界がかすみ、ヒデオはサングラスをずらして目をこする。こんなことは生まれて初めてで、さすがに焦あせった。しかも今は大勝負の最中だ。怪け我がでもないのに、体調不良程度で弱音は言っていられない。

　なぜここにきて。こんなときに。

「大だい、丈じよう夫ぶ……」

「……ますたー。ひょっとして……？」

　ウィル子が何かを言いかけた矢先だった。
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《避よけろウィル子!!》

　貴瀬の声に、ウィル子は咄とつ嗟さにハンドルを切る。すぐ横を、魔ま法ほう的な光の柱が駆かけ抜ぬけていった。振り返れば、翔希と貴瀬たちの向こう、リュータとエルシアの乗るクルマのシルエットが見えていた。

　即そく座ざに二発目、三発目の光こう弾だんが見える。

「避けきれないっ!?」

　直感的にだろう。ウィル子は九〇度回頭させ、最短のルートをそれて一いつ旦たん脇わき道みちへ避ひ難なんする。翔希と貴瀬も追うようにそれに倣ならう。自動追つい尾びするような魔法弾が間かん髪はつ、民家の塀へいと電柱を直ちよく撃げき。コンクリートを爆散させた。

「ルートの再さい検けん索さく……ああ、ひどいロスなのですよー！　リュータたちに先を越こされ……」

　が、そのリュータたちもここでケリをつける気か、追って脇わき道みちに入ってくる。

「のはーッ!?」

　悲鳴を上げつつ、ウィル子はさらに脇道へ。住宅街の中を折れて折れて、とにかくエルシアにロックオンされないよう、まくのが精せい一いつ杯ぱい。

《ええい、調子に乗るなよ！　爆破だ爆破！》

《それは駄だ目めですご主人様！　あのクルマには自爆装置積んでませんから！》

　リリーの言葉に貴瀬が呻うめいた。

《な!?　だがあのＳＬは我が社のレンタル……！》

《そ、そうなんですけどその……》

　リリーは言いにくそうに。

《昨夜ちょっと、色々ありまして。あの二人と、あと美奈子さんて人に貸したクルマからは、爆弾を外させちゃったっていうか……》

　そんな中で、ヒデオはいよいよ意識がぼやけてきて、白はく濁だくした視界の中で夢ゆめ現うつつを見そうになる。

　いや、事実……見たのだろう。

　それは実像ではなかった。

　とても精せい緻ちなイメージ。秒間数億、数十億もの凄すさまじい速度で流れていく数式の羅ら列れつ、羅列、羅列。重なってその先に、複雑に絡からまり合ったギアの嚙かみ合い。その先に、この都市全体の地図。その先に、燃料の噴ふん射しや回数、その先に彼ひ我がの予想到とう達たつ時間、その先に……。

「マスターっ!!」

「ッ」

　悪夢から覚めるように、我に返った。体のだるさは治っていなかったが。

「……ウィル……、子……」

「社長!!　ルートを再設定します!!」

《なんだと!?》

「最短距きよ離りではなくアベレージの最高速度から算出します！」

《つまり……コーナーの多い今までのテクニカルコースから、直線主体のハイスピードコースに切り替かえるのだな!?》

「そうです！　ウィル子たちを一位にしたかったら、死ぬ気でリュータたちを妨ぼう害がいするのですよーっ!!　ウィル子たちはこの大会が終わっても、まだまだ戦いが待っているのです!!　ここで終わるわけにはいきませんっ!!」

　こんな真しん剣けんなウィル子の声を聞いたのは、初めてだった。

《ええい、よくわからんがトップは君たちだ！　判断は任せる！》

　あの社長が、まるでその気き迫はくに気け圧おされたように。いやしかし、後ろのエルシアたちがどれだけ危機的な存在かも充じゆう分ぶんにわかった上でだろう。

　と……ウィル子が一旦、無線機のスイッチを切った。

「マスター！」

「……」

「たぶん、ウィル子が感染しているというのはそういうことです……マスターはさっき、見たのでしょう!?」

　……。

　見た？　というより……。

「夢の、ような」

「何となくウィル子もわかるのです。マスターはいつも無表情ですが、大体どんな気持ちでいるかがわかります。正確には、マスターはいつも無表情なので、光学的に表情からそれを読み取っているわけではありません」

　……？

「あのドクター辺りに聞いてみないと、はっきりとはわかりませんが……きっと、ウィル子とマスターは何かで繫つながっています。だからウィル子は、無表情でもマスターの感情を読むことができるのです。今のマスターの不調も何となくわかりますし……だから同じようにマスターはさっき、ウィル子の仕事が見えてしまったのでは……？」

　仕事。

　仕事？　あの莫ばく大だいな計算の流れが？　こんな、喋しやべって、運転しながら……あんな精密にこのクルマを制せい御ぎよしてい……。

（……）

「そうです、マスター。ウィル子はただプロドライバーを真ま似ねて運転しているわけではありません。社長の手前、あの時はああ言いましたが……何の経験もないウィル子では、所しよ詮せん真似ごとなのです。点火時期や燃料噴射量といったエンジンの制御から、デファレンシャルやＡＢＳを使った全輪制御まで。元のプログラムを状じよう況きように応じて、リアルタイムで最善に書き換かえながら、どうにかトップを走り続けているような状態です」

　必死なのだ。余よ裕ゆうも何もなく。

「では。僕が見た、あれが」

　ウィル子が頷うなずく。

「元からこの車に積んであるＣＰＵも、社長から貰もらったノートＰＣのＣＰＵも利用していますが……パワーが足りません。それどころか今では熱ダレを起こして、効率が落ちているくらいです。でも、妙みように調子がいいので……、おかしいとは思っていたのですが……」

　足りない。足りないが、ウィル子はこんなに立派にクルマを走らせ続けている。

　では足りない分はどこから。

　そこで、自分の不調に思い至る。

「僕……、か」

「きっと……そうなのです。そしてドクターの話を思い出しました。今思えばこうやってウィル子が、現実に姿を描えがき出していることも……マスターが拾ったあの型かた遅おくれのノートＰＣでは、とても無理なことだったはず」

　そう、感かん染せんしたからだ。

　つまりウィル子は、川村ヒデオという自分から、何らかのエネルギーを摂せつ取しゆすることで存在し、今もこうして仕事し続けているのだ。ただ、今回はそれが長く続いている。一いつ瞬しゆん盾たてを出すとか、そんな次元ではなく。

「……ますたー。どうやら今のウィル子たちは、一いち蓮れん托たく生しようなのですよー……。どうもウィル子は、ホントにウイルスで、マスターに寄生してないと現実には何もできないというか……あまり無理をすれば、マスターは具合が悪くなるどころか、きっと……」

　申し訳なさそうに、そして最後は言いにくそうに。

（……）

　最悪、生命に関かかわるか。

　話の流れから。またウィル子の表情から、それくらいは読み取れた。案外……ウィル子が物を食べるようになってから体調よかったのは、そういうことだったのかも知れない。新たなエネルギー摂取のルートができたから。

（……）

　しかし、まあ。

「妥だ当とう」

「え？」

　ヒデオは首を振ふった。

「そのくらいなら……奇き跡せきの対価としては、安い」

「奇跡、って……？」

「ここまで、連れてきてもらった」

　それ以上うまくは言えなかったが。

　彼女と出会わなければ、今いま頃ごろあのアパートで野垂れ死んでいた。それに比べたら、この少女と出会え、自分が今ここにいられることが、どれほどの奇跡だったか。

　その彼女が必要というのなら。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　負け犬の弱音など。

「そう……、気力で」

「は、はい！」

　ウィル子の顔に、いつもの明るさが戻もどった。

「実を言うと、マスターがかっこいいとき！　気力に満ちているときは、ウィル子も調子がいいのですよーッ!!」

　そして活気が戻る。クルマは快速をして居住区の第二チェックポイントを目指していく。

　なるほど。思えば自分が意識を切り替かえ、真しん剣けん勝負に臨いどむとき。いつだって、ウィル子はハイテンションだった。精せい霊れいは人の思いが生む、神さま。ならば電子の精霊である彼女にしたって、思い、強い意志こそが最も純じゆん粋すいなエネルギーとなるはずだ。

　今回、自分の出る幕はほとんどないだろう。ならばせめて気を強く持ち、しっかりとパートナーをバックアップしなければ。いつ何時でも、ウィル子が本気を出せるように……。

　ウィル子が無線のスイッチを入れ直す。

《……い、聞こえているか!?　ヒデオ、ウィル子！　何かあったのか!?》

「あー、大丈夫なのですよー。少し接せつ触しよくが悪かったみたいです」

《そうか、ならば次の直線で翔希を抑おさえろ！》

　言われるままウィル子が操作。いつの間にか真横にまで迫せまっていたバイクへ強ごう引いんに幅はば寄よせし、後退させる。さらにブレーキ。後ろから来た貴瀬をバイクと並ばせ射程範はん囲いへ。

「ククク……！　年ねん貢ぐの納め時だ、クソガキ！」

「なっ!?」

　幅寄せなどと生易しいものではない。貴瀬が体当たり攻こう撃げきをぶちかます。二輪車に対し一いつ般ぱん社会であれば殺人行こう為いとも呼べるそれを、難なく繰くり出した。絶対的重量差のあるバイクに、それを受ける術すべはない。翔希はブレーキによる後退、ヒデオとウィル子の乗る赤いランサーからさらに遠ざけられる。そしてリリーの擁ようした銃じゆう口こうが、単車のタイヤを狙ねらい定める。

「そうは問屋が～」

　エリーゼが防ぼう御ぎよを受け持った。薄うすい薄いミスリルヴェールが、鉛なまり弾だまを容易たやすく弾はじき飛ばす。だが防御はそのまま攻せめへ。気配を察したリリーが悲鳴。

「ご主人様、来ます！」

「くっ！」

　急旋せん回かい、ドアミラーを弾くほどの間かん髪はつで、ミスリル銀のニードルが飛び去っていく。もつれ、追い上げ、下がり。まるで船上の戦いくさ、木の葉のように揺ゆれ揺られ……そんな二台の間かん隙げきを突つく一台。

「なに!?」

「抜ぬかれただと!?」

　翔希と貴瀬が、同時に顔をしかめた。

　あれほど執しつ拗ようだった法ほう撃げきを止めたのは、その気配を消すためか。

「もうゆっくりしてていいぜエルシア姫ひめ！　ここまで来れば、あとは実力でトップを頂く!!」

　メルセデスのＳＬが、大排はい気き量特有の図太い排気音を響ひびかせながら、コーナー内側へ滑すべり込み、抜き去っていく。コート姿の青年が去り際ぎわに言い放つ。

「悪いがそういうママゴトはあんたらだけでやっててくれよ！　俺の獲え物ものは川村ヒデオ、ただ一人だ!!」

　そして抜きん出る。

「野や郎ろう!!」

　触しよく発はつされたような翔希が、ついに剣けんを収めた。そのまま上体を風防の中に伏ふせ、妨ぼう害がい無視のスピード勝負に出る。

「ガキが！　なめた真ま似ねを!!」

　貴瀬も同様、ギアを落として加速を上げる。

「ウィル子、聞こえるか!?　一台そっちへ行ったぞ！　ＡＭＧの６００だ、直線で離はなされれば追いつけん!!　抜かせるなよ!!」

　そうしてついに居住区を抜けた先頭集団は、３ｒｄサードステージとなる自然区、緩ゆるやかなハイスピードコーナーが連続する山さん岳がく地帯へと突とつ入にゆうしていく。
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《あー。あー、あー。よう、ヒデオ！　聞こえるか!?》

「君は」

　無線機に入ってきたのは、意外にもリュータの声だった。しかしなんでまた？　と不思議に思っていると、貴瀬の声が聞こえてきた。

《まあ、なんだ。レース中でも、状じよう況きよう次し第だいでは買収や交こう渉しようを持ちかけられると思ってな……レンタル車には、みんな無線を積んでおいたのだ》

《やっぱりそういうセコイ手だけは手を抜かないな、貴瀬》

　と、また混ざった新たな声に、今度はリリーが首を傾かしげる風。

《あれ？　自前のバイクの長谷部先せん輩ぱいまで？　何で？》

《俺たちだって連れん絡らく用の無線くらい用意しているさ。今やっとお前たちの周バ波ン数ドが見付かった。この方が盛り上がるだろ？》

　そんなの無視してリュータががなる。

《ちょっと待てさっきの声！　てめえリリーそこに乗ってんのか!?　金返せ!!》

《えー、現在この電話番号は……》

《無線だって今さっきその二人が言ったばっかじゃねえか!!》

《なんだ、知り合いか？》

《まっさか、ご主人様。きっとストーカーですよ、ストーカー。ほら、私ってば謎なぞの美人メイドじゃないですか？》

《《《そうか？》》》

　ヒデオを除いた男性陣じんの総ツッコミ。

　やいのやいの気楽に言っているが。

「なんなのですかこの人たちはあああ!?」

　ハンドルを右から左、一気に切り返しながら、半ギレ気味にウィル子が叫さけぶ。別にどこかのネットカフェでボイスチャットをしているわけではなく、レース中。しかもハイスピードコーナーの続く峠とうげ道みちを、時速一〇〇～一六〇キロ前後ですっ飛んでいる最中だ。

　事実、妨害や武力行為を二の次にした彼らは速かった。ヒデオへの負担を減らすために、ウィル子が急カーブの少ない道を選んだということもあるが、ああした会話を平然とこなしながらも、この鬼き気き迫せまる速度で離されない。

　いや、それどころか今では追いつかれつつあるのだ。

（……。問題は）

　翔希の剣もそう。エルシアの魔ま法ほうもそう。今でこそ走りに集中してくれている様子だが、最悪、攻こう撃げきに転じられれば……こちらには、防ぐ術すべがない。この距きよ離りを保つことが、あまりにもか細い、せめてもの保険だということ。

　だからこっちには、後ろみたく冗じよう談だんを言っている余よ裕ゆうなどない。勝つことに集中しなければ。何もできない自分は、せめて勝つことを信じなければ。必死で勝利へ導こうとしてくれているこのウィル子を、信じなければ。

《既すでに自然区に入ったトップグループ、爽さわやかな木こ漏もれ日の下もとで熾し烈れつなカーチェイスを繰くり広げております！　一位は依い然ぜんとしてヒデオ・ウィル子ペア！　しかし油断はできません、後方二位に三台が混戦、その差はわずかにコンマ数秒といったところか……!?》

　空を仰あおぐと、そのレナが乗っているだろうヘリコプターが、日差しを遮さえぎるのが見えた。

　……いや？

「空が」

「何ですかマスター!?」

「空が。曇くもり、始めている」

　はた、とウィル子の顔色が変わる。

「まさか雨ですか……!?」

「それは、まだ」

　まだ遠方の空だったが……、濃こい色の雲が流れてきている。もしもこのまま時間が過ぎて、降り出されるようなことになれば。

「ウエット路面になれば、今まで以上の制せい御ぎよが必要になります！　そうなれば……！」

「それでも」

　ヒデオは一つ頷うなずく。

「走るしかない」

「ますたー……」

「僕たちには。勝ち続けるしか、ないように……。今は。走り続けよう」

「わ、わかったのですよー！」

　だがそのときだった。

《あっ、と……何でしょうかあのクルマは!?　白い車が一台！　無む謀ぼうとも呼べる速度で先頭集団を追い上げてきています！　これは速い!?》

　それまでトップ争いを続けてきた全員に、緊きん張ちようが走る。確かに、その中のどれでもない排はい気き音が後方から近付きつつあった。

《ははっ、面おも白しろいな！　まだ俺たちに追いつける奴やつがいたのか!?》

　と翔希は笑みを浮うかべ、ミラーを横目にした。

《ふん、馬ば鹿かが……今いま更さらお呼びではないぞ！》

　と貴瀬は笑えみを浮かべ、犬歯を覗かせた。

《おいおい、俺たちの勝負を邪じや魔ましてくれんなよ!?》

　とリュータは笑みを浮かべ、愚おろかな挑ちよう戦せん者しやを待ち受けた。




　そして美奈子は、無線のスイッチを跳はね上げる。

「──邪魔よ鈍どん亀がめども。道を空けなさい」

　全すべての笑顔が凍こおり付く。




　ッカアアアアアアアアアアアアアアオンッ──!!




　睥へい睨げいするような冷めた言葉を残し、あたかも稲いな妻ずまと化し、混走する四台を一息に置き去る白い疾しつ風ぷう。

《いったああああ!!　逆転～～～～ッ!!　たった今、一位を堅けん持じし続けてきたヒデオ・ウィル子ペアが二番手へと後退!!　情報によると白いクルマの正体は美奈子・岡丸ペア!!　なっ……!?　なんと三十分遅おくれのスタートにしての、一位浮ふ上じよう!?　ランボルギーニ、メルセデスといった超ちよう高級車を相手に波乱、奇き跡せきの大逆転劇を起こしたそのクルマの名は……!!》

　美奈子は使い慣れた愛機の鼓こ動どうに酔よいしれていた。

　その車の名は、スプリンター・トレノ。それが抱かかえる原動機の名は４Ａ-ＧＥ。かつての富ふ士じにおいて、後にキングと呼ばれる男の手により伝説の六連勝を果たした……究極の名機である。
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「って、どこの豆とう腐ふ屋やですか～～～～～～～～ッ!?」

　ウィル子が叫さけんだ。

（……。なるほど）

　ヒデオでさえ見覚えのある、一部でよく知られた白黒カラーのシルエット。

「いっ……いま計算しましたがあの婦警、アベレージ一五〇キロ近い速度でウィル子たちを追ってきたということに……！」

　そんなウィル子の切せつ迫ぱくした声に、全員の表情から一いつ切さいの余裕が失うせた。美奈子の駆かるＡＥ86型スプリンターは、コーナーのたびにダンスでもするようにリヤを躍おどらせ、なお距離を開けようとする。

《おい社長!?　あのポンコツ、ロケットモーターでも積んでんのかよ!?》

　目を丸くしたリュータに賛同し、翔希も危機感を募つのらせる。

《同感だ！　峠とうげじゃよく見かけるけど、あれってあんなに速いクルマなのか!?》

《馬鹿を吐ぬかせ、クソガキども！　そんなノズルがどこに見える!?　あのハチロクはエンジン換装すらしていなかったはずだ!!》

　そして最後に聞こえてきたのは美奈子の声。

《そうね、社長さん》

　そこには普ふ段だんの、警察官としての殊しゆ勝しような声こわ音ねはなく……嘲あざ笑わらうような響ひびきがあった。

《でもハイカムにハイコンプ。サスは少しへたっているけど、タナベの十五インチにＳタイヤの七しち部ぶ山やま……充じゆう分ぶんすぎる》

《なんだと……!?》

《聞こえなかった？　あんたたちのような鈍亀を置いていくには、充分過ぎるって言ったのよ──！》

　速いというより常じよう軌きを逸いつしていた。後ろから見ていて、ほとんどブレーキランプが点つかないのだ。灯ともるとすればコーナーに突つっ込んだ瞬しゆん間かん。ドリフトと呼ばれる挙動へのキッカケに使っているに過ぎない。

《私はシーサイドラインのダンシングクイーン！　４ＡＧを使わせた私は、誰だれにも止められない!!》

《どこのシーサイドだテンロク風ふ情ぜいがなめるなああああああああっ!!》

　逆上したような貴瀬の声に呼応するかのごとく、５・７リッター十二気き筒とうが咆ほう哮こう、集団を抜ぬけて前に出る。

《ちっ、とんだダークホースだ！　ここからは命いのち懸がけの勝負になる……!!》

　そこで翔希が空気抵てい抗こうの低減を狙ねらい、大おお柄がらなランボルギーニの後方にピタリとつける。

《受付以来、てめえとは妙みような縁えんがあるらしいな！　いいぜ、その勝負乗ってやる!!》

　リュータまでもが追つい随ずい。ついにヒデオとウィル子のランサーは、そうしたトップグループの最さい後こう尾びまで後退してしまう。

「うあ……ま、ますたーっ!?」

　だがヒデオは首を横に振ふった。

　たぶん、これは一時的なもの。みんな、美奈子に乗せられているだけだ。各おの々おのが運転に自信があるだけに、熱くなり過ぎている。矜きよう持じをくすぐられた彼らは、マイペースを守りきれていないように見える。今までより車の動き方が乱暴。雑なのだ。だから。

「今は、このまま」

「わ、わかりました……！」

　しかし、このまま離はなされすぎても困る。どこかに、挽ばん回かいできる目を探しておかなければ。

「ウィル子。あの、クルマは」

「社長の言うとおり、１・６リッターの……改造してもあまりスピードは出ないクルマのはずなのですが……」

　だが、こうして競せり合う様子を後ろから見ていればわかる。美奈子以外はしっかりとブレーキを踏ふんでカーブを曲がっていくが、美奈子だけが、やはりそれをほとんど灯さない。

　あまり減速していないのだ。

「恐おそらく、車重の……慣性力の違ちがいだと思います！　この中で最も軽いのは、婦警のハチロクです！　ウィル子のはハイテクや安全装置が、社長とリュータのは重たい大きなエンジンを積んでいます！」

　だから速いスピードのままでも、美奈子のクルマはコーナーを曲がっていける。でもこちらはしっかりとスピードを落としてからでないと、慣性のままガードレールに突っ込んでしまう。

　コーナーを出てからの加速でエンジン任せに追い付きそうにはなっても、結局離されていくのは……そうして乱高下するこちらのスピードの平均より、減速しない美奈子の平均速度が上回っているからだろう。

「……しかし。バイクは、もっと」

「それはタイヤが二つしかないので、クルマほど踏ん張れないのですよー！」

　ああ、なるほど。四つん這ばいと二本足とでは、それは四つん這いの方が安定している。

「でも。僕たちの方が、ハイパワーということは」

「そうです、もっと直線……時速二〇〇キロ以上の高速バトルになれば、あのハチロクに勝ち目はなくなるのですが……！」

　今は自然区の山中だ。チェックポイントは山頂近く。直線などまるでない。とりあえずはこの峠道を、クネクネしながら登っていくしかない。

　となれば……勝負は最終ステージになる工業区か。商業区や居住区と違い、工場や倉庫などの大きな敷しき地ちを確保するために、区画が大きく整理されている。必然、直線も多い。

「とりあえずはルートを設定しなおした事が、功を奏しているようです！　本当なら日光のいろは坂のような、つづら折りの最短ルートを行っているところでした！」

　そして美奈子もまた、まだいくらかスピードの出せるこっちの道に入ってくれた。

　三十分遅おくれのスタートだったという奇き跡せき的な追い上げも、こちらが込み入った市街地で、ドタバタと戦せん闘とうを行っていたロスを突かれたせいだろう。ならばここからは、そう馬ば鹿かみたいに一気に離されることはないと思うが……。

「あれ……？」

　と、何かに勘かん付づいたようなウィル子。

　一団は美奈子を先頭に、その峠道を登り切る。

《先頭集団は変わらず美奈子・岡丸ペアを筆頭に第三チェックポイントを通過！　自然区はここから折り返しに入り、工業区へ向けてダウンヒルバトルへ突とつ入にゆうして行きます!!》

　そして下りへと切り替かわった第一コーナー。

「しまったああああああああああ!?」

　ウィル子の悲鳴。ヒデオたちのクルマはカーブの外側を大回りし、路側帯まで流されていく。あわやクラッシュするかという所である。

《何事だウィル子!?　っと……!?》

　貴瀬の声にも。続いてリュータも。

《何だ!?　ブレーキが……!?》

　それを一人、笑ったのは美奈子。

《かかったわね！　馬鹿みたいにガツガツとブレーキを蹴けっているから！》

　その下りに入った美奈子、今ではしっかりとブレーキを使いつつの減速。スピードを出すべきところでは遠えん慮りよなく出し、どんどん距きよ離りを開けていく。

「これは。一体」

「ブレーキを使いすぎました！　マスターも免めん許きよを持ってるなら、教習所で習いませんでしたか!?」

　自動車のブレーキには、主に摩ま擦さつが利用されている。だから下り坂などであまり連続してブレーキを踏んでいると、ブレーキは冷えることができず摩擦熱でどんどん熱くなる。で、あんまり熱くなり過ぎると、なぜかブレーキは効きにくくなる……と。確か、それでもさらに使い続ければ、今度はペダルを踏んでもスカスカになり、全く効かなくなるとか。

「ウィル子はさっきの社長たちほど派手には踏んでいませんが、それまでにも車体の姿勢制せい御ぎよで頻ひん繁ぱんにＡＢＳを使っていたので……！」

《これがフェード現象ってやつか！　くそっ！》

　そう言うリュータのクルマに勢いがなくなる。同様、貴瀬のクルマも速度を控ひかえ始める。

《その上、下りともなればライトウェイトの独どく壇だん場じようだ……俺たちを挑ちよう発はつしたのは、初めからこれが狙ねらいだったということか!?》

　こちらは重量車。下り坂。重いクルマを止めるためには、なおさら強いブレーキが要いるというのに……それを美奈子は上りの時点でタガを外させ、疲ひ弊へいさせきった。

《そういうこと。つまり私はこう言いたかったの……》

　美奈子が一息。

《スピードは控えめに、安全運転でお願いします》

「会計課勤務が何をッ!?」

《ええ！　本当なら私、交機に入って青服を着たかった──!!》

　ブレーキを温存しながらも、上りであれほど速かった美奈子。非力なエンジンでも今は下り坂、重力を味方につけたこの状じよう況きようでは、もはや手のつけようがない。

　美奈子のクルマが見る見る遠ざかっていく。

《ウィル子、とにかくヴェーパーロックだけは避さけるのだ！　再起不能になるぞ！》

「わかっています、社長！　ですが……！」

《惜おしかったな貴瀬、ヒデオ！　あとそっちのベンツも！》

　こちらほどはブレーキを必要としていなかった、やはり軽量のオートバイ。翔希だけが変わらぬペースで美奈子に追いすがる。遠ざかる翔希の背中で、エリーゼがあっかんベーと舌を出していた。

《さあ、四輪狩がりを楽しませてもらうぜ婦警さん！》

《ふん、ノーヘルは死し刑けいという法律を知らないの!?》

　そして……二台は完全に見えなくなった。

《っく……！　ウィル子、君たちのクルマならば林道を行けるのではないか!?》

「あー、うー、だめです社長！　検けん索さくしましたが、ここからでは今以上のタイトコースで遠回りに！　それに……！」

（……）

　ヒデオはふと、思い出す。勝負への熱が、思考を呼び覚ます。

「ウィル子。このクルマは、確か。そういう」

「はい、ぶっちゃけラリーのベース車両です！　多少の悪路なら……」

「地図を」

「都市のロードマップなら、いま後ろのＰＣに開いていますが！」

　否いな。

「等高線図を」

　察したようにウィル子の顔が輝かがやいた。

「わ、わかりましたっ!!」

　全く道のない山を踏とう破はする時。冒ぼう険けん家は、等高線を読んで高低差の少ない……つまり最も労力の少ないルートを導き出すという。そういう話をヒデオは思い出したのだ。

　こうした山さん岳がく路は確かに走り易やすいが、それを敷ふ設せつするための制約上、案外ぐねぐね、上下しているものである。だがこちらはただ単に、工業区の方へと下りたいだけなのだ。

（ならば、道など……）

　無視すればいい。上りのときはキャタピラでもなければ無理な道でも、下りであれば。横たわる崖がけや、立ちはだかる傾けい斜しやなどを等高線から読み取り、それらを避けて本当の最短ルートを導き出せれば……！

「あ……ありましたっ!!　このルートならきっと……マスター!?」

　もちろん多大なリスクがある。砂じや利りすら敷しかれていないような路面では、最悪パンクする怖おそれもあるだろう。樹木や岩石といった予測の付かない……リタイアどころか、致ち命めい傷しように至る障害物もあるかも知れない。

　それでも。

「ウィル子はマスターの判断を信じます！」

「だったら。僕は」

　そう言ってくれたウィル子を信じる以外、何がある。

　ただ一回の首しゆ肯こう。それが全すべて。

「わかりましたっ!!」

　次のコーナー、減速する貴瀬とリュータの外側を、ウィル子はアクセル全開のままオーバーシュート。

《なっ!?　よせウィル子、オーバースピードだ!!》

「それで構いませんッ！」

　眼前に迫せまる白いガードレールへ向けて、ウィル子はハンドルを手放した。そのまま、アクセル全開で突つっ込んでいく！

「ここ一回だけ……！　電子武装壱いち号、イージス！　開放ッ!!」

　ズン、と強い疲ひ労ろうがヒデオにのしかかった。霞かすむ視界の先に見えたのは……、あの時見た盾たて。ただし、クルマの前面を丸ごとカバーするような特大のシールド！




　ばん!!




　とガードレールを押し退のけ、突き破り、ヒデオたちのクルマは虚こ空くうへと躍おどり出した。
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《まさかっ……まさかのコースアウト!?　ヒデオ・ウィル子ペアのマシンは吸い込まれるように森の中へ消えていきましたっ!!》

　まあ。ヘリからはそんなように見えたのかも知れないが。

「ッ……」

「大だい丈じよう夫ぶですかマスター!?」

　喋しやべると舌を嚙かみそうだったので、ヒデオは着地の際にぶつけた頭を押さえながら頷うなずく。ガードレールのすぐ先にあった、深い沢さわを飛び越こえ……実際の落差は、二メートルはあっただろうか。強きよう烈れつだった。

　クルマは、とにかく森の中を突き進んでいた。幸い下生えの藪やぶは少なく、避よけるべき木々の見通しは良い。だが土の路面は滑すべりやすく、ウィル子も駆く動どうの制せい御ぎよにパワーを使っている。先の大盾の使用も重なって、再びヒデオの疲労は濃こくなってきていた。

「少しの辛しん抱ぼうです、マスター！　すぐに林道に出ます！　そこからはほぼ直線で、もう一回森を抜ぬければ婦警たちの前に出られるはずです!!」

「……頑、張ろう」

　ウィル子へ言うと同時、気を抜くと意識が薄うすれかけそうな自分にも言い聞かせる。今は自分のことより、ウィル子にエネルギーを使ってもらいたい。




　　　　◆




《ヒデオくん!?　ウィル子ちゃん!?　大丈夫!?　おーい!?》

　リリーが無線から呼びかけているが、一向に二人の声は返ってこない。一方のリュータもまた、気にはなりながらもその手を弛ゆるめることはなかった。

「社長さんよ!?　普ふ通つう停とまって様子見にいかねえか!?」

《保険には入れてある、問題ない!!》

　何の保険だ。

《貴様こそライバルが消えたのだ、そろそろスピードを落としたらどうだ!?》

「あいつとは決勝で会う約束をしてるんだ、このまま消えるとは思えなくってな!!」

　リュータのＡＭＧと貴瀬のディアブロは、三番手、四番手を常に入れ替かえながらのデッドヒートを続けていた。

　と。

「ん……？」

　フロントガラスに水すい滴てきが付いた。リュータが空を見るといつの間にか日は陰かげり、そして……。

「降ってきやがったか……！」

　瞬またたく間に路面を濡ぬらし始める。

「……。屋根」

「何だってエルシア!?」

「濡れるの、好きじゃないの」

「悪わりぃが今ぁ、停まって屋根閉めてる暇ひまはねえ!!」

「……。そう」

　するとエルシアは、黙だまって自分のマントを頭から被かぶった。

「……。」

　案外、可愛かわいかった。

　地面が濡れ、タイヤは滑りやすく。車体の姿勢制御にはナーバスになる必要が出てくる。当然車速は、著いちじるしく低下させた上でのことだ。




　　　　◆




　気象変化に歯は嚙がみするのは、何もリュータたちに限ったことではなかった。

「こんなときに雨だなんて……！　っと!?」

　充じゆう分ぶんに余よ裕ゆうを持った速度だったにもかかわらず、予想外にラインが外れた美奈子の背には戦せん慄りつが走る。とりあえず体勢は立て直すが。

〝大丈夫でござるか？　美奈子殿どの……〟

「まずいわね……！　前半、ちょっと頑がん張ばりすぎたみたい……！」

　それが三十分の遅おくれを挽ばん回かいするために、全く手加減をしなかったツケ。思う存分ドリフトを活用し、振ふり回したが故ゆえに……恐おそらくはもう、タイヤの溝みぞがほとんど残っていないのだろう。本降りにでもなればそれで終わり。それでなくてもライン上に水みず溜たまりでもあった日には、ハイドロプレーンでどこに飛んでいくかわからない。

〝連中には、存分に思い知らせたでござるよ〟

「ん……まあ、そうなんだけど……」

　ラジオでは、ヒデオたちは事故を起こしたと言っていた。ならば……まあ。自分は最も勝ちたい相手に、勝ったのだろうし。

　でもちょっと釈しやく然ぜんとしないというか。

　なんだろう。すっきりしない……。

《おい！　聞こえるか前の婦警さん！》

「え!?　は、はいっ!?」

　背後の単車、翔希の声で、考え事から目が覚める。

《あんたのクルマはもうやばい！　左のリヤタイヤ、ワイヤーが見え始めてるぞ！　もっと速度を落とせ!!》

「なっ……!?」

　かぶりを振る。

「そ、その手には乗りません!!　そうやって本官のスピードを緩ゆるめさせておいて、追い抜くつもりでしょう!?」

　もう少しで自然区を抜け、工業区に入る。直線主体のあの場所では、馬力のないこちらは追い上げられる一方だ。今のうちにリードしておかなければ。まさか抜かれるわけには……。

「あっ……？」

　そこで美奈子は気付いた。後ろの彼の言葉……魔殺商会ではなく、自分が善と思っていたエリーゼ興業側、長谷部翔希の言葉。噓うそ偽いつわりのない、心からの警告だったのだと。

　車体はあらぬ方向へ滑すべり始める。そしてそんなときに。

《抜けた～～～ッ!!》

「なっ!?」

　突とつ如じよ無線に入ったのはウィル子の声。

　突然目の前の藪やぶから、傷だらけの赤いランサーが道路に飛び出してきた。姿勢を崩くずした美奈子には避よける術すべもない。




　　　　◆




「って、いつの間に雨がッ!?」

　深い森の中を走り続けていたヒデオたちには、分かるはずもなかった路面状じよう況きようの変化。しかも土の上を走り続けていたため、タイヤには少なくない泥どろがこびりついていた。あまつさえアスファルトには水の膜まく。

　どれだけハイテクを駆く使ししようとも、路面と繫つながっているのは唯ゆい一いつタイヤのみである。

「うっはあああああああああ!?」

　ウィル子は公道へ出た途と端たん、一いつ瞬しゆんにして車体のコントロールを失った。スピンして、くるりと一八〇度を回ったところで……。

「ッ」

　ヒデオはあるまじき光景を見る。目の前から、表情を凍こおらせた美奈子のクルマが、斜ななめに滑すべりながら突つっ込んで来たのだ。目を閉じる間もなく、強い衝しよう撃げきが車体を揺ゆさぶる。

　弾はじき出される。二台はそのままもつれ合うかのように舗ほ装そう路をはずれ、崖がけのような傾けい斜しやを滑り落ちて行った。




　　　　◆




　翔希は車体を横に倒たおしながらフルカウンターを当て、急制動。二台が突き破ったガードレールから、崖のような傾斜を覗のぞき込む。

「やっちまったか！　くそ、相当深いな……！」

　覗き込んだ急きゆう斜しや面めんの下も森。あの二台がどのような状態かを、ここからでは探さぐる術はない。しかし山の上からは、貴瀬とリュータのクルマの音が近付きつつある。

「……。わたしが～」

　エリーゼの声に翔希は振り返った。

「何だ？」

「わたしが様子を見に～。翔希さんは～、先を急ぐ～のです～」

　と言って、エリーゼがバイクを降りる。

「わたしがリタイアしなければ～……お～、け～」

「ん？　ああ、確かにそんな規定があったけど……」

　ペアで参加しているのなら、この聖魔グランプリは先にゴールした方の順位が適用される。これは乗り物を使っていない参加者への配はい慮りよでもあるし、たとえば一位と三位とか、わざとバラバラにゴールしたペアが、一位分と三位分の勝ち星と賞金を、ペアとして独どく占せんできないように、との意味もあった。

　つまり遅おくれた方が時間切れや戦せん闘とう行こう為いなどでリタイアしない限りは、先にゴールしていた人物の順位が、聖魔杯参加中のペアとしては適用されるのだ。

　翔希が一位でゴールしたのなら、あとは時間内にエリーゼがゴールするだけで、『エリーゼ・翔希ペア』には一位の賞金と勝ち星が入ってくる。

　以上の理由から、最初からパートナーを置いて、一人でこの聖魔グランプリに出ている参加者もいるが、それはそれで何も問題ない。たとえば貴瀬の隣となりに乗っていた、自じ称しよう何とかメイドのように。一人でいることを有利と取るか、不利と取るかは参加者次し第だいなのだから。

「大だい丈じよう夫ぶ～。な～の～で～す～。会社も近いので～」

　エリーゼが指差した先。木々の上に、工場地帯の高い煙えん突とつ群が見え隠かくれしていた。自然区と工業区の境目付近。社長であるエリーゼが一声かければ、大会本部側の救助を待つより早く、たくさんの社員が駆かけ付けてくれるだろう。

「そうだな……わかった、任せたぞエリーゼ！」

「お～ま～か～せ～♪」

　そういってエリーゼはひらひらと、翔希が見えなくなるまで手を振ふって、

「……なんてな」

　悪あく魔まの微び笑しようを表した。ふわ、と浮ういて、すーっと斜面を降りていく。




　　　　⑦




「うはー……。マスター、大丈夫ですか？」

「……っ、なんとか」

　またしても森の中に逆ぎやく戻もどり。幸い横転などはしなかったようだ。エンジンもまだかかったまま。だが、そうして落ち着いてから横を見ると。

「……美奈子さん、が」

「婦警？」

　彼女のクルマの鼻はな面づらが、ぐしゃりと潰つぶれていた。こちらと違ちがって派手に転がったらしく、屋根はへこみ、フロントガラスはひびが入り……そんな中で、血を流した美奈子がぐったりしているのが見えた。

　ヒデオはクルマを降りる。

「ま、ますたー……」

「少し。様子を」

　近付いていく。

「大丈夫、ですか」

　だが美奈子は気を失っているらしく、岡丸が代わりに答えた。

〝ヒデオ殿どの、武士の情け……どうか、助けて頂きたく候そうらえども……〟

　頼たのみ込む彼自身がわかっていた。こちらが、決して引けない大勝負の最中だということを。

　その上の方を今、心配してくれていたのか……翔希のバイクが走り出すのが聞こえた。

「……ウィル子。君は、先に」

「うえっ!?　で、ですが！」

「規定では……大丈夫だった、はず。君が、一位でゴールすれば」

　しかしドライバーシートに待機したままのウィル子は、首を振った。

「そ……、そうなのですけど……！　マスターは少し甘いのではないのですかーっ!?　その婦警、いつもウィル子たちの事を悪く言ったり、邪じや魔まをしたり!!　こんなの自じ業ごう自得なのですよーッ!!」

（……）

　それは、確かに……被ひ害がいを被こうむってばかりだけれど。医者ではない自分じゃ、今の美奈子がどれほどの状態かもわからない。もしも一刻を争うような怪け我がをしていたら、見捨てることなどできるはずがない。

「マスター！　勝ちを見み据すえてください！」

「……僕たちが。殺したことに、なってしまったら」

「う!?　うぅ……、即そく失格、ですが……」

　妨ぼう害がいも認められているこのレース、追つい突とつ事故ぐらいで何をかいわんや、ではあるが……生死がかかるとなれば看過はできなかった。どっちが悪いかはともかく、二台での事故なのだ。

「勝手、に……」

　そのとき、ようやく美奈子が目を覚ました。

「本官を、殺さないで下さい……」

〝大丈夫でござるか!?　美奈子殿!?〟

「へ、平気……。痛っ！」

　美奈子が苦痛に顔を歪ゆがめた。

〝ヒデオ殿……後ご生しよう、でござる〟

「やめて、岡丸……みっともない！　悪党の施ほどこしなんて、誰だれが……。く、う……！」

「ま～すた～!!　そう言っているのですよ～!!　今のマスターはいい迷めい惑わくなのです!!　大きなお世話なのですよ～っ!!」

　そこまで言い切られるとどうしたもんだか。

「でも……。まあ」

　ヒデオは美奈子の車のひしゃげたドアに手をかけ、思い切り引っ張った。

　ウィル子はアクセルを煽あおって、出発を促うながしている。つまるところ、こちらのクルマはまだ無事なのだ。それに何やかやで、そうしてウィル子は待ってくれている。

（……。そう）

　ゴールはできるのだ。

　この聖魔グランプリでの、エリーゼ興業とのサシ勝負は負けてしまうが……リタイアさえしなければ、聖魔杯という大会自体は続けられる。貴瀬やリリーにどれほどの仕打ちを受け、今後どれだけの苦境に立たされるかはわからないが……。

「う～……ま～すた～……」

　諦あきらめたようなウィル子の、情けない声。それがありがたかった。

「く」

　最後の一息。ギゴバギン、とドアとは思えない音を立て、どうにか開いた。勢いヒデオはひっくり返って転がり、雨の中泥どろだらけになる。ドア一枚で息せき切るのは、我ながらどうかと思いつつ。

「……肩かたを」

「触さわらないで……！　一人で……」

　が、少し足を挟はさまれていたらしい。出ようとした美奈子は、蹴け躓つまずいたようにバランスを崩くずし、ヒデオを押しのけるように地面に突つっ伏ぷした。

「大だい、丈じよう夫ぶ……」

「触らないでって言ってるでしょう!?」

　バシンと手を払はらわれ。

「何なんですかあなたは!?　何のつもりで……！」

　地面に座り込んだまま。美奈子は俯うつむき、肩を震ふるわせていた。

「何のつもりで悪党の真ま似ねしたり、そうして善人ぶったり……！　何が楽しくて……！」

「……。僕は」

「ええ、楽しいでしょうね！　あなたのように強い人は、そうやって、なんでも思い通りにできて……良いいことも悪いことも、自分の正義だって正当化できるだけの強さがあって！　私なんか……！」
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　遮さえぎるように岡丸が言った。

〝美奈子殿……まずは、礼を言うべきではござらぬか〟

「何よッ!!　あんたどっちの味方よ!!」

〝……拙せつ者しや、義知らずに与くみする者ではござらぬぞ──〟

　そんなとても静かな言葉に、ヒデオは背筋を凍こおらせた。あたかもそこに、抜ぬき身を携たずさえた武士が立っているような錯さつ覚かく。一言違たがえた瞬しゆん間かんに、一刀の下もとに切り捨てんとするかの如ごとき鬼き気き。

「っ……」

　そして美奈子は悄しよう然ぜんと、そのまま押し黙だまってしまう。

「あの。……岡丸氏」

〝見ての通りの若じやく輩はいゆえ、思うところにより多少取り乱した様子。二度とこのような痴しれ言、ヒデオ殿どのに対して吐はかせぬがゆえに、今は何なに卒とぞ……〟

「いえ。それは、別に」

　ただ、無事なら無事でやっぱりレース中だし、ウィル子も待っているし、さっさとこっちのクルマに移ってもらって先を急ぎたいというか……さすがに仲間割れまでは面めん倒どう見たくなかった。

　そういうことを言いたいのだけど、岡丸氏。もうちょっと愉ゆ快かいな人（？）だと思っていただけに、腰こしが引けてしまう。美奈子の激げき怒どはどうしていいかわからないほど怖こわかったし……というかあそこまで拒きよ絶ぜつされた以上はもうおいそれと口も利きけないというか、所しよ詮せんヒキコモリなんてどれだけ人のためになろうとしたところで結果ああして怒おこられるようなことになって……。

「ま～すた～ッ!!　悪いオーラが!!」

　は、と現実に返る。ウィル子にエネルギーを与あたえ続けているせいか、どうも夢見がちになっているようだ。

「それだけ文句並べられれば、充じゆう分ぶん元気です!!　助けたんですからさっさと出発するのですよー!!　もう社長とリュータも上の道を行ったようです!!」

　そうだ。レースは続いている。

「……」

「あ、なにを……」

　ヒデオは無理やり美奈子の腕うでを肩に、無理に立たせた。

「イタタ!?　ヒデオさん、私、足をくじいて……！」

　それがなんだ。嫌きらうなら嫌え。どこまでも嫌えばいい。どうせ親からも見放されたような人間のクズだ、それ以上誰だれに嫌われて構うものか。ああそうだった。さっさと後ろの席に放ほうり込んで、こんなのはそれで終わりにしよう。

「う～あ～……ますた～、美奈子を乗せたら、前後の重量配分とかが微び妙みように……」

「しっ、失礼ですね……。本官……、そんなに太ってません……」

　とりあえず乗る気にはなってくれたらしい。

「ところがそうは問屋がイカのギッチョン～♪」

　そんな声を全員で振ふり返った。最初に口を開いたのはウィル子。

「エリーゼがなぜここに!?　翔希と一いつ緒しよに行ったのではなかったのですか～!?」

「口の利き方に気をつけなさい新米。エリーゼ先せん輩ぱい、でしょうが？」

（……）

　なんだか……以前とは様子が違った。目にはしっかりと意志があり、随ずい分ぶんハキハキとものを言う。

「崖がけから落っこちたあんたたちを助けに来てあげたのよ。なんか青春群像劇みたいなのやってたから、今まで黙って見てたけどネ。もう終わり？　終わったならまあいいわ」

　エリーゼが手の平をかざすと。そこに、銀光が集まり、一本の槍やりを形作る。

「死ネっ」

「ッ!?」

　ウィル子は瞬時に車を急発進、その場で車体を回転させた。どれほどの威い力りよくなのか、狙ねらいを外されたそれは、ズカッ、という音と共にクルマの後部座席を貫かん通つうする。かわしていなければ、エンジンか、あるいはウィル子本人がぶち抜かれていたところだ。

「なっ……なんなのですかあああああ!?　助けに来たっていま自分で!!」

「助けに来てあげたわよ。案の定しぶとく生き残ってるから、死出の旅路をネ……！」

　エリーゼが邪じや悪あくな笑えみを浮うかべて両手を広げると、その中に現れる何本もの槍！

「エリーゼさん……あなたは一体……!?　勇者さんは……翔希さんはこのことを!?」

　蒼そう白はくになった美奈子を、エリーゼは鼻で笑った。

「知ってるわけないじゃない。あんなのや、あんたみたいないい子ちゃんはね、利用されるためだけに存在しているわけ。あんたたちの正義なんかその程度のものなのよ。おわかり？」

「っ……!!」

「それだってのにあんたは、いざレースが始まれば随分とわたしたちの邪じや魔ましてくれちゃって……翔希のヤツもさっさと全部ぶった斬ぎればいいものを、いい歳とししてあんな追い駆かけっこに夢中になっちゃって」

　極論。

「勝てばいいっつーの」

　ケタタ、とエリーゼは喉のどを鳴らして笑う。

「こないだうちの本社で好き勝手やってくれたお礼もしたかったし。とりあえずあんたらが消えれば、魔殺商会……ひいてはこの都市はわたしのもの」

「そ……そこまでして、あなたは一体何を!?」

　美奈子の言葉を、エリーゼはまた愚ぐ問もんと。

「決まってるじゃない。神さまになるためでしょうが」

「か……神……ですって!?」

　信じがたい言葉。

「わたしみたいに、科学時代に生まれた若い精せい霊れいが神さまになるためにはね……人間どもの多大な信しん仰こうが必要なのよ。だからまずこの都市を牛ぎゆう耳じって、わたし神でわたし信仰な一大宗教国家を設立してやるわ」

（……。）

　この都市でたまにいるが、こういうポジティブ思考できる人を、ヒデオは最近羨うらやましいと思う。

「何を電波なこといっているのですかあああ!?　いくら電波好きなウィル子でも、さすがにそれはどうかと!!」

「ふん、あんたら知らないでしょうけどね……大会の裏でこそこそやってる〝アルハザン〟って連中がいるのよ。そいつらを本気で動かすために、まずは魔殺商会を潰つぶす必要がある。本当ならここにいるのがあんたたちじゃなくて、名な護ご屋や河がわ鈴蘭だったら最高だったけど～」

（アルハザン……名護屋河、鈴蘭……）

　鈴蘭はつまり……リリーのことだろうか？　だがもう一つのアルハザン……どこかで聞いた覚えがある。どこだった？

「ああもうシトシト雨が鬱うつ陶とうしいわね。お喋しやべりはもうおしまいよ」

　濡ぬれた髪かみを払はらったエリーゼが、広げていた両手をこちらへと向けてきた。ヒデオはウィル子を一いち瞥べつ。

「行け、ウィル子」

「けど……！」

　多くは言わない。

「一位だ。僕を、殺すつもりで走れ」

「っ……!!」

　翔希が勝つ。それは即すなわち、エリーゼ興業の勝利。いや、目の前にいるこの壊こわれた精霊、エリーゼ・ミスリライトの勝利なのだ。

「僕も、必ず」

「はいっ!!」

　思いを強く。それは言葉以上にウィル子に伝わる。

「青あお臭くさいお芝しば居いは終わりよ……死ネっ」

「危ない！」

　美奈子が岡丸を抜ぬき放ち、ヒデオめがけて飛んできたそれを叩たたき落とした。残りはウィル子のクルマを目め掛がけていたが、その時にはすでに、四よん駆くをして猛もう然ぜんと泥どろを巻き上げ発車している。

「ちっ」

　仕損じ、エリーゼが舌打ち。その後も何本かの槍を放つが、ウィル子は巧たくみに木々を利用してそれらを避よけ、最後のチェックポイントへ向かって行った。

「まあいいわ。パートナーがリタイアすれば、あの新米もリタイア……勝負はわたしの勝ちなんだから」

　すうっ、と。エリーゼの冷たい視線がこちらへ向き直った。
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「よし、抜けたぁっ!!」

　森を飛び出したウィル子は直接工業区へと突とつ入にゆうした。二の轍てつは踏ふまない。タイヤの泥が落ちるまでは細心の注意を払いつ、突つき進む。そうしながら第四チェックポイントへの最短ルートを算出。

　雨はいよいよ本降りだ、二輪の翔希もかなりの低速走行を強しいられているに違ちがいなかった。彼があの場所から取るだろうルートを算出、そしてこれまでに見てきた彼の走行パターンから現在位置を予測、彼ひ我がを測そつ距きよ。

「間に合わないッ……!!」

　ルート検けん索さく、条件に一いつ致ちせず、一致せず、一致せず……！　エラーエラーエラー！　この自分が、電子の神がくだらないエラーを繰くり返す！

「くっ……！」

　ヒデオがいれば。何か策を出してくれるに違いなかった。だが彼は今いない。走れと言った。殺す気で走れと言った。必ず後からゴールすると。自分が翔希を抜き去り、一位でゴールすると信じてくれているからだ！

「データ！　もっとデータを……！」

　電子の網あみを伸のばす。必要か不必要かもともかく、データをさらう。

　そして引っかかる！

「来たあああああああああッ!!」

　それは地図でも何でもない、設計図。ただし構造設計図。工業区にある工場、倉庫の敷しき地ち、それら建屋の設計図、その全すべてをかっさらい、吞のみ込み、消化、ルートマップに重ね合わせ、本物の最短距きよ離りを導き出す！

　予測、コンマ数秒遅おくれながら第四チェックポイントで長谷部翔希の駆かる二輪に追いつける!!

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は全力稼か働どう!!」

　このクルマを制せい御ぎよする全ての機器に、その手を伸ばし、網もう羅らする！

「レブリミッター解除、ブーストリミッター解除、点火タイミング書き換かえ、燃料噴ふん射しやマップ書き換え、ミスファイアリングシステム挿そう入にゆう、即そく時じ移行……！」

　一いつ瞬しゆん、エンジンがくすぶった。後、

「行ぃっけええええええええっ!!」




　ッガアアアアアアアアアアアアアア!!




　ＣＰＵチューンに限るならば、およそいかなるメーカー、チューナー、ワークスでさえも届かぬ、まさに電子の神だからこそなしえた究極のプログラミング。カーテクノロジーの進化における一つの最高到とう達たつ点、三みつ菱びし４Ｇ６３型ユニットは鬼き神しんのごとき咆ほう哮こうを奏かなで始める。

　コーナーももう容よう赦しやはしない。ブレーキは雨によって充じゆう分ぶんに冷えている。ＡＢＳ、ＡＹＣ、ＡＣＤ、全ての制御に全力を傾かたむける。

　パパン!!　パパンッ!!　パパパパアン!!

　アクセルを抜いた瞬間にマフラーから噴ふき上げる、青と赤のまだらな爆ばく炎えん。ブーストメーターは振ふり切ったきり帰ってこない。そうしてコーナーを脱だつし、アクセルを踏んだ瞬間にはフルブーストで全輪が路面を嚙かむ。なお収まらず、四駆でありながらも繰り返そうとする蛇だ行こうを抑おさえ込み、まずは貴瀬とリュータの二台を捉とらえる！

《ウィル子、無事だったのか!?》

《おい、ヒデオは……!?》

「邪じや魔まああああああああっ!!」

《《っ!?》》

　ぶち抜く。

　今ならあの時の美奈子の気持ちがよくわかる。誰だれに止められるというのか、この自分を！

　コーナー、外側の歩道から反対車線に入り、そのまま内側の塀へいにドアミラーを跳はね飛ばし、再び外側の歩道へ乗り上げる。それがあの時、嫌いやと言うほど見せつけられた美奈子の走り方だった。利用できるコース幅はばを最大限に利用する。スピードという名の最大最強の武器を、これっぽっちも殺さない！

《速はええっ……！　何だってんだあいつ、人が変わったみてえに……くそっ、追いつけねえ!!》

《無理をするなリュータ！　この雨の中をあの四よん駆くに追いつこうというのが無理な話だ！　事故った貴様の巻き添ぞえを食うのはごめんだぞ！》

《へっ！　そんな忠告聞くくれえなら、こんな無茶なレース端はなから出ちゃいねえよ!!》

《……ククク、そうか！　それももっともだ!!》

　そんなことを言いながら、二人もペースアップ。必死に食い下がってくる。

《ああもう、まぁたご主人様ムキになっちゃって……どうして男の子ってこう、誰が強いとか誰が速いとか……そう思わない？　エルシアさん》

《そうね。でも嫌きらいじゃないわ。こういう熱》

　ぐだぐだうるさい。だが、無線のスイッチを切るのに手を離はなすのも鬱うつ陶とうしい。

　長い直線、その先に最大のロスポイント。エリーゼ興業本社前Ｔ字路。どちらへ折れても、その敷地面積を大回りに迂う回かいしなければならない。さらには。

《!?　しまった、止まれウィル子!!》

《なんだよおい、あんたのとこといいエリーゼ興業といい、似たもの同士だな!!》

　そのＴ字路前をふさぐように横隊、火器武装したベレー帽ぼうの一団。エリーゼ興業の私兵部隊が待ち伏ぶせしていた。

「だからッ……!!」

　だからなんだ。

　ウィル子はアクセルを底そこ突つきさせたまま弛ゆるめない。車速は一八〇キロを突とつ破ぱしなお上がり続ける。そこからさらにギアを上げ、なお踏ふみ込む。

「轢ひきっ殺すぞおおおおおおおおおッ!!」

《《《っ!?》》》

　ウィル子の罵ば声せいを聞いた全員が、絶句を抱かかえた。

　そうとも、邪魔をするなら殺してやる。

　だってヒデオは、今しもエリーゼの手により殺されようとしているのだ。そんな絶命的状じよう況きよう下かで、気にせず自分を殺せと言ったのだ。自分はこれほどにパワーを使い続け、彼を殺そうとしているのだ。

　それでもなお一位を取れと！　それでもなお、彼は必ず戻もどると！

　自分はこの現世に生まれ出いでてたった一人、信じるべき相手を殺そうとしているのだ！　ならばそれ以外の何千何万を殺したところで、何の問題があるものか!!

「おぉらあああああああああっ─!!」

　パッシングもクラクションもなく、突つっ込んでいく。ボンネットに穴が開き、何発かはフロントガラスを突き破り、ウィル子の頰ほおをかすめていった。

　だがそれだけだ。時速二二〇キロまで加速された一・五トンの鉄てつ塊かい、鉛なまり弾だま程度で何ほどのことがあろうか。異常を察した私兵集団は、我が身可愛かわいさで銃じゆうを投げ出し飛び退のける。

《行ったぜおい!?　なんてヤツだ!?》

《クククッ、ショートカットか!?　面おも白しろい!!　リュータ、引き返すなら今のうちだぞ!?》

《ほざくんじゃねえ!!》

　ウィル子は以前のクラリカがそうしたようにゲートを突破。リュータと貴瀬がそれに続く。ウィル子はまだスピードを落とさない。最小限の軌き道どう変へん更こうで工場の中へ突とつ入にゆう。ルートマップを建屋設計図に切り替かえ、機械の配置を障害物として、己おのが進むべき道を見通した。それは全く当てのなかった森の中に比べれば、引かれた導線を俯ふ瞰かんで見下ろしているようなもの。

　突破、ノーブレーキ。そのままの勢いで倉庫へ突入。ほとんど直線ではあるが、資材に挟はさまれ乱気流で車体が揺ゆさぶられるような細路。それを彗すい星せいの如ごとく駆かけ抜ぬける。

　突破、警備が群れ出すほどの時間も与あたえない。エリーゼ興業本社を抜け、そのまま次の工場の敷しき地ちへ。倉庫へ。近すぎる景色だけが幻まぼろしのように過ぎ去っていく。地図を眺ながめるだけでは決して見えない、真の最短ルートを疾しつ駆く、疾走、そして走破！

　抜ける。公道へ、折しも正面から長谷部翔希が、自分はその正対から交差点へと進入し、軌き道どうをクロスさせつつ共に同方向へ切り返す。第四チェックポイントを通過。トップ、長谷部翔希。二位にウィル子。

　そのタイム差、コンマ四秒！

《追いついたっていうのか!?　あの状況から……!?》

「絶対負けない……！」

《ヒデオはどうした!?　乗っていないのか!?》

「絶対に、負けられないッ……!!」

　回路が焼き切れそうなほど、強く。

　ゴールが見えた。バックストレートとも呼ぶべき長い直線。工業区から中央区へ入り、そして広場へと抜ける大通り。

《くっ……!!》

　風防内に伏ふせた翔希もアクセルは開け切ったまま。後方からは四百馬力を誇ほこるリュータのＳＬ６００が。さらに後ろからは五百馬力オーバー、まさに悪魔デイアブロの名にふさわしきモンスターマシン、ランボルギーニが追い上げてくる。

「負けないッ─!!」

　ウィル子もまた燃料噴ふん射しや、点火時期を再変更、最高出力発生回転数をレッドゾーン上に設定し、エンジンに悲鳴を上げさせ続ける。

　そして僅わずかずつだが、追い上げていく。

《っくしょおおおっ……!!》

　ダウンフォースが稼かせげず、絶対的な馬力が足りない単車、こちらを横目にした翔希が苦鳴を上げる

　時速二六〇キロ超ちよう過か。貴瀬とリュータの方はそれでもなお加速し続ける速度域。そして僅かずつに並び、やがて横一線……！




《ゴオオオオオオオオオオオルッ──!!》




　会場内のスピーカーから、大だい音おん声じようで響ひびき渡わたるレナの声。そして振ふりかざされるチェッカーフラッグ。それによって全車、我に返ったようなフルブレーキング。

　ウィル子が全力で駆り続けたランサーのタービンがブローしたのは直後。凄すさまじい白はく煙えんを排はい気き管かんからなびかせつつ。

《こっ……これはすごい!!　なんということでしょうか!!　四台が四台とも、全くのほぼ同着です!!　勝敗の行方ゆくえは写真判定に委ゆだねられることとなりました!!　果たして勝者は……!!》

　興奮してまくし立てるレナの声を聞きながら。

「うはぁ～……。よく走ったのですよ～……」

　ウィル子は焦こげ臭くさい室内で、ぐったりとシートに身を沈しずめた。

　走りきった。使い得うる全すべてを使って、走りきったのだ。ならば万が一負けたとしても、あの引っ込み思案の、温厚な、気の弱い、ヒキコモリのヒデオなら……きっと許してくれるはずだ。

　今はもう、なすべきことは何もない。

　ウィル子は、それまで共に走り続けた束つかの間の愛機との、全ての回路を遮しや断だんした。
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　逃にげて、逃げて、逃げて。

　エリーゼは、幽ゆう霊れいのようにすーっと移動しては制止。

「死ネっ」

　ニードルを飛ばしてくる。こちらにはその鋭えい利りな飛び道具に対たい抗こうできるほどの武器もなく、まるでホラーゲームだった。

「このっ！」

　ヒデオの肩かたに摑つかまりながらも、岡丸で払はらい落とす美奈子。それが精せい一いつ杯ぱい。

「フフフ、いつまで逃げ回ってるつもり？　もっと一目散にゴールに向かわなくてもいいの？」

　遊んでいるのだ。殺す必要などない。こちらを適当に痛めつけて、動けなくすれば事足りる。

「死ネっ。死ネっ」

　飛ひ翔しようするニードルを必死で払いのける美奈子だが、弄もてあそぶエリーゼは、徐じよ々じよにその本数を多くしてきていた。

〝このままではこちらが疲ひ弊へいする一方……美奈子殿どの、拙せつ者しやをヒデオ殿に！　打って出るでござる！〟

「わかったわ岡丸！　ヒデオさん……！」

　しかし首を横に。

「美奈子さんが、無防備に」

　あのエリーゼならば、こっちが別れた隙すきに美奈子を狙ねらうぐらい平気でやるだろう。人ひと質じちにでもされれば、それまでだ。

「でも……、このままじゃヒデオさんまで！」

「青春群像劇は見み飽あきたっつーの。そろそろ本気で死ネっ」

　十数本のニードル！

「ッ」

　激痛がヒデオを貫つらぬいた。たった一本の岡丸では払いきれなかったニードル、ヒデオの腕うでに一本、片かた脚あしに二本。貫かん通つうしていった。

「っ……、ぐ……ッ」

「ヒデオさん!?」

　問う美奈子は幸い無傷だったが、ヒデオは痛みと、精神的なショックに、どうにかなりそうだった。

（ッ……）

　ああ、自分が物語に出てくるような、英えい雄ゆう、ヒーローであれば。何のこれしきと言えるのだろう。しかし不幸にも、自分は何の取り柄えもない、ただのヒキコモリだ。

「……ッ」

　しかし、されどヒキコモリであった。

　どんなに痛くても、みっともない声だけは上げなかった。そもそも無口。誰だれもいない場所での独り言さえ鉄てつ壁ぺきに恥はずかしがる……ヒデオはそういうタイプの人間だった。痛いぐらいで悲鳴を上げるのは、恥ずかしいこと。

　恥ずかしいから。恥ずかしいと、そういう目で他人に見られるから。それが耐たえられないから。そんなマイナス思考の極致からくるヤセ我が慢まんだった。

　冷静な状じよう況きよう分ぶん析せきなどできるはずもない。だから、傷の具合よりは痛さだった。骨がどうだとか、神経や血管がどうだとか、思う余よ裕ゆうもない。

　単に痛みで、美奈子を連れる動きが鈍にぶっていた。

「ちっ、遊びすぎたか。楽しい人間どもめ」

　なぜかエリーゼが舌打ちして、その場で停止した。彼女の視線を追うと、いつの間にか……森の木立の向こうに、工業区が見えていた。

　この精せい霊れいは今見せている本ほん性しようを、表向きは隠かくしている。だから自然区を抜ぬけたこの先、誰が見ているかわからない市街地では、ああいう残ざん虐ぎやく性を潜ひそめたいのだ。いずれは神になって、信しん仰こうを集めようという。美奈子をそそのかして襲おそってきたような側近、腹心以外には、こんなスキャンダルは伏ふせたがっている。

　エリーゼは負け惜おしみを言うように。

「まあいい、あれだけ先にスタートした翔希が、負けるはずも無し。っていうかその様子じゃあ、あんたたちもう制限時間に間に合わないでしょ。せいぜい頑がん張ばれ、フフフ」

　言いたい放題言って、エリーゼは姿を消し去った。

〝精霊どころか、とんだ悪あく霊りようでござったが……ひとまず難は逃のがれたでござるな〟

「ええ、そうね……。でも……レースは」

　腕時計を確認した美奈子が、言い淀よどんだ。

（……っ）

　そうだ、痛みに気をとられ過ぎて忘れていた。なぜエリーゼが消えたくらいで、ほっとしている。まだ聖魔グランプリというレースの最中ではないか。

　森の中を逃にげ回っていたせいで、だいぶ時間をロスしていた。美奈子の腕時計を覗のぞき見る。今からでは……脚がまともで、どうにか間に合う程度だろうか。

　否いな。

（馬ば鹿か……、が）

　……まともなら？　まともってなんだ。いつまで続けるつもりだ、その負け犬思考を。充じゆう分ぶんまともだ。まともなはずだ。よく考えろ。貫通してもたかが針だ。筋肉の繊せん維いが、少し切れただけではないか。脚がなくなったわけじゃない。痛いだけだ。痛いだけなら、いい加減もう慣れろ！　美奈子のように関節をひねって、動かせないわけじゃない、動くんだ！

「……、くッ」

「ひ、ヒデオさん……!?　どこに……！」

　ウィル子はもうとっくにゴールしているはずだった。当初こそ気絶しそうなほどひどかったあの倦けん怠たい感が、今ではすっかりない。ウィル子は絶対にゴールしたのだ。ゴールしたから、その必要がなくなった。そうとも、ブッチギリのトップで勝って、今いま頃ごろはにほはははとシャンペンを浴びているに違ちがいない。

　ならば、彼女はやり抜いたのだ。殺す気で走れと言ったから。必ずと、そう言ったから。

　だから、行かなければ。

「ゴール、へ」

　首に回した美奈子の肩かたを引き、歩き出す。

「だって……今からじゃ、もう……！　それに怪け我がもして……！」

　森を出ると外は厚い黒雲に覆おおわれ、日も暮れかけ、街並みは薄うす暗ぐらく。強い雨が叩たたき付けてきた。

「……それに。あなた……が、言ったのです」

「え……？」

「レースの前。決勝のような……、舞ぶ台たいで。と……」

「あっ……」

　美奈子はくじいた足を引きずり、引かれながら。

「ヒデオ、さん……」

　閑かん散さんとした暗い工場地帯を、ヒデオはひたすら前に進んでいった。
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　リクライニングさせたシートに、ぼーっと横たわったままのウィル子。その車外には、ヒデオの不在を不信に思った、トップを争った面々が集まっていた。

　かいつまんだウィル子の話を聞いて最も面めん食くらったのは、パートナーの翔希だった。

「本当なのか？　あのエリーゼが、そんな……！」

　そして貴瀬が不敵に笑う。

「なるほど。それが本性だったというわけか」

「しかし、アルハザンとは穏おだやかじゃねえじゃねえか……」

　剣けん吞のんな目付きになったリュータが、リリーを向く。

「おい、てめえのこと狙ねらってるらしいぞ」

「そうだね。でも今は……」

　リリーがゴールの方を見る。そこに単身でやってきたのは……。

《エリーゼ・ミスリライト社長、ゴォール!!　これによってエリーゼ・翔希ペアの着順が確定いたしました！　さあ、トップグループで残るはヒデオ君ただ一人となりましたが、その姿は未まだ……！》

　こちらの様子に気付いたらしいエリーゼが、死んだような目付きをやめてケタタと笑い、寄ってくる。

「あらら、お揃そろいだこと」

「エリーゼ、話は聞いたぞ！　ヒデオはどうした!?」

　摑つかみかかりそうな翔希の手を、エリーゼがぞんざいに払はらいのけた。

「どうした？　さあね。もう諦あきらめて、どっかその辺でいじけてるんじゃない？」

「じゃあ、殺しては……いないんだよね？」

　静かなリリーの声。

「まあね。でも無茶したら、野垂れ死にするかも」

「そう。なら、いいけど」

　それ以上追つい及きゆうせずに踵きびすを返したリリーへ、リュータが言った。

「おい、リリー!?」

「だって、妨ぼう害がいはありのルールなんだから」

　そんなリリーの言葉に、貴瀬が同意して見せた。

「そうだな。もしゴールできなければ、川村ヒデオはその程度だったということだ」

「へえ……余よ裕ゆうかますじゃない、伊い織おり貴瀬。あんたの会社の負けなのに」

　しかしその言葉に応こたえたのは、パートナーの翔希。

「そうでもない。俺はウィル子に負けた。あとはヒデオ次し第だいだ」

「そんなっ……!?」

　エリーゼが愕がく然ぜんと翔希を見るが、彼の顔には悔くやしさなどなかった。ただ厳しい表情でエリーゼを見る。

「で、でも……！　でも、そうよ、もう時間はないわ！　ほら、あと一分！　もう間に合わない！　そうすれば……！」

「貴瀬たちがスタートの時にやりすぎたせいで、大会本部の介かい入にゆうがあったんだ。救済措そ置ちとして、リミットは三時間延長された。まだ可能性はある」

　歯は嚙がみするエリーゼの表情からは、それまでの余裕が消えていた。そこへリュータも、突つき放すような声で言う。

「エリーゼ社長よ……あんたアルハザンてのがどういう連中か、知ってて話に乗ったのか？　でなけりゃ、間違いなくあんた騙だまされてるぜ。あいつら、組織に忠誠を誓ちかった連中以外は利用するだけだ」

　それを聞いてひどく顔面を蒼そう白はくにしたエリーゼの、震ふるえるような小さな肩に、翔希が手をやる。

「……聖魔杯で優勝して、神になりたいってお前は言ったな。邪じや悪あくを滅ほろぼす聖銀の精せい霊れいが言うんだから……俺はそう思ってパートナーになったんだ。なのに……俺を騙していたのか？　そんな、人を騙して得た信しん頼らいでも、神さまってのはなれるものなのか？　だったら俺はそんな神、絶対に信じない」

「う……うぅ、う……！」

　唇くちびるをわななかせたエリーゼは、次の瞬しゆん間かん、そんな翔希の手を払いのけた。

「うるさい、もういい役立たず!!　もうお前なんか利用してやるものか！　こんな恥はじさらしといて神になんてなれるか馬ば鹿かぁっ!!　もういい、そんなにお望みなら悪あく霊りようになってやる！　ええ、もう手て遅おくれよ！　わたしはもうこの手で人の子を傷付けてしまったんだから！　だったら川村ヒデオに最後までとどめを刺さして、邪じや神しんにでもなってやる!!」

「エリーゼっ!?」

　翔希が制止するヒマもなく、エリーゼは泣き叫さけびながら、どこへともなく姿をかき消した。

「なっ……ブチ切れやがったか!?　何が精霊だ、ただのガキもいいとこじゃねえか!?」

「リュータって言ったか!?　悪いが、一いつ緒しよに捜さがすのを手伝ってくれ！　貴瀬も！」

　翔希の言葉にリュータが頷うなずき、そして貴瀬も舌打ち。

「ええい、世話のかかることだな……！　おい、ウィル子！　いつまで寝ねているのだ!?　ヒデオが今どこにいるか……！」

「大だい丈じよう夫ぶなのですよー」

　まるであっけらかんと。

　百戦錬れん磨まの男たちの方が、ぽかんとなってしまうほど。ウィル子は横になったまま。あたふたする彼らを相手にもしなかった。

「マスターは、必ずって言ったのです。ウィル子は約束通り勝ったのですから……マスターも、必ず戻もどってくるのですよー……」




　　　　⑩




　牛歩ながら、ヒデオたちは工業区の中ほどにまで進んでいた。どれくらい歩き続けたか。数十分か、数時間か。

「……、っ」

　一瞬、平へい衡こう感覚を失う。

　体以上に、思考にまで。ガタを感じる。

　それは何のことはない、単純な疲ひ労ろうだった。今日一日で多大にウィル子に分け与あたえ、そして今の今まで気力を振ふり絞しぼり、あまつさえニードルで貫つらぬかれた痛みと出血。生物としての限度だった。

　そうして歩き続ける街は、まるで無人。誰だれもいない。先を行く者も。追い抜ぬいていこうとする者も。もうみんな、ゴールしてしまったのだろうか。

「ヒデオさん……！　ほら、あそこ！　最後のチェックポイントが……!!」

　美奈子の声は途と中ちゆうで途切れた。

　そして、輝かがやきかけた表情は凍こおり付く。

「そんな……どうしてっ!?」

　エリーゼ興業の私兵たちが、エリーゼ・ミスリライト本人を先頭に……その行く手を遮さえぎっていた。

「どうしてですか!?　だって、もうレースは……終わったんでしょう!?」

（……）

　その言葉で、ヒデオはようやく気が付いた。気の毒に思った美奈子が、気を遣つかってくれたのだろうか。彼女の腕うで時ど計けいを横目にすると……規定の時間は、とうに過ぎていた。

「うるっさい！」

　エリーゼは声を大きくする。

「時間が延びたのよ、時間が。魔殺商会のバカどもがスタートの時に派手にやりすぎたせいで、大会本部が介入したのよ。そのハンデ分延びた期限があと三時間！」

「じゃあ……！」

　美奈子が思いがけぬ僥ぎよう倖こうに顔をほころばせた。まだ間に合う。ここからなら、もう充じゆう分ぶんすぎるほどにゴールできる。

（……）

　だが、それは。

「……バカ？　わかってる？　それをさせないために、わたしがここにいるんじゃないの」

　怒いかりを嚙かみ殺しての凄せい惨さんな笑えみ。そう、このエリーゼが道を塞ふさいでいなければの話。美奈子が岡丸を再度手にする。

「私と勝負しなさい……エリーゼ・ミスリライト！」

「勝負？　はっ、何言ってんだか。あんたたちは今ここで、このまま射殺されてそれで終わりよ。わたしの部下が見えてないの？」

　だが驚おどろいたのは意外にも、彼女の部下たちの方だった。中でも隊長らしき人物が、構えた照準から顔を上げる。

「な……社長……？　殺すんですか……!?」

「はぁ？　あんたたちが手に持ってるのは何？　人殺しの道具でしょ!?」

「それは、以前のように仕し掛かけられたのであれば手加減はしませんが……。どう見てもあの二人は手負いです。本当にそこまでの必要が……？」

　煮にえ切らぬ部下に痺しびれを切らしたように、エリーゼが激げつ昂こうする。余よ裕ゆうのカケラもなく、ほんの一時間前に会ったときとは、まるで別人であった。

「殺して、ウチの会社の溶よう鉱こう炉ろに放ほうり込んでそれで終わり！　それでわたしの勝ちなのよ！　魔殺商会はわたしのもの！」

「社長……？」

「わたしは神に……！」

　まさに彼らは、腹心の部下だったのだろう。

「どうしたって言うんですか、社長……！　この都市に来てからのあなたはおかしい！　いや、アルハザンとかいうのに会ってから、まるで何かに取り憑つかれたようだ！」

「うっ……うるさい！　うるさいうるさいうるさいっ！　じゃあどうすれば神さまになれるって言うのよっ!!」

　それはなんだか、見てる方が痛々しいくらいの。本当に彼女の見た目通り、子供がだだをこねているような光景だった。

「あんたたちだってそう！　みんなそう！　人間どもは科学科学科学！　精せい霊れいなんて、神さまなんて今どき誰も信じてくれない！　じゃあどうすればいいのよっ!!」

「社長、落ち着いて下さい……！」

　ヒステリックな声には、私兵たちも立ち尽つくすばかり。

「そうでしょ……？　だったら、殺すしかないじゃない……！」

　そうして涙なみだを振り切ったエリーゼが、あの時のように手の平を広げた。十数本。ただし、ニードルではなかった。その一本一本が槍やり。クルマでさえ簡単に刺さし貫いた聖銀の槍。

「岡丸……来るわよ！　準備はいい!?」

〝無論……！　ヒデオ殿どのにはその槍、一本たりとも触ふれさせぬ！〟

　ぐい、と急にヒデオに引っ張られ、美奈子はつんのめりそうになった。

「ちょ!?　ヒデオさん!?」

「……もう、たくさん……だ……」

　もう一歩。ヒデオは歩き始める。

「か……川村ヒデオ！　見えてないのわたしの槍が!!」

　雨と、汗あせと。滑すべったのだろう。ヒデオのかけていたサングラスが、カランと落ちた。

「な……何よその目は！　脅おどかしているつも……り……？」

　気付いたようなエリーゼが口ごもった。

　その驚きの視線を追った美奈子も、すぐ横のヒデオを見て……、そして初めて気付く。

「ヒデオ……さん……？」

「な……、何なのあんた……？　本当に、見えていないの……？」

　エリーゼが目の前まで来たヒデオの前で、左右に手を振ふった。だが反応しない。ただ虚うつろな瞳ひとみ。目ま蓋ぶたは開いて瞬まばたきもしているが、焦しよう点てんが合っていない。

　そしてヒデオ自身が、やけにエリーゼの声が近くて、初めて知った。辺りがあまりに暗いのは……夕暮れの厚い曇どん天てんのせいでも、サングラスのせいでもない。自分の目が見えなくなってきているから、なのだと。

　きっともう、自分には……それほどに血が通っていないのだ。

（……）

　初めて知った。争い、傷付き、血を流すことがこんなに辛つらく、悲しく、恐おそろしいものだと。

　みんなこうなのか？　参加者たちはこうやって、バトルだなんてカッコイイ言葉で虚きよ飾しよくして、こんな辛いことを続けているのか？

　そんなのはもうたくさんだった。

　負け犬にはわからない。何が楽しいのか。せめて自分が勇者だったら。ヒーローだったら。そんなことも正義のためと自分自身に言い聞かせ、今ここで戦えたのか？

　でも……、そうなのかも知れない。こんな少女がイカレた風を装よそおうのも、死ねだの殺すだの、ひどい言葉を言わねばならなかったのも……貴瀬たちほどの巨きよ大だいな悪に対たい抗こうするためには、仕方のないことだったのではないか。

　ただそれが、狙ねらわれた自分という視点から見たから……悪に見えたというだけで。

　だとしたら、あんまりにも悲しかった。

　けれども、そこまでして必要なものなら。この都市の秩ちつ序じよを保つために、神の座が必要というのなら。彼女もまた、精霊と呼ばれる……神の、雛ひな形がたなのだから。

　どうせもう自分には、戦う術すべがない。そんな気力もない。自分はただ、行かねばならず……彼女は彼女自身のために、殺さなければならない。

「……エリー……、ゼ……」

「そ……そうよ!?　見えた!?　わかった!?　殺すわよ！　これ以上一歩でも進んだら、殺しちゃうのよ……!!」

　だがヒデオは、また一歩、前へ進んだ。

「頼たの、む……それでも、僕は……行かなくちゃ、いけない……」

　気け圧おされたようにエリーゼが、一歩下がる。

「だから……やるのなら……ひと思いに、殺して欲しい……」

　エリーゼが瞬きする。

「え……？　え……なに言ってんの、あんた!?」

「ヒデオさん!?」

　美奈子も疑いの眼まな差ざしなのだろう。

　でもいいんだ。それはそれでいい。思えばそれでも……この大会に参加した当初の目的は、果たされるのだから。でも。

「その代わり、約束を……」

「な……なによ……？」

「ウィル子に……こんなパートナーで、すまなかったと……。そして……もう一つ」

　ヒデオはきょとんとするエリーゼの横を、通り過ぎていく。

「こんな馬ば鹿かげたことは……僕で、最後にして欲しい……」

「えっ……？」

「君みたいな子が、人殺しをするなんて……あんまり、悲しいっ……。勇者、や……美奈子さんや……正義を信じる、みんなに……慕したわれる君なら……。そんなことをしなくても……たくさんの、正しい仲間が、助けてくれるはず、だからっ……。だから」

「ッ……！　でも……、わたしは裏切った！　翔希も美奈子もきっと誰だれももうわたしを信じてくれない！　だってわたしはもう、あんたを……！」

「大だい、丈じよう夫ぶ……」

　ああ、なんて滑こつ稽けいな話だろう。思えばそんなことが僥ぎよう倖こうだった。

「僕が、死んでも……誰も。親も、悲しまない……。大丈夫……僕は……悪の組織の言いなりになっただけの……ただの、チンピラ……。ただの、やられ役……。そんなのが、死んだところで……誰も」

「なっ……なっ……！　じゃあウィル子は!?　あんたのために一位になったウィル子はっ!?」

「……だから……それだけ、謝ってくれれば……いい。……でも……そう、か……本当に……一位、に……」

　本当に。彼女は本当にやり遂とげたんだ。

　よかった。

　……ははっ。でも、それじゃあ自分はなんだ？　こんな自分は何だ？　どうして自分のようなのが、あんな子のパートナーになった？

　やっぱり負け犬は、どれだけ頑がん張ばったって負け犬なのだ。戦うこともできず、こうやって背を見せて逃にげるだけが……お似合いの。

「あ……あんた……」

「……本当なら。僕だって……君のような神さまから、名めい剣けんを授さずけられる……。そういう……正義の、ヒーローにっ……」

　ゆっくりゆっくり遠ざかっていくヒデオに対し、何を思ったのだろうか。はたと立ちすくんだエリーゼは、もう、手をかざすのをやめていた。ゆっくりゆっくり、遠ざかっていく二人の背中を……エリーゼは、ただ呆ぼう然ぜんと見送った。

　その少女の横に、私兵隊の長おさが立つ。

「……社長。彼の言うとおりです。何も社長自身が、そんな汚よごれた仕事をする必要はありません」

「でも……そんなこと言って、あんたたち……」

「まずは社長自身が、ご自分を信じてください。あのように自暴自じ棄きな状態の決断では、我々も混迷します。しかし、それがご自身の正義と信じて命じてくださるのであれば……我々は、誰であろうと喜んで殺しましょう。我々の女め神がみの手を、血で汚さぬために」

　驚おどろき半分に、エリーゼが振ふり返る。

「女、神……？　このわたしが……？」

「一いつ般ぱん社会では行き過ぎるような種々の策さく謀ぼうも、魔殺商会の連中と渡わたり合うために止やむを得ない措そ置ちなのだと……我々は……聖銀の精せい霊れいを、そう信じてついてきました。そして……やはり彼の言うとおりです」

　隊長が遠くなるヒデオの背に、目を細める。

「その聖銀の神より剣けんを賜たまわることができたなら。我々のようなすれた傭よう兵へい風ふ情ぜいでも、いつか報むくわれる日が来るのではないかと……」

　言葉に。全すべての隊員が頷うなずいた。

「我々には社長の言う精霊と、神とが、どう違ちがうものかはわかりません……ですが、社長は我々からすれば、充じゆう分ぶんに神に等しいのです。カムダニア紛ふん争そうのあの地じ獄ごくのような戦場で、社長の盾たては孤こ立りつした我々に生という奇き跡せきを与あたえてくださった。奇跡とは……元来、神の御み業わざではありませんか」

　エリーゼの頰ほおに、一ひと雫しずく。

「あ……あんたたち……」

「誰かではありません。まずはあなたが、ご自身を信じてください。その上で、あなたの信じる勇者に、盾を。剣を授ければよろしいではありませんか。その者はきっと我々と同様、あなたを神と信じ、戦い抜ぬくはずです」

「う……ううっ……ううううう～～っ!!」

　エリーゼは泣いた。降りしきる雨にも負けないくらい、大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら。







「ヒデオさん、エリーゼ社長たちは追ってこないみたいです……！」

　後ろを振り返った美奈子が、安あん堵どして前を向き直る。

「よかった……一時は、どうなることかと思いましたけど……」

「……」

　結局、彼女は自分を殺してくれなかった。

　思えばそれすら……負け犬の甘えだったのだろうか。

「……ヒデオさんは……強いんですね。本当に……」

　ぽつりとした美奈子の言葉は、とても穏おだやかな声で紡つむがれた。

「どうしたら私も、あなたのように……強くなれるんでしょうか……」

　そんな美奈子の言葉に、一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬だけ、ヒデオは笑ってしまいそうになった。

「……強く、なんか」

「え……？」

　どうして笑いそうになったのか。彼女が本当の川村ヒデオを知らないからではない。あまりの自分の愚おろかしさを、笑ってやりたくなっただけ。でも、もう笑うだけの余よ裕ゆうもない。

「強く、なんかっ……」

　今まで自分に言い聞かせてきた種々の強がりにも、思考がついて行かなくなっていた。視界の暗さ。傷の痛み。雨の冷たさ。体の寒さ。でも……それらを呪のろおうにも、この状じよう況きようを招いたのは自分だと知っていた。

　聖魔杯に参加したのは、自分の意思だった。美奈子を助けたのは自分の意思だった。その場の雰ふん囲い気きで、かっこつけて、ウィル子に必ずと言ったのは自分自身だった。

　だから。正直に思う。

「つらい……」

　いっそ、エリーゼに殺して欲しかったのだ。

　必ずなんて、言わなければよかった。ウィル子の言うとおり、美奈子を見捨てていればよかった。こんなレース出なければよかった。そもそもこんな大会、出なければよかった。

　体が寒い。足が痛い。もう一歩も動きたくない。全部全部投げ出してしまいたい。

　だから今なら、本当に正直に思える。優勝なんてどうでもいい。

「……、帰り、たいっ……」

　あのアパートで死んでた方が、もっと、ずっと楽だった！

「……それ、でも……。僕はっ……」

　それでも言ってしまったじゃないか！

　自分も、必ず……そう言ってしまったじゃないか!!　親にも見放された自分をただ一人、信じてくれたパートナーと、そう約束したんじゃないか!!

「ヒデオさん……」

「ッ、……」

　強く叩たたき付ける雨。顔を伝う雨あま粒つぶのせいで……ヒデオ自身、自分が泣いていることに気付かなかった。いや、そんなこと気にする余裕もなかった。

　ただ目にかかる雨がうっとうしく、それをずぶ濡ぬれの袖そでで拭ぬぐい去る。そんな腕うでも痺しびれている。強い雨の音も、さらさらと小川のそれのように遠い。全身の感覚が遠く、痛みや寒ささえ気にならなくなってくる。

　美奈子の声も、あたかも自分が水の中にでもいるように、ぼんやりと聞こえてくる。

「……ヒデオさん、見えましたよ！　ゴールです！　ほら、聞こえますか!?　あの歓かん声せい、みんながヒデオさんのために……！」

「……」

　見えてはいても、それが現実なのかどうか。聞こえはするがそれが幻げん聴ちようなのか否いなか。
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「まぁ～すたぁ～～～～っ!!」

　ただ、その声だけは。

　そうして懸けん命めいに手を振ふる彼女の、とびっきりの笑え顔がおだけは。そしてそれに気付いた瞬しゆん間かん……ああ、自分はこれでよかったのだと。

「うぃる……子……」

　どれだけ恨うらみ、つらみ、嘆なげいても……ここに辿たどり着いたことだけは、正しかったのだと。

〝美奈子殿どの……拙せつ者しや、思うでござるよ。ヒデオ殿のような御ご仁じんを、益ます荒ら男おというのでござろうな……〟

「ええ……、ええ。私……もしお嫁よめさんになるなら、こういう……」

　会場に溢あふれる怒ど号ごうにも似た大歓声の中では、そんな二人の会話が、ヒデオの耳に届くはずもなく。

《川かわ村むらヒデオ君、ゴォ──────ルっ!!　この瞬間、ようやく全トップランカーの着順が確定しましたっ!!　三位にエリーゼ・翔希ペア！　二位はリュータ・エルシアペア！　そして堂々の第一位に輝かがやいたのは、やはり優勝候補、ヒデオ・ウィル子ペアっ!!　聖魔グランプリ、優勝ですっ──!!》

　ヒデオはゴールラインを越こえると同時、その場に崩くずれ落ちた。うるさいほどの満場の拍はく手しゆ、喝かつ采さいが……たとえ今ここで死ぬのだとしても、薄うすれ行く意識の中で、心ここ地ちよかった。
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　はたっ、と目が覚める。

（……）

　そろそろ見知らぬとも言いにくくなってきた、ある病院のある一室。

「ひひっ……すっかり、お得意様だねぇ……」

　ドクターだった。外はもう明るく、病室には貴瀬と、リリーと、そして……雨の最中、あれほど見たかった笑顔があった。

「まぁすたーっ！　覚えてますか!?　一位です!!　ウィル子たちが聖魔グランプリ優勝したのですよー!!」

　自分のことだ。

　まあてっきり……夢オチかとも思ったのだが。

「一億チケットですッ！　うはーっ!!」

　サイドテーブルに、ご開帳されたジュラルミンケースには、札束がぎっしりと入っていた。ウィル子がそれを、手の平でぽんぽん叩く。ご満まん悦えつらしい。

「……。美奈子、さんは……」

「婦警なら、ちゃんとセンターの公式な病院に入ったので大だい丈じよう夫ぶなのですよー。昨夜のうちに、マスターの見み舞まいに来たくらいですから……っていうか、だからウィル子はほっといても平気だと！」

　ウィル子がお見舞い品らしい果くだ物もの詰つめ合わせを指差した。

「……そう、か。よかった」

「いひひっ、経過は順調のようだねぇ。貫かん通つう創そうも完治させて血も補ほ充じゆうしておいたから、あとは好きなときに退院すればいいさぁ」

　なんと、ほんとに腕も足も痛くない。即そく死し以外は大たい抵てい治せる……というのは本当の話だったらしい。補充というのはともかく。頭もくらくらしないから、大丈夫なのだろう。

「じゃあボクは忙いそがしいから、これで失礼するよ……ひひっ」

　レースが終わって商売繁はん盛じようなのだろうか。いつものような無理問答はなく、ドクターはそそくさと病室を後にした。そして。

「よくやった、川村ヒデオ」

　と、やはりご満悦な表情の貴瀬。

「おめでとう、ヒデオ君」

　ミラーグラスだが、口元に綺き麗れいな笑みを湛たたえたリリー。

　どうやら本当に、自分はゴールできたらしい。

「聞いたが、エリーゼに手ひどくやられたそうではないか」

「……そう、いえば。エリーゼは」

「ふん、まあ俺とやり合うだけのことはあるということだ」

　何か気に食わなそうに、貴瀬は横を向いた。

「うちの傘さん下かに入るなどという口約束は、反ほ故ごだそうだ。カミたるモノは人間どもの下には付かんなどと抜ぬかしてきた。ちっ」

「なんか最初にゴールで見たときより、すごい頼たのもしくなっちゃってましたよね……」

　リリーが笑う。

「でもご主人様だって、もしヒデオ君が帰ってこなかったら、同じこと言うつもりだったくせに」

「当たり前ではないか」

　……。

　まあ……。まあ、それはそれとして。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げた貴瀬が、犬歯を見せて微笑ほほえんだ。

「だが……どうする？　報復に行くなら、いくらかうちの社員を貸してやるぞ。君は今や我が社において、それくらいの地位と名めい誉よが……」

「……」

　ああ、思い出した。そうだった。

　もう、うんざりなのだ。

「社長」

「なんだ、ヒデオ」

　ヒデオはウィル子が遊んでいたサイドテーブルを、そのまま貴瀬の方へ押して寄こした。

「……手切れ金です」

「な、なな、なあああっ!?　ますたー!?」

　なにも冗じよう談だんで言ってるつもりはなかった。犬歯を覗のぞかせ、貴瀬が笑う。

「ほう……どういうつもりだ？」

「もう、これ以上。あなたたちと組むメリットは……、ない」

　元はと言えば、それこそが聖魔グランプリに参加した最大の理由だった。借金の全額返済プラス、いかなる難なん癖くせをも撥はね除のけるだけの金。それがこの一億チケット。

　すると意外にも……そこに険悪な様子はなく。貴瀬はくつくつと喉のどを鳴らして笑っていた。リリーも腰こしに手をやったまま苦く笑しようしていた。

「まあ、いつかは言われるかなって思ってたんだけど……また予想外に早かったね」

「しかも破格だ。気前が良いではないか。噂うわさの未来視の魔ま眼がんに、そうした方が良いと映ったのか？」

（……）

　貴瀬が、あうあう言うウィル子の代わりに、ぽんと札束に手を突ついた。

「まあいいだろう、ここまでの覚かく悟ごだ。俺ももうケチなことは言うまい。好きにしろ」

「うふふ。さすがにヒデオ君くらいの相手になると、本気で怒おこらせたら後が怖こわそう……ってこともあるけどね」

　おかしそうに言うリリーの横で、貴瀬がその山から数束、ヒデオの膝ひざの上に放ほうって寄こす。

「まあその程度はもらっておけ。でないと、いつまたうちで借金をすることになるかも知れんぞ？」

「あとね、アルハザンの情報をくれたお礼。今まで支給したものは、全部ヒデオ君とウィル子ちゃんにあげるから。レースに使ったクルマも、修理したら届けさせてあげるね」

「……」

　アルハザン？　ああ、エリーゼの言ってたやつだ。その前は確か……そう、リュータに聞いたんだったか。

「……その。アルハザン、とは」

「ううん。そっちはヒデオ君たちには関係のない、つまんない話だから。あなたたちは気にしないで、これからも聖魔杯、楽しんでってね！　あと、たまには会社にも遊びに来てね！　ヒデオ君とウィル子ちゃんなら、アルバイトも歓かん迎げいしちゃう」

　去り際ぎわ、リリーが明るく手を振ふった。貴瀬も軽く微笑み。

「ではさらばだ、ヒデオ、ウィル子。一度は我が社に身を置いたのだ、これからも簡単に負けるなよ。我が社の看板に傷が付くのでな」

　そして、二人は病室を出て行った。終わりよければ、ではないが。何だかんだで……気のいい人たちだった、ということか。

　残されたのは、

「うああ……一億チケットが……」

　諦あきらめきれない様子のウィル子と。膝の上の札束五つ。その程度、と言いながら、よく見ればなんと五百万チケットである。さすが、社長クラスともなると気きっ風ぷが。

「っていうかその前のマスターの気前が良すぎるのですよ～ッ!!」

　チョップチョップ。

「……。まあ。でも、これで」

「はい？」

「やっと……二日目に、戻もどれた」

　魔殺商会に飼われるのではない。飼われていることを演じて、不要で不本意な悪事を働くのではない。そんなものの笠かさを着ず、ここからは本当の自分たちで勝負していく。

　本当なら、そうでなければならなかったはずなのだ。大多数の参加者たちが、そうであるように。止やむにやまれずではなく。

　だから、ここから再スタート。

「う～、ウィル子としては、社長のイケイケ加減が頼たのもしかったのですが……。それにしても……」

　物欲しそうな目で、五百万の札束を見るウィル子。

「……では。サーバーを」

「はい？」

「まあ、買えるものなら。君の欲しがっているサーバー機というのを、アパートに」

　ぱあっ、とウィル子の表情が輝かがやいた。

「買えます！　もちろん楽勝に買えるのですよーっ!!　実は商業区の電気街に、イイ感じのショップが……!!」




　こうして聖魔杯は一つの区切りを迎むかえた。最大の小大会、聖魔グランプリで敗退したペアは実に三百組を数え、残るは七百組弱。いよいよ全参加者の過半数が脱だつ落らくし、大会はこれより後半戦に突とつ入にゆうしていく。
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　聖せい魔まグランプリから五日もの歳月が流れた。

　ヒデオは今日も、一着数百チケットの安パジャマに身を包んだまま。当初はあやふやだったインターネットの歩き方も、かなり板に付いてきた。

　横目にした姿見の中にいるのは、これまでの無理に着き飾かざっていた敏びん腕わん借金取りではない。朝か昼かもわからぬ時間に起きて、しかし布ふ団とんを抜ぬけ出すことなく特に目的もなくゲームやネットサーフィンをする自分。そのために必要な最低限の食事カロリーを摂せつ取しゆする、ヒキコモリとしての素すのままの自分。

　ごろごろ。だらだら。

　何の目的もない○○ゲーを、何の目的もなく続ける。

　ごろごろごろ。だらだらだら。

（なんと、素す晴ばらし）

「ってこぉの若じやく年ねん性せい生しよう涯がい型がた出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐんがああああああああああっ!!」

　ブチギレたようなウィル子が珍めずらしく踵かかとから画面を抜け出した……かと思うと、踵はそのままヒデオの眉み間けん、これすなわち人体の急所にクリティカルヒットした。

「……っ、何を」

「じゃありません!!　何なのですかそのヒキコモリっぷりは!?　聖魔グランプリでのあのかっこよさはどこへ!?」

　と言われても、ヒデオの目の届く範はん囲いには転がってなかった。生まれてこの方、ゆとり教育以外に、これほどのゆとりを得たことがないヒデオである。

　退社の際に社長からもらったのが、五百万チケット。部屋の隅すみに小型冷蔵庫のごとく鎮ちん座ざする、ウィル子のサーバー機にしてもたかだか八十万チケット足らず。まだ四百万チケット以上、余っている。

　大会の方だって問題ない。聖魔グランプリで得た勝ち星は、完走者の上位による山分けだ。無論それは優勝したヒデオたちに最も多く割り振ふられ、九十三勝を得た。それまでの勝ち星と合わせれば、実に九十七勝。

　三位のリュータたちが五十何勝なので、ダントツの二位。何かの拍ひよう子しに一位独走のエリーゼたちが負けるようなことがあれば、エスカレーター式に自分たちが一位になるのだ。

　否いな、エリーゼと言わずリュータもリリーも、十位圏けん内ないにいる連中がそうしてみんな負けてしまえばいいのだ。つまり自分は、もうこの布団を抜け出すことなく、ゆとりを持って優勝できちゃうのだ。

　ははははは。

　あははははははははははははははははは。

「一体、何の心配が」

　そうしてまたゲームの続きに戻もどるヒデオ。

　ウィル子は、すーっと玄げん関かん近くのキッチンに消えていく。そしてまたすーっと……包丁を持って戻ってくる。

　しゃきーん☆

「死ねぇえええええええええええええええっ!!」

「っ……」

　さくうっ!!

　間かん髪はつヒデオが横に転がると、それまで頭のあった枕まくらに文化包丁が突つき刺ささる。

「な……、ウィル、子……。一体」

「この人間のクズめ！　いいえ、人間の形をしたゴミめ！　貴様など親はおろか人権派弁護士でも見放すのですよーっ!!」

　ざくっ！　ざくっ！　さくさくっ！

　ばたんがたんごとんどたん!!

　何気にこの都市に来て最もバトルらしいバトル（ただし防戦一方）を展開するヒデオ。ウィル子はズゴゴゴゴ、と視覚化できそうな殺意を身に纏まとい、奇くしくもかのエリーゼの如ごとく、すーっとにじり寄ってくる。
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「……お。落ち着っ……」

　お互たがいに、ぜえはあぜえはあ。

「ウィル子は今、マスターの真の恐おそろしさを垣かい間ま見た気がします！　悪い意味で敵は己おのれの中にあり！　ヒキコモリの解消法その一、外に出る！　その二、人に会う！　その三、声を出す！　せっかく立ち直りかけたマスターは、ここに来てその一すらおろそかになり始めているのです！」

「いや。しかし」

　外には出た。だからこの都市に来たのだ。人には会ってきた。借金の取り立てとかもしてたし。声だって勝負やそうした仕事に際して、まあ日常会話くらいはこなしてきたではないか。

（……。そう）

　ならば手は尽つくした。やるだけのことはやったのだ。あとは潔いさぎよく現実を受け止め、心の声に素す直なおに従い、ヒキコモリに戻るのが最も自分らしい、すなわち……。

「正しい、生き方……」

　さくぅっ!!

「わっ……。わか。りましたので……。しかし。僕に、どうしろと……」

「表出ろ。そのままの意味で」

　ウィル子がかつてない顔と声を露あらわにする。ヒデオは冷たい文化包丁を首筋に感じたまま、ギコバタと、出で来き損そこないのロボットみたく行進し、六畳じよう一間の楽園から追い立てられる。

「……それで。あの」

「にひひ。それではさっき言ったヒキコモリ解消法を、実じつ践せんしてもらうのですよー」

　なんか久しぶりに聞いた、にひひ。

「これからマスターには！　酒場のステージで歌ってもらいますッ!!」

「なっ……。それは、つまり」

　死ねとッ!?

「待って、もらいたい。君は。どうあっても、僕を殺す気か……と」

　包丁でさっくり→死。

　人前でハレ晴レユカイ→憤ふん死し。

「その大おお袈げ裟さな発想がヒキコモリだと言っているのです！　一いつ杯ぱい引っかけてちょっと歌ってくるくらい、普ふ通つう！　そうしたついでにみんなと仲良くなれば一石二鳥なのですよー！　マスターも、本心では生まれ変わりたいと思っているのでしょう!?」

「……、それは……」

　また電子ウイルスに説教された……。

　しかしウィル子の言い分は限りなく正しく、生まれ変わりたい思いもこれまた図星。

「ではさっさと行くのですよー」

「……。君、は」

「二は十た歳ちにもなって年下の電子ウイルスに甘えるなーっ!!　『リトルチップス』という、この都市で一番大きな酒場です。少ししたらウィル子も様子を見に行くのですよー。いいですかマスター？」

「……いや。しかし」

「もしもそのとき、店の誰だれもマスターの歌を聞いていなかったら！」

　本気だ。ウィル子は本気で怒おこっている。

　ヒデオは全身の関節をガクガク震ふるわせながら、息を吞のむ。

「その……、ときは……」

「センター前広場で単独コンサートを開いてもらいます。協賛・魔まつ殺さつ商会でっ!!」

「っ……」

　天地がひっくり返ったような衝しよう撃げきに、ヒデオは打ちのめされた。

　だめだ、そんなことをされては……。

　自分はともかく、あの人たちはやるッ！

　面おも白しろがって本当にやってしまうッ!!

「あっ……。悪魔、か……。君はっ……」

「にひひ。にほほほほっ。にほはははははっ」

　ウィル子が笑っていた。金きん髪ぱつ縦ロールが似合いそうなくらい高飛車の勢いで笑っていた。

「嗚あ呼あ、マスター……。哀れな私のご主人様マイ・マスター？　忘れてしまったのですか？　ウィル子はこう見えても、超ちよう愉ゆ快かい型にして極ごく悪あくなのです。その本質はむしろ魔殺商会寄りなのですよー」

　あそこの社長の笑え顔がおがダブって見えるほど、凶きよう悪あくな笑顔。そういえば、妙みようにあの社長になついてたし。

「わかったらサクッと歌ってくるのです。自分自身のためにも！」

　バタン！

　と部屋のドアは閉められて。内側からロックされて。一人通路に取り残されたヒデオは、途と方ほうに暮れるのだった。
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　ヒデオは苦く悶もんと葛かつ藤とうを、無表情という仮面の下に隠かくしつつ。あてどなくさまようように、夜の街を歩いていた。

「……」

　もちろん自分だって、できればこんな自分とはおさらばしたかった。生まれ変わりたいのだ。でもそれができないんだから、仕方ないじゃないか。

（……。否いな……）

　冷たい夜風に吹ふかれ、思い至る。

　結局はその「仕方ない」という言い訳。「無理」だと投げ出す心。それが平気で浮うかぶことこそ、負け犬の証明なのだ……と。ああ、ハニ悪との戦いで一度は気付いたはずなのに。

　それに何度気付いても、やはりただ気付くだけ。生まれ変われるわけではないのだ。

　そしてふと顔を上げると、いつしか、件くだんの酒場に辿たどり着いていた。

（酒……か）

　それもいい。酒を飲んだあの夜のことは、何もかも忘れてしまっていた。ならばこの嫌いやな思いも、飲んでしまえば全すべて忘れられるかもしれない。ついでに歌うくらいのちょっとした度胸なら、付くかもしれない……。

　ヒデオは、フラフラと酒場の中に入った。

「～♪　～～～♪」

　心に染しみるような異国の歌声は、ステージの上からだった。まさに歌うた姫ひめとも言うべき、声同様に見み目め麗うるわしい女性が、切ないメロディを歌い上げている。

　名のある歌い手なのだろうか。参加者、運営側の職員、魔殺商会社員の覆ふく面めんやメイド、エリーゼ興業の労働者。誰も彼もが、ステージの方へ向いて歌声に耳を傾かたむけて、新たにやってきたヒデオの姿には、誰一人として気付いていない。

　ヒデオもまた、そんな歌に傷心を癒いやされながら、カウンターの隅すみに腰こし掛かけた。

「……光栄だね、チャンプがうちの店に来てくれるとは」

　渋しぶみの深い声。スペイン髭ひげした、色黒のバーテンがやってきた。そして小さなグラスに、透とう明めいの濃こい液体をなみなみと注ついでよこす。

「……。これは」

「震えたぜ、聖魔グランプリ。こいつはチャンプへの、俺からのおごりだ」

　ヒデオはウインクするバーテンに頷うなずくと、それを一口に飲み干した。

「……」

　目の覚めるような、強い酒だった。

　だが、うまかった。

　このアルコールの苦味と辛からみ。口の端はしから胃の腑ふまで、じりじりと焼け付くような感じが、不ふ甲が斐いない自分を責めてくれているようで心ここ地ちよかったのだ。

「さすがチャンプ、若いのにいい飲みっぷりだぜ。もう一いつ杯ぱいどうだい」

「……」

　バーテンは見た目どおりなラテンのノリで、二杯目を注ぐ。今度はなぜか、ライムと盛り塩も一いつ緒しよに出てきた。ツマミにしては奇き妙みようだったが、ツマミ以外に思い当たらない。塩を舐なめ、ライムをかじってまた一口。

（……。うまい）

　そこでようやく、気付いた客が一人。

「あのぉ……ヒデオさん、ですよね？」

　グラス片手に隣となりのスツールにかけたのは、受付でお世話になったラティだった。仕事帰りなのか、制服姿のまま。

「どうしたんですか？　そんな格好で」

　パジャマ。しかもよく考えてみたら、勢いのまま飛び出してきた裸足はだしである。

「……まぁ。いろいろと」

　死にたくなりながら、呟つぶやき、そして俯うつむく。

「その様子だと、何か悩なやみ事でも？　私でよかったら相談に乗りますよ」

　この都市で様々な人たちに会ってきたが、唯ゆい一いつマトモなのはこのラティだけだった。あとは全て、ウィル子いわくイロモノである。

　世の中、話して楽になることもあるらしい。この人は受付でもよくしてくれたし、ちょっと話してみることにした。
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　しかし。自分が実はヒキコモリでした、なんて正直に言えるはずもない。適当に、最近はまっていたゲームについてぼそぼそと。

「はぁ、なるほど。ＬエルＳエスＤデイーですか……私は好きな作品ですけど」

「……」

　ラティから返って来たのは、意外な反応だった。彼女もゲームをするらしい。案外大人しそうな人なので、アウトドアやスポーツなんかよりは似合ってそうな気もした。

「既き存そんのゲームの概がい念ねんに囚とらわれない……つまりゲームとして成り立っていないから、ゲームとしてはまさに○○ゲーですけど。32ビットの時代に蘇よみがえったマインドウォーカー。プレイステーション媒ばい体たいを用いた現代アートと考えた場合、もっと高い評価を与あたえられるべきだと思いますよ」

　楽しそうにラティが話す。

「だったら芸術の感じ方なんて人それぞれです。ヒデオさんの感性が一方的に間ま違ちがってるとは思えません」

「……そう、ですか」

　なるほど、これがマニアの心なのだろう。それが他者の理解を得がたいものであればあるほど……あたかも秘密を共有するが如ごとく、その悦よろこびは増すものだ。

　人との交流。ヒキコモリの自分にまず第一に足りないのは、この気持ちなのだろう。

「あと、そうですね……かまいたちの夜２の、黄金こがね虫むしシナリオ。あれなんか私、クリティカルヒットです。いわゆるホラーとかって苦手なんですけど、ああいう不条理で意味不明な表現から来るおぞましさって私大好きなんですよ。最近だとインターネットで見つけた、ゆめにっきっていうゲームが楽しかったですけど」

（……）

「そうですかぁ、ヒデオさんってゲームもやるんですね。ちょっと親近感が涌わきました」

　そうか。傍はたから見れば、自分は魔ま眼がんの持ち主で、得体の知れない優勝候補で、あげくエリーゼ興業に殴なぐり込みをかけた魔殺商会の凄すご腕うで借金取り。そう映るのか。

「私も一応魔人なんですけど、日本のサブカルって大好きで。ヒデオさんは、デンドロビウムは……」

　ヒデオは一も二もなく頷うなずいた。

「もちろん、好きです」

　しかしラティは直後、悲しそうな顔で手元のグラスを見み詰つめる。

「でも鈴すず蘭らん様はデンドロビウムどころか、サイサリスもゼフィランセスもだめだって……偉えらい人には、それがわからないんですね」

「悲しいですが。そういう、ものです……」

　ヒデオは空いたラティのグラスに、とくとくとボトルを傾かたむけた。

「ドクターにヴェスバーとミノフスキードライブを積んでってお願いしたんですよ私。それなのに何ですか超ちよう電磁鈴蘭って……」

「鈴蘭……」

「あれ、ヒデオさん知りませんか？　魔殺商会の……」

「……いえ」

　リリーのことだ。彼女に近しい人物は、みんな彼女を鈴蘭と呼んでいる。

　ということは、このラティもあの会社の社員？　いやしかし、彼女は運営側の人間だし。だとしたら、ラティも何か弱みを握にぎられてそんなことを……？

　そのとき、わぁっ、とステージの方で歓かん声せいが上がった。入ったときはプロが歌っている様子だったが、いつの間にかカラオケ大会みたくなっているらしい。

　まるでそんな喧けん騒そうを計ったかのように、ラティが声を潜ひそめる。バーテンを含ふくめ、誰だれの目もこちらを向いていない時に。

「ヒデオさん、少し真ま面じ目めな話なんですけど……その鈴蘭様から、この大会について何か聞きましたか？」

　心当たりは……いや？　逆にちょっとカマをかけてみようか。

「アルハザン……ですか」

「あ、やっぱり。ヒデオさんほどの人なら、あるいは声をかけられたかと」

　リュータ、エリーゼ、リリー、そして今度はこのラティだ。何の脈みやく絡らくもなさそうな人たちが、一様に口にする。一体何なのだろう？

「でも、僕は。詳くわしくは」

「そうですか……じゃあ、これは私からの忠告なんですけど」

　ヒデオは無言で頷いた。

「エリーゼ社長もそうだったようですが……あの組織はこの大会の有能な参加者たちに、積極的に接せつ触しよくを試みているようなんです。もちろん優勝候補のヒデオさんも、例外なく」

「……しかし」

　そんな怪あやしげな連中に出会ったことは、まだ一度もない。

「今まではなくても、いずれ……何らかの形で接触があると思います。ヒデオさんは開会直後に魔殺商会に入ったから、接触する機会がなかったというだけで」

　アルハザンという組織と、あの会社と。どうやら敵対しているようだ。

　鈴蘭も……エリーゼにでも聞いたのだろうか。情報を得られたと、喜んでいる様子だった。リュータも、アルハザンに心当たりはないかといっていた。ならばよほど正体が判然としない、しっぽを摑つかませないような、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの組織なのか。

「鈴蘭様が、狙ねらわれるかも知れないヒデオさんをあえて自由にしたのは……あなたならば、アルハザンの接触があっても、与くみすることも、屈くつすることもないだろうと、そう買ったからなんです」

　それはヒデオにしてみれば、少なからずショッキングな話だった。早い話が、エサとして泳がされているのだと。

　あれだけの苦く闘とうの果てに得た、グランプリの優勝。完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき付けたはずの、一億チケットの辞職願が……わざと受け入れてもらったものだったと？　そこには自分の意思もウィル子の意思も関係なかったと？

　ヒデオはグラスを、浴びるように大きく傾ける。

「……すみません。でも、知っておいて欲しくて……鈴蘭様たちは、なんというか……かなり自分本位な方たちで。私はただ一言、気を付けてくださいって、言いたかっただけなんですけど」

「……。いえ」

　ありがたい。ラティの心こころ遣づかいは素す直なおに有り難かった。ただ……結局はその程度である自分。利用されていることも知らずに、舞まい上がっていた自分が。虚むなしい。

　どれだけ頑がん張ばっても、結局はそれだけのことなのか……と。

（……だから）

　だから、ヒキコモリがいくら頑張ったって無意味なんじゃないかと……また、悪い方へと想おもいが傾く。

「未来視はこれまで、神しん殿でん協会の予言者しか持ち得なかった、唯ゆい一いつ無二の絶大な能力です。それは誰よりも、持ち主のヒデオさんが一番わかっていると思いますけど……」

　しかし……そもそも、魔眼なんて誰が言い始めたんだっけ？

（……。ああ）

　ようやく思い出した。なんで今まで思い出せなかったのだろう。大会初日、最後の勝負相手。吸きゆう血けつ鬼きのヴェロッキアが言ったんだ。そしたらあっという間にその噂うわさが広まって。

「だからこそ彼らもより巧こう妙みように、慎しん重ちように接触してくるはずです。ですから、気を付けてくださいね。もし何か異変に気付いたら……私でも、鈴蘭様たちでも構いません。すぐに知らせてください」

「そう、ですか」

　ヒデオはツマミのライムをかじり、グラスの酒を飲み干した。

「最近ヒデオさんが外出を控ひかえていたのも、ひょっとしたら何かあったんじゃないかって……心配してたんですよ。今日も、それで声をかけさせてもらったんです。でも、何でもなかったんですね。よかった……」

　優やさしい人だ。

　ならばせめて、そう思ってくれている人のためにも、頑張らなくてはいけないのでは。

（そう、か……）

　自分一人のことと決めつけて、どうのこうのと悩なやんでいるから「仕方ない」なんてところに行き着いてしまう。

　ならば誰かと会話して、ほんのちょっとでも意思を疎そ通つうする。そこから生まれた頑張ろうの気持ちは、自分一人で決めたそれより、ずっと強く思える。だからこそ外に出て、人と会って、話すことが重要なのではないか。

「おっとチャンプ、もう空じゃないか。次は何を飲む？」

「……では。同じ、ものを」

　ヒュウ、と口笛をいなすバーテンダー。

「さすがチャンプだ、嬉うれしいね。ああ、男なら黙だまってコイツさ」

　一いつ杯ぱい目とは違ちがった穏おだやかな気分で、ヒデオは注つがれ行く液体を眺ながめるのだった。
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　さてウィル子、当初は激げき怒どしていたものの、うきうきと指定の酒場にやってきた。ゴミクズ人間からの脱だつ却きやくを願っているのは、本心なのである。ここで真人間に生まれ変わっていればそれでよし。

　でなければ、リリーと貴瀬に頼たのんでプラン通りの荒あら療りよう治じしかあるまい。自分から立ち直ろうと思わない奴やつは、結局どうしたってダメなのだ。だったら悪あく魔まと呼ばれるほどの人道外れた精神崩ほう壊かいギリギリのショック療法しかないではないか。

　それだったらとりあえず笑えるし。

「にはは」

　果たしてヒキコモリは独力で脱だつヒキコを果たすのか!?　それとも哀あわれ悪党どもの食い物、笑い物にされてしまうのか!?

　入った店の名前は『リトルチップス』。どうやらステージの方でイベントをやっているらしく、店内は大いに盛り上がっていた。

「ま……、まさかマスターが!?」

　とも思ったが、そうではなかった。

　バラードを弾ひき語りした見知らぬ女が、ステージを降りる。盛り上がってはいるが、彼女に対する拍はく手しゆはややまばら。

《ちょっと及およびませんでしたかニャ？　またの挑ちよう戦せんをお待ちしておりますニャ》

　ジャッジの腕わん章しようをした、制服姿の大家さんが舞ぶ台たい横でニコニコ、耳をピコピコ。

《それでは次の挑戦者ですニャ。吟ぎん遊ゆう詩人のピート・ブランカムさんですニャ》

　そして竪たて琴ごと片手に、今度は古風な装しよう束ぞくの男が壮そう大だいな叙じよ事じ詩しを歌い始める。おおお、とどよめく店内。

「……おや、ウィル子ちゃんじゃないか」

「あー、全身タイツのお一人」

　昔の同どう僚りようにバッタリ出くわした。といっても全身タイツは、みんな同じ模様のマスクなので誰だれが誰やらなのだが。

「これは一体？」

「歌での勝負だよ。ここにいる全員で、どっちがよかったかを決めてるんだけどね」

　なんとまあ。

「この酒場にはレミーナっていうすごい歌手がいてねぇ。ときどきのど自じ慢まんの連中が、ああして挑戦しに来るんだけど……」

　全身タイツがステージを振ふり返る。吟遊詩人というだけあり、聞いた分には下手なオペラ歌手よりも声量、技量、秀ひいでている風である。しかし実際の評価はというと……さっきの弾き語りほどではないが、万ばん雷らいの拍手というほどでもない。

《残念、ピートさんも敗退ですニャ。後でセンターでの手続きを、よろしくお願いしますニャ》

「……どれだけなのですか、その歌うた姫ひめの歌というのは……」

「しっ。次が彼女の番だ。まぁ聞いてみな」

　やがて聞こえてきたのは、あたかもハープのように透すき通る歌声。ステージに立った、色の薄うすいローブを身にまとう女が一人。あれほど騒さわがしかった店内が、一音一音を聞き逃のがすまいとするかのよう。

　伴ばん奏そうもないのに、それ自体が深みのあるオーケストラの如ごとく響ひびき渡わたる。いや、それに触しよく発はつされたように、負けたはずの先のギター弾き、吟遊詩人が陶とう然ぜんと、即そつ興きようで奏かなで合わせてしまうほど。敵さえも魅み了りようしてしまう歌声。

「はあぁ……なるほど……」

　ネットの海で、電波ソングからオペレッタまで、あらかたの歌を聞きかじってきたウィル子でも、これほどの歌声はちょっと知らなかった。

「ああ、癒いやされるなぁ……。なんでも彼女、セイレーンらしいんだよ」

「は？　セイレーンって……歌で船乗り誘さそって、沈ちん没ぼつさせるとかいう？」

　ウィル子の問いに、全身タイツは首しゆ肯こう。

「どうだい、優勝候補のウィル子ちゃんも挑戦してみたら。盛り上がると思うよ？」

「いや。そんなの勝てるわけが……」

　ふっふっふっふっふ。

「……なんなのですかー、このイロモノ全開な笑い声は」

「いや、失礼。うちのレミーナに興きよう味み津しん々しんだったようなので、つい……」

　見るとそこには、いかにも業界人っぽい小こ洒落じやれた男が立っていた。サラサラヘアーに色の薄いサングラス、今どきカーディガン代わりにセーターを肩かたに掛かけている。袖そでを胸の前に結ぶアレである。

「ああ、申し遅おくれました。僕は彼女のプロデューサーをしている、アイマス＠田た岡おかという者です。どうぞよろしく」

「アイマスですかッ!?」

　これがヒデオだったら容よう赦しやなくツッコんでいるところだが、相手は初対面なのでそこは抑おさえるウィル子。

「なんか、いよいよ本格的電波系イロモノの登場ですが……」

「あなたが噂うわさに名高い優勝候補、ウィル子さんですね？」

　値ね踏ぶみするように、サングラスを持ち上げる田岡。

「どうです、そちらの彼の言うとおり……うちのレミーナに挑戦してみませんか？」

「う……そんなこと言っても、歌でなんて勝てるわけがないのですよー。ほんとのアイ＠マスならともかく」

　電子戦なら圧勝だ。だが同じように、歌ならばレミーナという彼女の圧勝に決まっている。

　そうこうする内に彼女の歌が終わり、クラシック演奏会のような、暖かで盛せい大だいな拍手が湧わき起こった。感かん涙るいする者も多い。昨日の敵は今日の友とでも言うのか、レミーナはギター弾き、吟遊詩人とも握あく手しゆを交わしたりして讃たたえ合っている。

《ということで、またもレミーナさんの勝利でしたニャ。まだまだ挑戦者をお待ちしておりますニャ？　誰かいませんかニャ》

　そこで一いつ旦たんの幕まく間あいなのか、レミーナが壇だん上じようから降り、こちらへやってきた。

　セイレーンは伝説上の存在なので、はっきりとした年ねん齢れいは知れないが……見たところのレミーナは三十の手前くらいか。楚そ々そとして控ひかえめ、ワンレングスの美しいブロンドもあいまって、あたかも神話に出てくる女め神がみのよう。

「プロデューサー。いかがでしたでしょうか、わたくしの今の歌は……」

「甘ったれるんじゃない！」

　ぱしん！

　と、田岡がいきなりレミーナの頰ほおを叩たたく……フリをした。寸前で自分の左手を叩く、彼の服装が流行だったトレンディーな時代に。コントで流は行やったアレである。

「あの程度のことで、本当に世界を取れると思っているのか!?」

「す、すみませんプロデューサー……でもわたくし、精せい一いつ杯ぱい……」

　ぱしーんぱしーん、と右左。レミーナの顔の直前で、自分の手を叩く田岡。レミーナは小さな悲鳴を上げて、その場に倒たおれこんだ。

「口答えなど聞きたくはない。忘れたのか、二人で誓ちかい合ったあの夢を！　パイタッ……もとい、世界一の歌姫」

　ごっ。

　鈍にぶい音を立てて、田岡の眉み間けんにウィル子のゲンコツが入る。

「ぐぅお……な、なぜ……!?」

「アイマスはもっとハートフルなゲームです」

　でもってそのレミーナは横座りのまま、しくしく泣きながら。

「世界が君の歌を待っている、という口車に乗せられて、この方について来たのはいいのですけど……」

　口車の時点でよくない気が。

「なぜかことあるごとに、わたくしの胸に触さわろうとするのです……」

　ウィル子はもう二発ほど、田岡の眉間にゲンコツの硬かたい部分をぶち当てた。

「だったら、さっさと離はなれてしまえばいいではないですか……」

「それが、わたくしたちセイレーンは……陸おかに上がると、てんで方向音おん痴ちに。帰りたくても一人では帰れないのです」

「それはまた難なん儀ぎな設定というか……」

「ああ、あの青い地中海に帰りたい……」

　しくしく。

「そしてスエズから来る、あの大型石油タンカーを沈しずめたい……」

　……。

「田岡、ある意味グッジョブですが」

「そうでしょう？　わかりましたか？　そうなんですよ……文句があるなら、歌で勝負してもらいましょうか？」

　踊おどりで勝負よ、とか言われた方がまだ楽だったか。

「レミーナが負ければ、僕の教育方針が間ま違ちがっていた事を認め、手を引きますよ……いかがです？」

　しかしレミーナはめそめそと、気弱そうに首を振ふる。

「あの、別にいいんですよ……。わたくし、こうしてみなさんに歌を聞いてもらうことも意外と好きですし……胸といっても、全すべて未み遂すいで終わらせてますし」

「ううぅ……なるほど」

　彼女の実力を知ってもなお、参加者たちが歌で挑いどまなければならない理由。

　大人しく薄はつ幸こうなレミーナと、あくまでも強気でどこかムカツク田岡。この対比を見れば、誰だって口を挟はさまずにはいられない。彼女を解放してやりたいと思うのが人情なのだ。

　そして気付けば、期待の眼まな差ざし。酒場中から集まる希望の視線。

「おお、あなたこそはかの名高き優勝候補、ウィル子殿どのではありませんか！　あなたのお力でなんとかなりますまいか!?」

　長い髭ひげをしたさっきの吟ぎん遊ゆう詩人が、懇こん願がんしてくる。ついで最初の、ギターを弾ひいてた女も憤ふん慨がいして。

「レミーナの歌は、こんなインチキペテン師なんかいなくたって充じゆう分ぶん世界に通用するわ！　お願い、彼女を助けてあげて……！」

　やいのやいのと。

　なんか困った流れになってきた。

「……あの。だったらつまり、レミーナが手を抜ぬけばいいのでは？」

「そうしたいのは山々なのですけど……歌い始めると、本能的に没ぼつ頭とうしてしまうのがセイレーンなのです……」

　また厄やつ介かいな設定が。

　それでなくともセイレーンという無敗の歌うた姫ひめに、優勝候補が挑むという好カード。これで盛り上がらないわけがない。既すでに逃にげ出せる雰ふん囲い気きではなかった。

「ううぅうぅ……!?」

　こうなったら手近な所から、プロの歌手のサンプリングを引っ張ってきて……？

　だが聖魔グランプリの時にはっきりとわかったが、人の真ま似ねというのは存外にうまく行かない。しかも今回はクルマを操あやつるのではなく、自分自身なのだ。歌自体は真似られても、それは自分の声ではなくなるだろう。

「ふっふっふっふっふ。失礼失礼、僕としたことが、少々酷こくを言ってしまったようで。ええ、無理にとは言いません……」

　くいっ、とサングラスを押し上げる田岡。

「ウィル子さんのロリボイスではパイタッ……もとい、世界を狙ねらう僕たちの夢を阻そ止しすることは、到とう底てい不可能でしょうからね」

「じっ……上等なのですよー！　そこまで言うなら……!!」

「待った」

　静かな声が、酒場の片かた隅すみからかけられた。

　ウィル子が見ると、そこには非常によく見覚えのある、パジャマ姿の青年が一人。隣となりでおどおどしているのは、久しぶりのラティだった。

「ちょっと、ヒデオさん……？　大だい丈じよう夫ぶなんですか……？　足あし下もとが……」

「大丈夫。意識は、はっきりしています」

　フラフラ。スツールから降りた足あし腰こしは、いつぞやのようにまるでおぼついていない。

「ま……マスター!?」

「君には少し、迷めい惑わくをかけてしまったが……。僕はもう、大丈夫」

　やっぱり。やっぱりやっぱり、この男はすごいのだ！

　ウィル子は知っている。それこそがパートナーとして最も信しん頼らいすべき、戦士の眼光であることを。

　ヒデオはその双そう眸ぼうで真っ直すぐに田岡を見み据すえたまま、彼の前までやってくる。

「な……なるほど。噂うわさの優勝候補、確かに今までの挑ちよう戦せん者しやとは迫はく力りよくが違います……！」

「話は、聞いていた。その勝負、僕が乗る」

　この目、この声、魔殺商会を向こうに回し、数多あまた難敵を打ち破ってきた男のそれ。アパートではちょっと言い過ぎた気もしたけれど、やはり彼は窮きゆう地ちに陥おちいってこそ、その本領を発揮する！

《これは来ましたニャ！　ヒデオ・ウィル子ペアと田岡・レミーナペアの勝負ですニャ！》

　そして割れんばかりの大だい歓かん声せいが巻き起こる。

「ふっふっふっふっふ！　かかりましたね川村ヒデオ。他ほかではどうだかわかりませんが……歌で勝負する以上、あなた方に勝ち目はありません！」

「そんなこと。やってみなければ、わからない」

　にらみ合う両者。

「さすがマスターですッ!!」

「任せろ、ウィル子。僕を誰だと思っている」

　そしてヒデオは、マントを翻ひるがえすかの如ごとく群衆へ向けて手を振りかざした。

「このパジャマ神に挑むとは、愚おろかな人の子め。全すべてのパイは我が手にこそ相応ふさわしいという大＠宇宙の法則を忘れたか」

「「「……。」」」




　ズゴゴオオオオオオオオオオッ……!!




　窓も開いていない店内に、一いち陣じんの嵐あらしが吹ふきすさんだ。
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　　　　④




　神、再臨。

「って、どんだけ飲んだのですかマスタァアアアアアアアア!?」

「……やぁ、電子の神。僕は今日からパジャマ神になっ」

「いいから師ね！　氏ね！　市ね！　死ねっ！」

　ごがっ！　ごっ！　ごっ！　ごっ！

「ウィル子。君は……実は、ツンデ」

「お前マジいっぺんｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐッ!?」

　興奮のあまり、言語中ちゆう枢すうみたいな部分を炸さく裂れつさせるウィル子。

「う、うわぁ……やっぱりヒデオさん、なんか様子がおかしいと思ったら……」

「ラティさんあなたですか!?　マスターの頭をどこまで吹っ飛ばしたのですかああああああっ!?」

　キシャアアアアアアッ!!

「ひぃい!?　ごめんなさいごめんなさい！　知らなかったんです知らなかったんです気が付いたらテキーラのボトルが空になってたんですよぅ……！」

「てっ……テキーラ!?」

　アルコール度数四○～五○パーセントはある、しかも割らずにストレートで飲むのが常道という、とっても男らしい酒である。初日の宴えん会かい、ヒデオの思考を吹っ飛ばした駆かけ付け三杯ばい分のアルコールが、そのたった一杯に凝ぎよう縮しゆくされているといっても過言ではない。

「うああ、どーするのですか!?　もう勝負に乗ってしまったのですよー！　こんな状態でどーやってレミーナに勝てと!?　どーやってそんな奇き跡せきを起こせと!!」

「僕も。パジャマ神の、成りたて。奇跡の一つも起こせずして、何が神かと」

　がごすがごすがごすがごす!!

　全ぜん弾だん眉み間けんにクリーンヒットされると、さすがに痛くなってくる♪

《えー、ヒデオさんの頭がだいぶ愉ゆ快かいになってますニャ♪　勝負不能なら不戦敗になりますニャハ♪》

　大家さんまで乗ってきた♪

「やっほぅ」

　ぼごふっ!!

「何とかします！　何とかするのでちょっと時間を！　せめて後こう攻こうで！　そこのところはどーなのですかアイマス＠グッジョブ田岡氏ッ!!」

「はっ!?」

　ヒデオの奇き態たいに呆あつ気けにとられていた田岡が、ようやく我に返る。いや、何も彼に限ったことではなかったが。

「えっ……、ええ。もちろんそれは敵かないません……いや失礼もとい、かまいませんとも」

　ものすごいものを見ると、人間混乱するものである。

「それにうちのレミーナにも、少し休きゆう憩けいが欲しいところです……では三十分後に勝負、ということならいかがでしょうか？」

「さすがグッジョブ田岡!!　敵ながら感謝するのですよー!!」

「あ、いえ、私の名前はアイマ……」

　ともかくウィル子はヒデオを引っ摑つかむと、控ひかえ室にヒデオを放ほうり込んだのだった。




　　　　◆




　勝負事でなくとも、酒場ではピアノの弾ひき語りやダンサー、マジシャンなんかもステージに上がる。そうした芸人のための楽屋である。

「よく考えたら大会役員の不ふ祥しよう事じですッ！　ラティの権限で勝負を取り消すのですよー！」

「えぇえ!?　そんなのダメですよぅ！　私は一いつ緒しよにいただけで、勝手にぱかすか飲んでたのはヒデオさんなんですから！　元よりそんな権限もないですから！」

　不毛な言い争い。そして狼ろう狽ばい。

「しかし。歌えと言ったのは、ウィル子であり……」

「勝負に乗れとまで言ってませんがっ!?」

「神も、スターも、似たようなもの……歌も歌えずして、何が神」

「どこからその自信が来るのですかっ!?　以前のように岡丸の力を借りるわけにはいかないのですよー！　実は岡丸は歌が上手！　こっそりマスターが隠かくし持って口パク！　そんな都合のいいこと、起こりはしません!!」

　と言って楽屋の出口を振ふり返るウィル子。

　…………。

　……当然、見計らったかのように美奈子はやってこなかった。

「……こっ、こんな下らないことでウィル子たちは敗退してしまうのですかぁ～……。しかもあの、グッジョブ＠田岡を相手に……」

「数すう奇きな運命ですよね……私もまさか、ヒデオさんたちの最さい期ごを見届」

　キシャアアアアアッ!!

「ひぃいっ!?　ごめんなさいごめんなさいっ！　かじらないでくださいよぅ!?」

「はぁ……とりあえずマスターが歌う気満々のようなので、それだけが不幸中の幸い……。不戦敗は免まぬかれるとしても」

　問題はどうやって勝つか……。

　どうやって？

（……）

　あれ、とヒデオは思った。

「……？　どうしたのですか、ますたー。顔色が悪いのですけど……」

「……」

　どうやって勝つかなんて、問題ではなかったはずなのに。あれ？　じゃあ自分は今、何を問題に思ったのだろう？

　……。

（そ……。そう、か……）

「って、以前のようにぶっ倒たおれてもらっては困るのですが!?」

「否いな。そうでは、なく」

　具合が悪いわけではない。むしろ好調の部類だろう。

「大変なことに、気付いてしまった」

「な……何なのですか？」

「……僕は。神では、なかっ」

「それは気付いたではなく酔よいが覚めたと言うのですよ～～～～～～～っ!!」

　しかも最悪なことには、以前のように記き憶おくが吹ふっ飛んでいないのだ。

　ラティの話も、その最中にヴェロッキアを思い出したことも、田岡との勝負に乗ったことも、これから始まることも……あまつさえ、あれほどの観衆の中で自分がパジャマ神であると白状したことも、全すべて。

（……。）

　ごめんなさい、世界。

「……死んで、お詫わびを」

「するなああああああああああっ!!」

　滂ぼう沱だの冷や汗あせでガタガタ震ふるえるヒデオに、グーパンチ。

「でっ、ではっ……償つぐないを」

「そこではなくッ！　死ぬ方をやめろとッ!!　あぁ～～～～～～ッ、もうほんとの振り出しにまで戻もどってどーするのですかぁあああああああああッ!?」

　しょんぼり。

「さ、最悪なのです……最悪の事態に陥おちいってしまったのですよー……」

　そのやりとりを見ていたラティが、おずおずと切り出してきた。

「あのぉ。ヒデオさん、まだ酔いが……？」

「え？　あ、あぁ、えっと、そうなのですよー。酔うとやたら意味不明の怠なまけ者のヒキコモリに……」

　ラティは参加者ではなく役員なので、正体がばれても不利ではないだろう。でもあれだけ心配した相手が、魔ま眼がんでも何でもない、ただのヒキコモリだなんて知ったら……。

　そわそわとヒデオが時計を見ると、勝負開始まであと十五分しかなかった。まるで、残り十五分が余命であるかのような錯さつ覚かく。

　中毒ではなく、震えが収まらない。

「……ヒデオさん、何か温かい物でも貰もらってきましょうか？　そうすれば少しは落ち着きますよ、きっと」

　ニコリと笑ってラティが出て行く。楽屋に二人残されて。

「正直、思うのですが……マスターはこれとは比べものにならない修しゆ羅ら場ばを、何度もくぐってきています。何を恐おそれるのですか……」

　でも今までとはあからさまに勝負の質が違ちがう。痛いこととイタイことだったら……。

（……。否……）

　……そうだ。痛い方が、辛つらい。ここに来たばかりの自分ならわからないが、今は知っている。傷付くことの辛さ。争うことの悲しさ。聖魔グランプリで嫌いやと言うほど味わって……それが嫌で、また引きこもってしまったのだ。

　だが、ウィル子の言うとおりでもあった。今回は違う。歌。少なくとも、痛みや恐きよう怖ふとは無む縁えんの勝負。あの雨中強行軍に比べたら。

「……なにか、思い付いたのですか？」

「いや。残念、ながら」

「でも……少し戻ってきた感じがするのですよー」

　ウィル子が、少し嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「さっきセンターにアクセスして調べたのですが、レミーナの歌声にはセイレーンの伝説通り、特とく殊しゆな魔力が込こめられているようです」

「セイレーン……、か」

「幸いグッジョブのおかげで、実際にはタンカーを沈しずめるほどヤバイ歌ではなく、悲しい歌ばっかり歌っているらしいのですが……」

　確かに、レミーナの歌を聞きながら泣いている人は大勢いた。自分もこの酒場に入ってきたときは、それが心象にとても合っていた。

「純じゆん粋すいな歌唱力ももちろんですが、聴ちよう衆しゆうはそれプラス魔力で感化され、彼女に投票してしまう……ということみたいです。サクラを用意した挑ちよう戦せん者しやでさえ、負けたらしいのです」

　田岡の比類なき自信は、その仕組みを知っているからか。だがレミーナ自身は……そんな悲しみの歌しか歌えないことを、どう思っているのだろう。そう考えれば、意図してそんなサブリミナル的能力を使っているとも思えなかった。

　つまり純粋に歌った結果、聴衆が感化される……付け入る隙すきがあるとすればその一点。

「ますたー？」

　ヒデオは断だん片ぺん的な、まとまりのないパズルのピースを、頭の端はし々ばしに浮うかべながら。

「……歌って、みよう」

「えっ……歌えるのですか？　というか、ますたーって歌ったことが!?」

　人をなんだと思っているのか。こんな得体の知れない世界ではなく、ちゃんと表側の社会で義務教育を終えている。音楽の時間とか、校歌とか、歌う機会はいくらでもあった。

「お待たせしました。ちょっとでも喉のどにいい方がと思って、ホットレモンを作ってもらいました」

　トレイに湯気の立つグラスを三つ。ラティが戻ってくる。

「レミーナさんたち、もうステージ横で準備してますけど……お二人は、もう何を歌うか決めました？」

「あうう、それが……」

　ラティの顔を見て、彼女との会話を思い出す。それを引き金として、思考の断片は、ヒデオの中で一つにまとまる。

「勝ちを見み据すえられるほどの、ものでは。ないけれど」

　ヒデオはウィル子に告げる。曲名は少し忘れたが、それがかかっていた場面を告げる。

「「えぇええええええええええええっ!?」」

　……ものすごい勢いで、二人に驚おどろかれた。

「まっ……ままままますたー、あれを歌えるのですかっ!?」

「す、すごいです！　すごすぎますヒデオさん！　私、惚ほれちゃいそうですっ!!」

　……。

　ヒデオはホットレモンを一口。

　自然と言葉が浮かんできた。

『Ｉ　ｇｏｔｔａ　ｂｅｌｉｅｖｅ』

　どうしてこんなにも大好きだった言葉を、自分は忘れてしまっていたのか。

　もう、迷いはなくなっていた。




　　　　⑤




　歌い終えたレミーナが、聴衆に向けて楚そ々そとお辞じ儀ぎする。

《ありがとうございましたニャ。相変わらず素す敵てきな歌でしたニャ》

　鳴りやまない拍はく手しゆ。拍手。拍手。讃たたえる声。ハラハラと涙なみだを流す聴衆たち。

　この時点では、完全に流れはレミーナのものである。だからこそ、後こう攻こうを取れたのは不幸中の幸いであった。最後にこの空気を作られたのでは、誰だれだってレミーナの歌を選んでしまうだろうから。

　そうしてヒデオはステージから降りてきたレミーナと、すれ違う。

「すみません……やはりわたくし、加減ができないようです……」

「いえ。お気に、なさらずに」

　自分が聴衆だったら、やはり誰が相手だろうと彼女を推おしたに違いなかった。

「ところで。セイレーンは、楽しい歌は」

「？……はい。もちろん、歌えます……というより、歌いたいのですけど……」

　視線の先には、客に交じってクッとサングラスを持ち上げる、田岡の姿があった。

「故郷を思い出すばかりで、気持ちが入らないのです……」

「では。もしよかったら、一いつ緒しよに」

　それだけ言って、ヒデオはステージに上がった。先に上がっていたウィル子は、カラオケの機械に触ふれて目を閉じている。ヒデオは軽いめまいで、彼女がチカラを使っていることを知った。

「……準備オーケーなのですよー！　それでは張り切っていきましょう！」

　レミーナと違いアカペラは無理。そこまでの声量もないのでウィル子と二人、一本ずつのマイクを手に。流れてきたのは、ピアノ伴ばん奏そうの軽快なリズム。

　ヒデオは言う。




　やあみんな、パーティーの時間だ。気分はどうだい？　じゃあ始めよう、チェック・ディス・アウト……！




　それは発音も、イントネーションも、まるででたらめな英語であった。だが、ただ一点。リズムだけは完かん璧ぺきに通す。

　心はすでに、あの頃ころに戻もどっていた。それはヒデオの思い出の歌だった。ヒデオの生きてきた中で、これ以上ない楽しい歌だった。

　パラッパラッパーのラストステージでかかっていた曲。そう言っただけで理解し、喫驚びつくりしたのは……さすが電子の精せい霊れいと、サブカルに詳くわしいラティといったところか。

　それまでくすぶっていたリズムゲームというジャンルに火を付け、今の地位にまで押し上げた至高の名作。その名作たり得うる所以ゆえんの一つが、この一曲。

　かけ声にはまず、ウィル子が合わせる。元からの愉ゆ快かいで元気なノリで合わせる。




　みんな、ホーだ！

　ホゥ、ホゥ!!

　そう、ホォ、ホォ！

　ホゥホゥホゥ!!

　そして大声で！

　ＷＡＡＡＡＡＡＯッ!!




　たったこれだけでいいのだ。細かい歌詞はうろ覚えでも、大事なのはラップのノリと、この掛かけ合い。魔ま力りよくなんかなくったって、元より音楽は、リズムという名の人を魅み了りようする力に溢あふれているじゃないか。

　レミーナの神秘の歌声にはじっと耳を澄すますだけだった観客が、自然と手て拍びよう子しを合わせ、次にウィル子の手て振ぶりに合わせて声を上げ始める。

　レミーナに挑ちよう戦せんした者たちは、きっと勘かん違ちがいしていたのだろう。だから派手な歌ではなく、歌い手の技量を表しやすい、落ち着いた曲調の歌ばかりだったのだろう。

　だが、これはコンテストではないのだ。適当に酒の入った聴ちよう衆しゆうが判断する。レミーナがそれを魔力で感化するというのなら。こちらは向こうにはない、ノリで引っ張り込めばいい。

　セイレーンの切ない歌に、心締しめ付けられるような感動の後。だからこそ、反動のようにその陽気なリズムが心を、身体からだを躍おどらせる。




　もいっちょ、ホーだ！

　ホゥ、ホゥ!!

　ホォホォホォ！

　ホゥホゥホゥ!!

　そして大声で！

　ＷＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＯッ!!




　やがて先ほど敗れた参加者も、聴衆も、ステージに上がって踊おどり始める。そんなハジけた光景に、何かを思い出したようなレミーナまで……。

　もう止まらない。ウィル子は望まれるまま、半ばエンドレスで曲を流し続けた。そしてヒデオは歌い続けた。




　もしものときはどうすれば？

　ぼくは信じるよ。

　ぼくならできると。




　そんな……昔友人たちと、英和辞書と首っ引きになって付けた翻ほん訳やくを思い出しながら。胸に、刻み続けながら。

[image: ]




　　　　◆




　結局酒場という場所も手伝ってか。あとは勝負そっちのけ、酔よっぱらいたちによる大盛り上がり大会。ウィル子が適当にノリのいい曲ばかりを選び、歌い手は歌を、踊りたいものは踊りを。

　ヒデオが火を付けたパーティーは日付が変わるまで続き……いつしか誰だれも彼もが騒さわぎ疲つかれて酔いつぶれて、残ったのは祭りの後の静けさばかり。

《……えーと、そういえばどっちが勝ちましたかニャ？》

　大家さんも仕事を忘れて酔っぱらっていた。

　余よ韻いんに浸ひたるヒデオの元へ、レミーナと田岡がやってくる。

「ありがとうございました。あなたのおかげでわたくし、歌うことの楽しさを思い出せたような気がします」

　続いて田岡。

「僕も、大人しく認めますよ……僕の教育方針が間ま違ちがっていたことを」

「……。しかし」

　ヒデオの記き憶おくする限り、ジャッジの大家さんはまだ勝敗を下していない。

「いいんですよ……今日僕は、レミーナの新たな一面を発見したんですから」

　そうして田岡が振ふり返ったレミーナには、憂うれいの影かげはこれっぽっちもなくなっていた。切々と歌い上げる彼女も神秘的であったが、穏おだやかな表情は、より一層、そんな彼女の魅み力りよくを引き立てているような気がした。

　誰だって、泣き顔よりは笑っている方がいい。

「哀あい愁しゆうを漂ただよわせる女が垣かい間ま魅みせる笑え顔がお。ギャップという名の……まさに萌もえ、ですよ」

「……。田岡氏」

　ガッ！　と、漢おとこたちは固い握あく手しゆを交かわし合った。その熱気に、レミーナが冷や汗あせ半分。

「あの、よくわからないのですけど……。わたくしとプロデューサーは、歌で世界を目指そうと思っていただけですから。気にしないでください」

　レミーナに同意した田岡が、サングラスを押し上げながら肩かたをすくめた。

「それにこの都市で主に行われているような、野や蛮ばんな戦せん闘とう行こう為いは僕たちには向いていませんからね」

「そう、ですか。ありがとう、ございます」

　見ればウィル子もアルコールを入れたらしく、赤い顔で眠ねむったままふわふわと、その辺を漂っている。聞けば喜んでくれるだろう。

「わたくし地中海に帰る前にもう少し、プロデューサーと陸おかを回って、皆みなさんに歌を聞いてもらおうと思います。それではヒデオさん、さようなら」

「彼女のコンサートが開かれる時には、あなたたちも招待させてもらいますよ。ではいずれまた。失礼」

　レミーナと田岡はそれぞれの笑顔を残すと、敗退の手続きをするためか、酒場を出てセンターの方へ去っていった。

「よかったですね、ヒデオさん」

　と、いつの間にか側そばにいたラティ。

「ええ。まぁ」

　ヒデオはちょうど虚こ空くうを漂ってきたウィル子の手を捕つかまえると、風船を引っ張るようにして家路についた。途と中ちゆうまで同じ方向だからと、ラティも一いつ緒しよについてくる。

「ヒデオさんかっこよかったですよぉ……！　あれをわざとクールに歌っているところなんか、ギャップという名の萌え！　って感じでした」

　……。この街で流は行やっているのだろうか。

　実際にはわざとではなく、いつも通り表情に乏とぼしかったというだけで。

　でも楽しかった。本当に楽しかった。

「あれを歌えばこうなるって、わかってたんですよね？　やっぱりすごいんですね、未来視の魔ま眼がんって……！」

　そこで騒ぎの余韻が、ちょっぴり冷めた。

　実は今回の勝負、ヒデオは半ば投げていた。今までほど勝ちにこだわってはいなかった。

　このまま大会を続ければ、いつかまた、グランプリのときのような辛つらい目に遭あうのでは……という怯おびえ。そこに、どうせ最後なら、せめて楽しく終えられれば……という思い。そしてもし、歌の魔力を持つレミーナを乗せ、楽しく歌ってもらえたなら。こんな自分の鬱うつの気も少しは解消するのでは……という、淡あわい期待。

　威い張ばれる動機なんて、これっぽっちもなかったのだ。

「でもヒデオさん、どう……」

「まぁすたぁ～……どうやってあの歌を覚えたのですくぁ～……」

　半ば夢ゆめ心ごこ地ちなウィル子の声に、ラティがくすっと笑う。聞こうとしていたことは同じらしい。

「……高校の、体育祭で。クラスの、応おう援えん歌かでした」

「へぇ～っ！　すっごいお洒落しやれですよね、それって！」

　本当に楽しかった。あのステージにいる間、ずっと青春時代を思い出していた。

　週末は夜な夜な誰だれかの家に集まってゲーム三ざん昧まい。そこに二人くらい音楽好きな連中がいて。中古で安く買ってきたプレステと、パラッパで徹てつ夜やした朝……みんなでこれを応援歌にしようと盛り上がって。クラスのみんなに大ウケして。体育祭は、もちろん大成功で……。

（……。でも）

「……ヒデオさん？」

　いくらあの頃ころを思い出したところで。結局自分は、あの頃の自分ではないのだ。同じ自分なのに、あの頃と何が違うのだろう。

　何が、違ってしまったのだろう？

　どうすれば、自分は生まれ変われるのだろう……？

「……あ、じゃあ私はあっちの方角ですから。今日はこれで。楽しかったです」

　十字路のところで、ラティが足を止めた。

「いえ。こちらこそ、いろいろと」

「うふふ、一緒にいるのが霧島さんだったらよかったですね。彼女もヒデオさんのこと、いろいろ気にかけてるみたいですから」

　……？

「それではこれからも聖せい魔ま杯はい、頑がん張ばってくださいね。私も個人的に応おう援えんしてます」

　ヒラヒラと手を振って、ラティは帰っていった。

「ウィル子もぐぁんばったのですよ～……マイクからの入力に、リアルタイムで補正をかけてですねぇ～……」

　ああ、生まれ変わらなければ。こんな自分を応援してくれる人のためにも。このパートナーのためにも。優勝すれば、きっと何かが変わるはず。そうでなくとも、前には進み続けよう。引きこもるのは、もう止やめよう。




　僕は信じるよ。

　僕ならできると。




　ヒデオはその夜、眠ねむりにつくまで。何度も何度も、胸の中で繰くり返したのだった。
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　日にち没ぼつ。

《そこでです、皆みなさん！　この場をお借りして、運営側からの提案を一つお伝えしようと思います！》

　聖せい魔ま杯はいも後半戦を迎むかえ、大会本部がその労をねぎらおうとパーティーを催もよおしたのだ。場所はセンター前広場、開会式の行われたときと同様に円えん卓たくとごちそうが並べられている。しかし全員の注意は今、壇だん上じようでマイクを持つ霧きり島しまレナの声に向けられていた。

《以前もこの場で申し上げた通り、この聖魔杯は総参加者数三千余名にも上る大規模な、また世界を律する権利をかけた高こう尚しような大会でもあります！　この先、いよいよその優勝者が決まるにあたり、それが日常の勝負同様、人知れず行われても良いものでしょうか!?》

　上がったのは、盛せい大だいな否定の声。

《そうです！　全くその通りです！》

（……）

　会場の片かた隅すみ、ウーロン茶を片手にしたヒデオもまた、声にはしなかったが納なつ得とくしていた。この大会に関かかわった者なら、誰だれもが知っている。この都市で行われている勝負が、どれほどハイレベルなものか。そして日が経たつにつれ、脱だつ落らく者しやが増えるにつれ、その戦いは熾し烈れつ、過か酷こくになってきている。

　ならばその最さい高こう峰ほうはいかなるものだろう？

　誰だって興味があるに違いない。

　レナの言葉は続く。

《故ゆえに私ども大会本部では協議の結果、参加ペア数が残り八組となった時点で、トーナメント方式による決勝大会を行うことを決定いたしました!!》

　歓かん声せい。異を唱える者などいようはずもない。

（……）

　もしもその大観衆の中に立つ一組が、自分とウィル子であったなら。それこそが、自分が生まれ変わるチャンスなのだろうか？

（……否いな）

　ヒデオは静かにかぶりを振ふった。

　もしもではない。決勝の場に立つのは、自分たちでなければならない。

「にはは。誰が残るか楽しみですね、マスター。もちろんその中の一組はウィル子たちですが！」

　ほら、言わずもがな。パートナーの言葉が、この上なく心強い。

　レナは大手を振って聴ちよう衆しゆうに応こたえていた。

《ありがとうございます！　たくさんのご賛同、ありがとうございます！　決勝大会の詳しよう細さいにつきましては、追々発表していきたいと思います。大会本部からのお知らせは以上です》

　かしこまった一礼。後、レナは満面の笑えみを上げる。

《さて前置きはこの辺で！　まずはささやかですが宴うたげの席を設けさせていただきました！　その場に立つ者を予想するもよし、その場に立つことを夢見るもよし、旧敵と健けん闘とうを讃たたえ合い、親交を深めるもよし！　この機会に、皆さんどうぞ楽しんでいってください！　ではここで司会の交代です!!》

　拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びながら、レナはもう一礼。壇上に駆かけ上がってきたのはツインテール、アイドルのように着き飾かざったミニスカートの少女。歓声を浴びながら、レナとマイクをバトンタッチ。

《毎度お待たせ聖魔都市のみんなのアイドル、カッコちゃんで～す♪　盛り上がってるか野や郎ろうどもぉおおおおおおっ──!!》

　歓声というより、やたら野太くなった咆ほう哮こう。魔まつ殺さつ商会グループ提供の深夜番組、『今日の聖魔杯』のおかげで労働者や覆ふく面めん連中からの絶大な支持。

「ヴィゼータさんは今日も元気なのですよー」

（元、同どう僚りよう……）

　あまり話したことはなかったが、少し感かん慨がい深いものがあった。またビンゴ大会やらジャンケン大会やら様々な企き画かくがあるらしい。もちろん、聖魔杯上の勝負は抜ぬきでの純じゆん粋すいなお遊びだ。ヒデオはメインイベントである、敗退者同士によるエキシビジョンマッチを楽しみにしていた。

「あら、新米じゃない」

「うぁ。エリーゼ……」

　酒さか瓶びん片手のエリーゼ・ミスリライト。すでに悪者モードというか、素すの表情。苦手意識を芽生えさせたように後あと退じさるウィル子。

「な、何の用なのですかー……」

「何って、見かけたから挨あい拶さつしてあげたんでしょうが？」

　ぺたぺたウィル子の頭を撫なでながら、エリーゼは心外そうに言った。それから、これ見よがしにヒデオへと振り返り。

「ふん。勝つのはわたしよ。神さまになるのはわたし。決勝で無様に負けるのはあんたたちなわけ。おわかり？」

「……」

　まあ実際、彼女と翔しよう希きのペアは強い。可能性としては充じゆう分ぶんすぎるほど。しかし、さっき決心したばかりなのだ。ここは少しでも何か言い返してやろう、とヒデオが考え込む間に。

「……ふ、ふんっ、何よその目は！　別にわたしは、あんたになんか感謝してないんだからねっ！　だって、精せい霊れいの方が人間より偉えらいんだからねっ！　わかった!?　わかったら神かみ棚だなでも作って崇あがめ奉たてまつりなさいよね、まったくっ！」

　酒でも入っていたのか、赤い顔で言うだけ言って、去ってしまった。

「なっ……なんというツンデレですか……」

　慄おののくウィル子。

「……。なるほど、あれが」

「そうですマスター。先回のウィル子は、ただ単にブチギレてただけです」

　そんな様子を見ていたのか、苦く笑しようしながらやってきたのは翔希だった。

「口ではああ言ってるけど、本当にヒデオに感謝してるんだぜ、あいつ。精霊として、道を踏ふみ外さずに済んだ……ってさ」

（……。）

　感謝されるようなことをした覚えがない。

「で、そう言うプー太た郎ろうは何の用なのですかー？」

「プーじゃない！　フリーターだっ！……いや、そんな気楽な生活も、この大会が終わったら卒業だな」

「？」

「こっち側の世界に戻もどるってことさ。関かん東とう機き関かんに正式に入ろうと思ってな。鈴すず蘭らんや貴たか瀬せと連つるんでたんだ、名前くらい聞いたことあるだろ？」

　とんとない。が、あるのだろう。どこか自じ慢まんげな表情から察するに、そういう名の知れたところが。

「改めてこっち側に来て、吹ふっ切れたって言うかな……ま、そういうわけだ。次に戦うときの俺たちは手て強ごわいぞ。決勝トーナメント、楽しみに待ってろよ」

　翔希は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべ、去っていく。

（……。かっこ、いい……）

　二人が二人とも、その場に立つことを微み塵じんも疑ってはいない。自信、自負。ヒキコモリとなって失ってしまったそれらを、まずは取り戻そう……。

　勇者の後ろ姿を見送りながら、また決意を新たにするヒデオ。

「ヒデオくん、楽しんでるっ!?」

　いきなり後ろから抱だき付かれて何事かと。

「……霧島さん」

　振ふり返って綺き麗れいな顔があったので、二度びっくりする。

「ますたー。ますたー、固まりすぎです」

「あ、ごめんごめん。さすがに抱き付いたままじゃ話しにくいか」

　解放されて、ほっと一息。

「霧島さんも、司会お疲つかれなのですよー」

「ありがと、ウィル子ちゃん。でもやっぱりヒデオくんとウィル子ちゃんてすっごいよねー！　聖魔グランプリまで優勝しちゃうんだもの。どう、今後の展開とかは？」

　ヒデオはウィル子の顔を。ウィル子はヒデオの顔を見る。要するに、それぞれにそんな展望は持っていない。

「……。まぁ。いつも通りに」

「そっか。でも逆に言うと、それが優勝候補の貫かん禄ろく？」

　そんな風に見えてしまうのだろうか。愛くるしいレナの笑え顔がおに、少し照れる。

「でも、魔殺商会と縁えんを切っちゃったってほんとなの？　なんかもったいない気がするけど……スーツ姿とか、かっこよかったのに」

「あー……ウィル子は確かにもったいないのですが、マスターが……」

（……）

　今日もパーティーということで、ウィル子に言われるままいくらかのオシャレをしてはいるが。まあ資金に余よ裕ゆうはある。また今度、スーツを仕立てに行くのも、いいかもしれない……。

「うふふ、まあヒデオくんなりの考えがあるんだろうし……これからも期待してるよ、ヒデオくん！　じゃ、ボクはまだ仕事があるから。二人ともゆっくりしていってね」

　結局ろくすっぽ話せぬうちに、ウィンク一つ。レナは忙いそがしそうに去っていった。

「……。ますたー、実はやっぱり霧島さんのことを狙ねらってますか？」

「……否いな。まさか。決して、そのような、おこがましい」

　そうしてしばし。ウィル子とこれまでのことを振り返ったり、インターネットやゲームの世間話。

「よ、ヒデオじゃねえか」

「あ、ほんとだ。どうしたの、こんな隅すみっこで」

　今度はリュータとリリーだった。後ろにはみーことエルシア。ヒデオからしてみれば、少し意外な組み合わせ。こんな会場だから千客万ばん来らい。

（……）

　同時にヒデオは、たかが二週間やそこらで、よくこれだけの知り合いが増えたものだと感心する。東京にいた二年間は、なんと無む為いだったのだろう。身につまされ、また、この現状がいやに嬉うれしい。

　みーこが微笑ほほえみながらウィル子に。

「調子はどうかの？」

「お陰かげ様さまでぼちぼちです。ごはんがおいしいのですよー」

　実際、あの件以来のウィル子はよく食べる。胃が小さいヒデオはそろそろお腹なかいっぱいだが、ウィル子は変わらぬペースでまだまだ食べ続けている。

　エルシアが、いつかのようにヒデオの双そう眸ぼうを覗のぞき込んでくる。

「あなたの魔ま眼がんに、決勝に残る八組は見えているのかしら」

　やはりどこか、からかうような言葉遣づかい。リュータが猛もう烈れつに食って掛かかる。

「おいおい、変なこと聞くなよエルシア！　楽しみが減っちまうじゃねえか！」

「えへへぇ……そんなこと言って、自分がその中に入ってないのが怖こわいだけだったりして？」

「てんめえ、バカにするなよリリー。もしそうだったとしてもだ、俺はそんな運命いくらでもぶち破ってみせるぜ」

　そう、この覇は気きだ。この都市に来て様々な人物を見てきたが、やはりこうした怪かい気き炎えんを持つ連中ほど高い評価を得て、高位に付けている。

　受付けでリュータに言われた言葉ではないが、彼とエルシアのペアもまた、翔希たち同様、実際に決勝に残りそうな気がする。

（……）

　あとはその場に自分がいることを、信じて疑わないだけ……。

「みんな、聞いてくれ！」

　見ず知らずの男が、そうした談だん笑しようの場に駆かけ込んできたのはそのときだった。

　毛先が上向きの少年漫まん画が的七三分けに洒落しやれたメガネ、センスのよいジャケット姿。しかしてその表情は切せつ迫ぱくしていた。

　次の瞬しゆん間かん、彼の口からある真実が明かされる。

「ロズウェルは、本当にあったんだよっ──!!」

「「「な……なんだってー!!」」」




　　　　②




　叫さけんだのはウィル子を筆頭に、リュータとリリーの三人。みーことエルシアはそれぞれのお喋しやべりに夢中で聞いてもいない。

「ますたー。ますたー、こういうのはノリです。楽しまないと負けなのですよー」

「そうそう」

　リリーまで頷うなずく。そして、はたと我に返ったリュータが頭を搔かく。

「いや、妙みような迫はく力りよくで圧あつ倒とうされちまったが……よく考えたら、ロズウェル自体は実際にある地名だよな？」

　あはははは、と三人が笑う。

（……）

　ヒデオ一人だけが取り残される。目の前の男と目が合う。

「すまない……俺としたことが、自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はマジカル・ミステリー・マガジン・ルポルタージュ、略してＭＭＭＲのリーダー、コバヤシだ」

「川かわ村むら、ヒデオ。と、言います」

　ガッ！　と固い握あく手しゆを交かわしたヒデオ。

　ＭＭＭＲとは？

　風が吹ふけば桶おけ屋やの作った魔法のＵＦＯが儲もうかる的な、世間の度ど肝ぎもを抜ぬく論調で一部マニアに絶大な人気を誇ほこる、別冊週刊フライＤのオカルトコーナーである。単行本化されたものが、マジカル・ミステリー・マガジン。

「……。それで」

「まだわからないのか!?　ここに来た目的が──!!」

　えらい勢い込んでいることだけはわかるが、もう少し嚙かみ砕くだいてもらわないと、さっぱり。

　一度横向きに俯うつむいた後。

　コバヤシは、クワッ!!　と目を見開いた。

「地球外知的生命体は、本当にいたんだよっ──────!!」

「「「な、なんだってー!!」」」

　後ろで大おお袈げ裟さに驚おどろくウィル子たち。

　そしてまたリリーが、ケラケラケラと笑い出す。

「魔物も天使も精せい霊れいも妖よう怪かいも神さまもいるのは知ってるけど、宇宙人はさすがにどうかなあ……？」

　リュータも腹を抱かかえつつ。

「だよなぁ。第一、見た目だけならもっとおかしな生き物だって、この都市にはゴマンといるわけだしよ」

　信じようともしない彼女らに対し、コバヤシは絶望したかのように項うな垂だれる。

「く……！　やはりここにいる全員、政府によって洗脳済みか……。俺たちは、遅おそすぎたんだ……何もかも……」

　盛り上がるのも早ければ、へこむのも随ずい分ぶん勢いがよく、それを見てウィル子たちがまた笑うものだから……いたたまれなくなってしまうヒデオ。

「いえ。あの。……連れが。大変な、失礼を」

「!?　君はまだ洗脳されていないのか……！」

　ちょっと。ちょっと困ってきたが、ヒデオは訪問販はん売ばいや宗教の勧かん誘ゆうをいまいち断り切れない性格だった。もっとも、無口と目付きの悪さで向こうから帰ってしまうのが常だったが、彼にはヒデオの双そう眸ぼうに負けじの迫力があった。

「人類を救うために、協力して欲しい！　彼に会えば、全すべて理解できるはずだ!!」

　コバヤシは有う無むを言わさぬ迫力でヒデオの腕うでを摑つかみ、そして走り出す。

「ちょっ、ますたぁ!?　どこへ行くのですかーっ！」

　どこへも何も。エキシビションマッチは自分だって見たいのに。

「頑がん張ばれよーヒデオ！」

「後で話聞かせてねー！」

　吞のん気きに手を振ふるリュータとリリーを後に、ヒデオは強ごう引いんに連行されたのだった。




　　　　◆




　みんなセンター前広場に集まっているので、街中には人っ子一人いなかった。うらぶれたような静せい寂じやくな一角で、コバヤシはここで待つようにと言い残し、姿を消した。

「それにしてもマスター、今回はまた一段と厄やつ介かいなのに引っかかりましたね……」

「……」

　正直、本当に、全くそう思う。はてさて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……と待つこと少々。

「待たせたな！」

　ゴゴ……ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうな、異様な雰ふん囲い気きの中、彼は現われた。ただし一人ではなく、傍かたわらに子供くらいの背せ丈たけの、瘦やせっぽちな、しかし頭と目が異様に大きい、全身銀色の……。

「まっ……まままっ……ますたぁああああ!!　ついに、ホンモノのイロモノが現われたのですよーッ!!」

　ガタガタ震ふるえるウィル子。

　宇宙人。いわゆる、リトルグレイ。

（……）

「……ってマスター、なぜ驚く以前にがっかりしてるのですか？　無口で読書好きな女子高生型宇宙人なんて、きっとそうはいないかと」

「……。まさか。決して、そのような」

　さておき。

　コバヤシが力説する。

「どうやら信じてもらえたようだな……このままでは、人類は地球外知的生命体の侵しん略りやくによって滅めつ亡ぼうするっ!!」

「な、なんだってー!!」

　驚きよう愕がくと危機感いっぱいにウィル子が叫さけぶ。

「ですが、一体何を根こん拠きよに!?」

「勘かんだ!!」

　……ちょっとだめかも知れない。この人。

「持ってくれ。何も当てずっぽうに言っているわけじゃない……ＭＭＭＲの長年の調査によって積み重ねられた、勘だ!!」

　勘であることに間ま違ちがいはないらしい。しかし探たん偵ていに最も重要なものは、経験に裏打ちされた勘である……と、とある探偵が言っていた。

「えーと、それで結局……ウィル子たちにどうしろと？」

　するとコバヤシは哀かなしそうに俯うつむいた。

「……俺にだって、わからないことくらい……ある……」

「いきなりですか……」

　興味深げにグレイの、黒目しかないアーモンド型の目を見るウィル子。

「ピコポ。ポゥピピピ……」

「喋しやべったぁああああああああ!?」

　ウィル子は後あと退じさるというより、いよいよ飛び退のいた。ヒデオには、喋るというより電子音のように聞こえた。

「ポコ。ポゥピポ……」

　何やら身み振ぶり手振りをするグレイ。彼は左の手首に、複雑な腕時計のようなものを付けていた。少し変わった電でん卓たく数字のようなものが点てん滅めつしており、一人冷静なヒデオに向けて指し示す。

（……）

　時間を知りたい？　人間相手ならそれもアリだろうが、その点滅の表示が変わることはない。いや、あるいは逆に考えて、彼が時間を知りたいと仮定すれば。

「……。壊こわれている、と」

「ピコポン♪」

　なんだか正解したような音と一いつ緒しよに、グレイが二度、頷うなずいた。

「「なっ……なんだってぇええええええええええええっ──!!」」

　コバヤシまで一緒になってしまった。

「君は、彼と会話ができるのかっ!?」

「ますたー、いつの間にそんな特とく殊しゆ技能をっ!?」

　……日本語で問いかけたのを聞いていなかったのだろうか。ともあれメモとペンを取り出したコバヤシが、口早にまくし立てる。

「続けてくれっ！　俺にはその一部始終を記録し、政府によって隠いん蔽ぺいされたこの事実を世界に公表する義務があるっ──!!」

　深く突つっ込むのは止やめておこう。こうしてグレイが実在している以上、本当に厄やつ介かいなことになりかねない。

（……）

　しかし何を聞いたものか。

「……。それは、時計ですか」

「ピコ……ブー？」

　やや不正解だったようなあいまいな音と共に、グレイは首を傾かしげた。

　まず、状じよう況きようをよく鑑かんがみる。彼はその腕時計のようなものについて、何かを訴うつたえかけていた。彼は地球の外から来た。にもかかわらず、それしか身に付けていない。

　現代の地球人から見た尺度でしかないが。

「……それは。大事な、ものですか」

「ピコポン♪」

　この方向でいいらしい。大事なもの。自分なら、見ず知らずの土地へ出かけるのに何を持っていくだろう。時計。お金。パスポート……お金、パスポートは違う気がする。遥はるか宇宙の彼かな方たからの来訪者だ。ならば旅行ではなく、探検隊だとしたら。

　コンパス？　コンパスはあるかも知れない。地球の座標などをそれで知るのだ。

「……それは。コンパスですか」

「ピコブー」

　さっきと同じ反応だ。

　……いや。いやいやいや。

　待て待て。相手は、宇宙空間を渡わたって別の惑わく星せいに辿たどり着くほどの、高度な知性の持ち主ではないのか？　ならばこちらの人類だってコンパス付きの時計ぐらい、すでに開発しているのだ。彼がいまいち頷き切れないのは、そういうことでは？
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「……もしや。時計や、コンパスなど。多機能な、機械でしょうか」

「ピコポン♪」

　おおおー、と外野がどよめいた。

　そしてまた、彼の方から新たなアクションがあった。古い特とく撮さつヒーローのようにその機械を口元に寄せ、口を動かす。次にそれを離はなして、また口を動かす。

（……わかった）

　彼はあの時、唯ゆい一いつ話を聞いてくれそうな自分にそれを見せた。そして彼は、ＹＥＳ、ＮＯではあるが意思疎そ通つう方法を知っている。

　ヒデオは確信を持って聞く。恐おそらく彼は、こちらとのコミュニケーションの術すべを持っている。

「……翻ほん訳やく機、ですか」

「ピコピコポンッ♪」

　大正解の音がした。
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「ん～？　これは……？」

　ウィル子はいつだかジャバンに感染したときのように、グレイの腕時計型翻訳機に触ふれていた。目を閉じて何やら集中している。

「……あ～、たぶんですが、バグってるのですよー」

「君にはそんなことがわかるのか!?」

　コバヤシに、ウィル子は再び目を開け事も無げに頷く。

「アルゴリズムやスクリプトの意味は全くわからないのですが……ざっと眺ながめ渡した感じ、不自然なのですよー。人間にわかりやすく言えば、象形文字に穴が開いているとか、それが刻まれた石版が欠けているような感じでしょうか」

　人間では抽ちゆう象しよう的にも捉とらえられないそんなことも、その世界に生まれ育った彼女だからこそ、視覚的にたとえられるのだろう。

「ピポゥポ？」

「あっ？　これは……グレイさん、もうちょっと適当に喋しやべってみて欲しいのですよー」

「ポコピゥポ……ピポ、プルポポ……」

「何か脈があったのか!?」

「はい。全損というわけでもないので……」

　彼はこちらの言葉は理解できているのだ。彼の言葉を、こちらに向けて翻訳できないだけで。グレイが喋ることによってプログラムが作動する。ウィル子はその動きから翻訳システムの概がい要ようを把は握あく。そして。

「埋うめて……削けずって……ここはたぶんこっちのプログラムで……Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はお仕事中です。しばらくお待ちください」

　お仕事モードに入った。

　その様子を固かた唾ずを吞のんで見守りつつ、コバヤシは聞いてくる。

「君、彼女は一体……!?」

「……えぇ。まあ。そういう、子なので」

「そうか！　なるほどな……！」

　握にぎりしめたペンを、颯さつ爽そうとメモ帳に走らせる。慣れてくれば扱あつかいやすい人なのかも知れない。

　しかし。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はお仕事中です。しばらくお待ちください」

　しかしだ……。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はお仕事中です。しばらくお待ちください」

　長い。

　さすがに未知のプログラム相手では勝手が違ちがうのか。フリーズ寸前のパソコンのように動きがない。ようよう、十分ほども待った頃ころだろうか。

　突とつ然ぜんウィル子がキレた。

「ああああああああああもう遅おそい!!　サーバークラスでも埒らちが明かないとは！　パワー！　もっとＣＰＵパワー！　一いつ旦たん場所を変えて回線の広いところに！　何カ所かのスーパーコンピューターに並列にハッキングして……！」

　恐ろしく負荷のかかる処理らしい。

「ピコポピ？」

「は？　マザーシップに……？　このポート……」

　ピピッ、と腕うで時ど計けい型翻訳機の表示が切り替かわった。

「って、うわっ!?　速っ!?　速ぁっ!?　キショっ!?　キモっ!?　なんなのですかこのプロセッサはっ!?」

「ぴ……ポピゥ……ザ……まざーしっぷ　ノ　めーんこんぴゅーたー　ニ　りんく　シタノデス。地球上ニハナイ　量子型こんぴゅーたー　ナノデス」

　喋った。まだかなりカタコトの、噓うそくさい宇宙人のような声だったが、ちゃんと聞き取れるようになった。

「うはー……、びっくりしたのですよー……。これが量子コンピューターですか……」

　一仕事終え、いい汗あせ半分、冷ひや汗半分のウィル子。

「アリガトウ。アナタノ　オカゲデ　まざーしっぷ　トモ連レン絡ラクガ取レソウデス」

　カッ、と目を見開いたコバヤシ。

「つまり、侵しん略りやくのための母船がすでに地球の近くに来ているということか!?」

「ソウデス」

　……。

　…………。

　数十秒ほどたっぷりと固まってから。

「「な、なんだって──!?」」

　ウィル子とコバヤシが同じように驚おどろいた。

　奇くしくもＭＭＭＲリーダーの勘かんは、大当たりしていたのである。




　一方で、陰かげながらその様子を覗うかがっている者がいた。

「……中ちゆう佐さ！　聞コエルカ中佐！　コチラすもーく！」

《コチラ、中佐ダ！　ドウシタ、すもーく！》

「目標ヲ発見シタ！　ダガ、ヤバイコトニナッタ……！」
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「申シ遅レマシタ。ワレワレ　ハ　宇宙人デス」

「我々は。平和を愛する、人類です」

　ガッ!!

　ヒデオはグレイと固い握あく手しゆを交かわした。

「川村、ヒデオ。と、言います。こっちは、ウィル子です」

「いえいえいえ、ますたぁ!?　このグレイ、たった今侵略とか物ぶつ騒そうなことを！」

「ソウデス。コノ☆ハ」

　星、と言ったのだろうか。まだ少しバグの影えい響きようが残っているらしい。

「今後　ワレワレガ　統治シテイク予定デス」

「……。なぜ、ですか」

　握手を解いたヒデオが聞くと、グレイは頷うなずく。

「ソレハアナタガタ　人類ガ　トテモ好戦的ナ種族デ　知性モ　高イれゔぇるニ　達シテイルカラデス」

「だが、それがなぜ!?」

　今度はコバヤシに向かって頷くグレイ。

「ワタシハ　◆○♪×銀河統合政府　カラ　派ハ遣ケンサレ　コノ☆ノ　調査ニ当タッテキマシタ」

「な、なに？　どこだって？　よく聞き取れなかったんだが……」

「あー、コバヤシさん。ダメなのですよー。固有名詞は地球上に該がい当とうする発音がないので、変へん換かんしきれないようです……」

「なるほど、そういうことか！」

　彼がわざとらしく宇宙人と名乗ったのも、そういうことなのだろう。

　グレイの話は続く。

「ワレワレハ　宇宙ノ平和ト　秩チツ序ジヨヲ　守ルタメ　活動シテイマス。ソノタメニ　アル一定水準以上ノ　文明れゔぇるヲ持ツ☆ニハ　ワタシノヨウナ　えーじぇんと　ガ　派遣サレルノデス。ソノ報告ヲ　元ニ　統合政府ヨリ　最終的ナ　判断ガ下サレマス」

　スナワチ、と前置きし。

「ソノ☆ガ　ワレワレノ仲間ニ　相応フサワシイカ　否イナカ」

「そ、それで……」

　恐おそる恐るウィル子が聞く。

「ダメなのですか？　地球は……」

「ソウデス。ワレワレハ　マズ最初ニ　コノ☆デ最モ　権力ヲ持ツ　あめりか連レン邦ポウ政府ニ　こんたくとヲ　試ミマシタ。彼ラハ　地球ノ平和ヲ　約束シマシタガ　結果ハ　ドウデショウカ」

　グレイは否定的に首を振ふった。

「今ナオ　地球上ニハ　争イガ絶エマセン。倫リン理リ的れゔぇるハ充ジユウ分ブンニ　成熟シテイルハズ　ナノニデス。ソンナ人類ガ　コノママ　宇宙ヘト飛ビ立テバ……」

「……。平和と、秩序が。乱れる……と」

　ヒデオの神しん妙みような声に、グレイは頷く。

「ソコデワタシハ　政府以外ニモ　古クカラ　コノ世界ヲ統治スル存在ガアルト聞キ　ソノ存在ヲ決メル　コノ大会ニ、一イチ縷ルノ望ミヲ託タクシマシタ。参加者ト身分ヲ偽イツワッテ　調査ニヤッテキタノデス……」

「しかも参加者ですかっ!?」

「俺はてっきり、こうした宇宙人ばかりが集まるものと思って参加した!!」

　リュータたちが宇宙人など歯し牙がにもかけなかったように、コバヤシはコバヤシで剣けんと魔ま法ほうの世界など思いも寄らなかったのだろう。

　それにしてもこの大会の受付けは、人間でなければほんとにのべつまくなし。

「デスガココデモ　待ッテイタノハ　ヤハリ　失望デシタ」

　自分とウィル子は、どうにか物騒な勝負を避さけている。しかしそんなのはごく希まれな話で、この大会で行われる勝負の大半は、バトルとも呼ばれる通常ルールだ。争い事がどうのこうのの観点で見れば、優勝者は自おのずと最強の名声を手にするだろう。そんな者が統治する世界。彼の失望もやむなし、なのだろうか？

「ヨッテコノ☆ハ　ワレワレノ管理下ニ　入ッテモライマス。人類ノ目カラ見レバ　ソレハ侵シン略リヤクト映ルコトデショウ。ソシテ人類ノ性質カラ抵テイ抗コウガ起キ　多少ノ悲シイコトガ　起コルコトモ予想サレマス。デスガ　ワレワレハ　来タル宇宙大戦争ヲ　回カイ避ヒスルタメ……」

「なんてことだ……人類は、滅めつ亡ぼうするんだよっ!!」

　本当なら大変な話である。実際そうした宇宙人襲しゆう来らいの映画はたくさんあるし、容易に想像できてしまって怖こわい。

「えーと……どーしますか、ますたー」

「……。僕に、だって。わからないことくらい……ある……」

　コバヤシの言葉を借りて、本当にどうしようかと思考を巡めぐらせていると、ふとあるものに目が留まった。

（……。）

　段ボール箱である。愛え媛ひめみかんとロゴの入った、どこにでもある段ボール箱が、動いたような気がしたのだ。

「シマッタ、中チユウ佐サ！　ドウヤラ気付カレタヨウダ！」

《すもーく、急イデ身ヲ隠カクスンダ！　地球ニハ、だんぼーるトイウ魔法ノ箱ガアル！》

「コチラすもーく、今ソノ中ニイル……！」

　妙みように渋しぶい声同士が、無線で連れん絡らくを取り合っている。グレイもさすがに気付いたらしい。

「ソコニイルノハ　何者デスカ」

「クソ、コウナッタラヤルシカナイ……！」

《待テ、すもーく……！》

　無線からの制止の声を振り切るように、ニュウムと段ボール箱が伸のび上がった。

「足っ……!?」

　ひっくり返りそうになるウィル子。それもそのはず、段ボール箱の下から伸びたのは足。否いな。足というよりそれは……何本もの、まるで触しよく手しゆ。

　その中の数本が、段ボール箱を脱ぬぎ捨てる。

　中から出てきたのは、あたかも野戦ジャケットを着たタコのような、クラゲのような。

「ソコマデダ、ぐれい！」

「ソノ　姿ハ……！　火星軍特トク殊シユ空クウ挺テイ部隊　ふぇっくす　はうんど　デスカ!?」

　……。

　…………。

「「なっ、なんだって──────っ!?」」

　火星人だった。




　　　　⑤




「サテハ。ワタシノ端タン末マツヲ　壊コワシ　調査ヲ妨ボウ害ガイシテイタノハ　アナタデスネ！」

「オ前タチノシテイルコトハ、明ラカナ内政干カン渉シヨウダ！」

　そう言ってすもーくは、右の触手には絵に描かいたような光線銃じゆうを、左の触手にはサイバーなナイフを構える。

「コノ星ハマダ、明ラカニ発展途ト上ジヨウノハズ！　早期ノ軍事的介カイ入ニユウハ、条約違イ反ハンダ！　天アマノ河ガワ銀ギン河ガ連合トノ、外交問題ニ発展スルゾ！」

「シカシワタシハ　◆○♪×銀河統合政府カラ派ハ遣ケンサレタ　えーじぇんとニ過ギマセン。ワタシハ　アリノママヲ　報告スルノミデ　判断ハ　政府ニヨッテ　下サレマス」

　助けてジャバン。早く宇宙刑けい事じになって。

「クソ！　ヤハリ言ッテモワカランカ……！」

《待テ！　早マルナすもーく！》

　先手必勝とばかり動いたのはすもーくだった。

「喰クラエ！　火星仕込ミノくろーすＣ．おくとぱすＯ．こんばっとＣ．ヲ！」

　流れるような触手の動きが、グレイの銀色の細ほそ腕うでを捉とらえようとした瞬しゆん間かん。

「愚オロカナ」

　グレイの広げた手の平から、淡あわい光の波は紋もんが発せられる。

　びみょん!!

　なんか現代の物理法則を無視したＳＦチックな音と共に、すもーくの軟なん体たいは弾はじき飛ばされ、コンクリート壁へきにベタリと打ち付けられた。
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「グッハァ～ッ……!!」

《何ガ起キタンダすもーく！　応答シロ！　すもーく！　すもぉーーーく……!!》

　なぜかゲームオーバーを連想してしまいそうな、絶望的な声が無線から聞こえてくる。壁かべからコンニャクの剝はがれるように、すもーくの身体からだがべたりと地に落ちる。

「ク……クソ、コレホドノぱわートハ……！」

「アナタタチノ　文明れゔぇるデハ　到トウ底テイ　敵カナウハズモ　ナイトイウノニ……」

　溜ため息いきさながらにグレイがかぶりを振ふる。

「外交員ヘノ　武力行使ハ　ソレコソ条約違反デス。ソシテアナタハ　火星モマタ　地球ト同程度ノ　低イ文化れゔぇるニ　アルコトヲ証明シテシマッタ……」

　そこにウィル子が小さく挙手。

「えーと……つまり、話がよく見えないのですが……どちらか解説を」

「「……」」

　そうしてどちらともなく話し始めたことをよくよく検討すると。

　グレイの◆○♪×銀河統合政府は卓たく越えつした科学技術を持ち、宇宙の秩ちつ序じよと平和を乱さぬために、自じ称しよう宇宙の警察銀河を名乗っている……云うん々ぬん。

　それが横暴だとして、各惑わく星せいの各知的生命体による自治制を優視せよ、というのが◆○♪×銀河より幾いく分ぶん文明的、軍事的にレヴェルの劣おとる、我らが天の河銀河連合の主張。これによってお互たがいは対立しているようだ。

　争いを抑よく圧あつするための秩序か、人権の基本たる自由か。異星間を往来するほどの高度な文明をもってしても解決しない、難しい問題がそこに立ちはだかる。この調整が難しいからこそ、なかなか争いというのは耐たえないのだ。

（が……）

　そんな答え、一いつ介かいのヒキコモリにだって出せるはず無し。いつしか場は、グレイとすもーくの言い合いに発展していた。

「まるで冷戦時代の、米ソの水みず掛かけ論ろんだな」

　と、表情を難しくするコバヤシ。恐おそらくそれは、答えのない問題だからだろう。そしてお互いに正義を過信すれば、結局は武力問題に発展する。

「……。ウィル子」

「はい？　何ですか、マスター」

　飽あきてしまったのか、心ここにあらずだったウィル子がはたと振り返る。

「帰って、もらおう」

「……。問題を投げましたね、マスター」

「世紀末を過ぎてなお、人類の滅めつ亡ぼうは避さけられないというのか！　ノストラダムスっ!!」

　どこに向かって叫さけんだかは知らないが、とりあえず否いな。

「勝手に。他人様の星に来て、ああでもない、こうでもないと。うんざりです」

　そもそも今夜は飲み食いしながらまったり優ゆう雅がにエキシビションマッチを見たかったのに、何が楽しくてこんな道みち端ばたで、面おも白しろくもない立ち話を続けなければならないのか。

「ナンダト！　俺タチハ、オ前タチノ星ノタメニ……！」

「ソレハ　ドウデショウカ。天ノ河銀河連合ハ　ソウダトシテモ。火星トシテハ　地球ヲ植民星化シタイ　ダケナノデハ」

「ウグ!?　キサマ……！」

　いくら文明や科学が進んでも、倫りん理りや哲てつ学がくの進歩というのは難しいのかも知れない。

（……ならば）

　ヒデオは今にも取っ組み合いを始めそうな二人の間に、割って入った。二人とも、地球上のものではない不思議な肌はだ触ざわりがした。

「ナンダ、邪ジヤ魔マヲスルナ！」

「コレハ　我々ノ問題デス。アナタハ　下ガッテイテ　クダサイ」

「断じて、否です。そこまで言うのであれば、まずは、あなた方が。どれほどのレヴェルの知性体かを、試ためさせてもらいます」

「おおっ。マスターが、ちょっぴり負のオーラで本気モードに！」

　一いつ旦たん顔を見合わせたグレイとすもーくが、再びヒデオに振り返る。

「オモシロイ　提案デスネ」

「ダガソンナモノ、ドウヤッテ確カメルンダ？」

　ヒデオは一息。人差し指を立てた。

「映画を一本、見てもらいましょう」




　　　　⑥




「ナルホド。映画ハ　地球上デ　最モ進化シタ　総合芸術デス。知的れゔぇるヲ　推オシ量ルニハ　ヨイ提案デスネ。実際ニ見タコトハ　アリマセンガ」

　レンタルビデオ屋にやってきた。当然誰だれもおらず、カウンターの覆ふく面めんだけがヒマそうに雑誌を読みふけっていた。

「やあ、ヒデオくんにウィル子ちゃんじゃないか。パーティーはもう終わったのかい？……って、今日はまた奇き妙みようなのを二人も連れてきたね」

「人ヲ　見カケデ　判断スルトハ　オコガマシイ」

「ソノ点ニツイテハ、珍メズラシク意見ガ合ッタナ」

　小こ柄がらな異星人二人の迫はく力りよくに、少々押され気味の覆面。目を逸そらすようにヒデオへ向き直る。

「……えーっと……何か見に来たのかい？」

　首しゆ肯こう。

　レンタルビデオ屋ではあるが、昨今の時勢に乗ってネットカフェのような、大型モニター付きの個室完備のお店であった。しかしリリーの命令によって、過度の萌もえを助長するような二次元作品は、秘ひ密みつ裏りにしか貸し出していない。

「全員で見るのかい？　じゃあ一番大きな部屋で……」

　鍵かぎを預かり、まずは洋画のアクションムービーのコーナーへ。

「見ナサイ、コノ暴力的ナ　作品ノ　数々ヲ！　人類ノ本質ヲ　謳ウタッテイルトハ　思ワナイノデスカ」

「キサマコソ、ヨク見タラドウダ！　主力兵器ガ未イマダニ火薬銃ジユウト爆バク弾ダンダゾ。コレコソ発展途ト上ジヨウノ、何ヨリノ証シヨ拠ウコジャナイノカ」

　一いつ触しよく即そく発はつの二人の横で、やや気まずそうな、コバヤシとウィル子。

「それで……ヒデオ君。君は一体、彼らに何を見せようというんだ？」

「ますた～、アクション映画では明らかに逆効果です。ヒューマンドラマとかハートフルコメディならあっちに……」

　否いな。

　ヒデオはようやく見つけた一本を、迷い無く手に取った。ウィル子とコバヤシが飽きもせずあの驚おどろき方をしていたが、まあ自分もまた見たかったのでこれでいいや。

　文明はどうか知らないが、同程度の倫理観であればわかってもらえるに違ちがいない。決して彼らの道徳が進んでいるわけではなく、だからこそ、こちらの道徳がいかに進歩しているのかを。

　借りた映画のタイトルは『ランボー』。言わずと知れたアクション映画の金きん字じ塔とうである。




　　　　◆




　最初こそぶつくさ言いながらのグレイとすもーくだったが、すぐにその言葉をなくしていく。

　主人公ランボーは友人に会うため訪おとずれた町で、保安官からあらぬ誤解を受け、連行されてしまう。だがそれが、ベトナム帰き還かん兵へいである彼の『傷』をも目覚めさせることとなった。多くの保安官隊を相手に、たった一本のナイフを頼たよりに山へと逃にげ込んだランボー。

　だが圧あつ倒とう的な優位の差をしても、山やま狩がりを行う保安官隊はランボーを捕とらえられない。傷付いては手近にあるものだけでそれを治ち療りようし、山に潜もぐっては自然を利用した巧こう妙みような罠わなを仕し掛かけ、追っ手を退けるのだ。

「イクラ文明れゔぇるガ　低イトハイエ　ソレヲサラニ原始的ナ　アノヨウナとらっぷデ……」

「ウウ……！　地球ニモ、コレホドノ兵士ガイルノカ……！」

　こんな兵士ばかりでもないが。もっともあの大たい佐さになら、似たような立ち回りを実演してもらえそうな気も。

　グレイとすもーくは、今やランボーの虜とりことなり、固かた唾ずを吞のんで場面場面を見守っていた。

　辛からくも山さん岳がくの包ほう囲い網もうを脱だつし、町へと降りることに成功したランボー。だが現実は決して甘くはなかった。いかに卓たく越えつした技能を持つ帰還兵とはいえ、ランボーはたった一人なのだ。心身共に傷付き、疲つかれ果てた彼は、やがて山中で囲まれた以上の軍隊に包囲され……。

（……）

　どこかもの悲しいメロディと共に、エンドロールが流れていく。

「オ……オオオッ……！　ナント　イウ……。ナントイウ　悲劇　ナノデショウ……！」

　うちひしがれたように顔を覆おおうグレイ。一方、同じ軍人らしく思うところもあるのか、すもーくもまた絞しぼり出すような声だった。

「アレホド優スグレタ兵士ダトイウノニ……。ソウカ……ソウダッタノカ、らんぼー……クッ……」

　目め頭がしらが熱くなりそうになるのを堪こらえながら、ヒデオは蕩とう々とうと語り始めた。

「……そうです。彼は何も、金や、名めい誉よを。欲ほつしていたわけでは、ありませんでした。ただ、平へい穏おんな暮らしを求めていただけ、だったのです。ですが……戦争という狂きよう気きが。それを許しはしませんでした……」

　ヒデオは今見たストーリーの余よ韻いんに浸ひたるまま、その思いを語った。

「彼ほどの。強きよう靭じんな肉体。戦せん闘とう能力をもった戦士であっても。人間は、やはり、人間なのです。そして人間の心は、もろく、儚はかない。誰だれしも心までは、そう強くは、なれない。……だから我々人類は、その安息を得うるために。平和と、自由を愛するのです」

　重い静せい寂じやくの中、ヒデオは続ける。

「確かに。悲しい出来事は、まだ世界中のあちこちで起きています。ですが……我々は、そのたび、気付くのです。過あやまちというものに。なぜなら人類には、〝痛み〟を知る心があるからです」

　ヒデオはデッキからディスクを取り出し、ケースへ。

「あなた方の歴史を、僕は知りません。ですが。あなた方が今辿たどろうとしている歴史を、我々は既すでに経験している。こうしたメッセージは、その結果として残されたものなのです。……それを。理解できないというのであれば」

　ＤＶＤを片手に、二人を振ふり返る。

「あなた方が、こうしたメッセージも解げせない程度の、低てい俗ぞくなエイリアンだというのであれば」

　魔ま眼がんに真の輝かがやきを宿らせながら。噓うそやハッタリではなく、ヒデオはこのとき、心からの気持ちを込こめて、異星からの来訪者を見み据すえていた。

「……何百億の船団で、攻せめてくればいい。我々は、戦いましょう。ですが、忘れないことです。その時には自由と平和を守るため。全人類がランボー以上の勇者となり、あなた方の前に立ちはだかるということを」

　グレイとすもーくは、どこか悄しよう然ぜんとしたように、ヒデオの言葉を聞いていた。




　　　　◆




　店を出て、コバヤシが嘆たん息そくする。

「子供の頃ころ以来、久しぶりに見たが……今になって改めて見ると、強きよう烈れつな映画だな」

「当時のアメリカでは、反戦色が強すぎると敬遠されたほどなのですよー……。しかしマスター、今日はいつになく真しん剣けんに語ってましたね」

「……。」

　映画を見た直後で、気分が盛り上がってただけとはとても言えない。夜風に吹ふかれ、こんな自分が、あんな、全人類を代表するような大口叩たたいてしまってよかったんだろうか、と……ヒヤヒヤしながらグレイとすもーくを見守る。

　少し離はなれたところで、宇宙人同士が何やら話し込んでいるのだ。次の瞬しゆん間かん、「よろしい、ならば戦争だ」とか言われた日には……。

「マスター、マスター。そう心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「……。なぜ」

「にひひ……ウィル子はあれからずっと、グレイの母船にあるメインコンピューターで遊んでいたのですよー。大体要領がつかめてきたので、いざとなったら……にほはははは」

　なんだ。いざとなったら何をするつもりだ。

「ひでお氏」

　グレイの言葉に、はたと振り返るヒデオ。

「……。何、か……」

　まずいことになったでしょうか。

　しかしそんな心配を他よ所そに、すもーくと戻もどってきたグレイが手を差し伸のべてくる。

「マダ非公式ニデスガ　コノ星ニ関シテハ　互タガイニ不フ干カン渉シヨウトイウコトデ　話ガマトマリマシタ。オ互イノ銀河系ニオケル　冷戦状態ガ　コレヲ機ニ　解カレルデショウ」

　一いつ緒しよに、すもーくも。どこか綻ほころんだような顔で、右みぎ袖そでにまとまった触しよく手しゆを差し伸べてくる。

「俺タチノ上層部ハ、既スデニ調停ニ向ケ、動キ出シテイル……君ハコノ宇宙ニ平和ヲモタラシタ、ひーろーダゾ！　ひでお！」

（……………………………………。）

　いや、そんな簡単に解決しちゃうものなの？　というか、秩ちつ序じよと平和と自由についてあんなに深く真剣に考え込んだ自分はどうなるの？

　ウィル子はウィル子で、拍ひよう子し抜ぬけしたように。

「……ツッコミどころ満まん載さいの気持ちはわかりますが、マスター。ここは一応、握あく手しゆすべきかと……」

（……）

　ガッ!!

　こうして異星間を代表する三人は、固い握手を交かわし合ったのだった。間かん髪はつ入れず、取材用コンパクトカメラでフラッシュを連発するコバヤシ。

「もっと胸を張るんだ、ヒデオ君！　君は人類を滅めつ亡ぼうの危機から救った英えい雄ゆうなんだからな！　ＭＭＭＲ史上、かつてないスクープだ!!」

「……。あの。できれば、顔は」

「ワタシモ　オフレコデ　願イマス」

「俺モ、部隊ノ機密保持ノタメニ……」

　言いながら握手はそのまま笑え顔がお（？）を崩くずさない二人。本当になんか、なんだかなあもう。

「心配無用だ……うちの雑誌はグラビアモデル以外、全員目線かモザイクを入れるのがセオリーなんだからなっ──！」

　さすが週刊フライＤ。
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　そうして記念になるかどうかも怪あやしい、記念写真の撮さつ影えいが終わる。

「アナタノヨウナ　平和ヲ愛スル人物ガ　コノ☆ノ代表トナルコトヲ　ワレワレハ　願ッテ止ヤミマセン。ワタシト　こばやし氏ノ　勝チ☆ハ　ひでお氏ト　うぃる子氏ニ　差シ上ゲマス」

「うはーっ。真のイロモノが相手だったので、勝ち星もほんとのタナボタなのですよー」

　そして一件落着か、という空気の中。

「デスガ。気ヲ付ケテ　クダサイ。ひでお氏」

「……ウム。ヤハリ話シテオイタ方ガ、イイダロウナ」

　二人が頷うなずき合う。

「先ホド話シ合ッテイタトキ、ソレゾレノ母船カラ連レン絡ラクガアッタ。コノ都市ノ地下ニ、巨キヨ大ダイナえねるぎー反応ガ存在シテイル」

「詳クワシイコトハ　双ソウ方ホウデ　解カイ析セキ中　ナノデスガ……」

　まさか、開会式のレナの言ったとおりに原げん爆ばくが埋うまっているとか？　いや、それなら爆発しないとエネルギー反応なんて出ないだろう。あるいは……まあ少なからずの人間が暮らしているのだ、発電施し設せつみたいなのがあるだけかも知れないし。

「今度ハ　調査員トシテデハナク　友好ノ使者トシテ　オ会イシタイト思イマス。ソレデハ　サヨウナラ」

「俺もすぐに帰って、この事実を公表しようと思う！　ＭＭＭＲの特集記事を楽しみに待っていてくれ！」

　手を振ふるグレイと、コバヤシ。センタービルに向かって去っていく。勝ち負けといっても審しん判ぱんも誰だれもいなかったが……まあいいか。受付けで言えばどうにでもなるかも知れないし。

　ウィル子が残った火星人に目を落とす。

「……そういえば、すもーくも参加者として潜もぐり込んだのですかー？」

「イヤ。俺ハアノぐれいヲすとーきんぐスルタメニ、すにーきんぐ・みっしょんトシテ、コノ都市ニ潜せん入にゆうシタ」

　そう言ってすもーくは、がぽっ、と愛え媛ひめみかんの段ボール箱に身を隠かくした。

「中チユウ佐サ、聞コエルカ！　コチラすもーく！」

《ウム、ヨクヤッタゾすもーく！　みっしょん・こんぷりーとダ！　帰キ還カンセヨ！》

「了リヨウ解カイシタ！　ソウイウワケダ。短イ付キ合イダッタガ、ひでお、うぃる子、君タチノコトハ決シテ忘レハシナイダロウ……貴君ラノ健ケン闘トウヲ祈イノル！」

　段ボール箱は、がさごそと地を這はうようにどこへやらと消えていった。

「……まさか、ウィル子」

「？　どうしたのですか、マスター」

「この都市の、地下には。核かく搭とう載さい型二足歩行ロボッ」

「ありません」

　と、チョップ一発。

　こうして大銀河の架かけ橋になるという大偉い業ぎようを達成したヒデオ。しかしそんな功績が大会の今後に何の役に立つはずもなく。

　聖魔杯は決勝大会への数少ない切きつ符ぷを焦しよう点てんに、収しゆう斂れんし始める──。
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　ホテルのロビー。

　リュータはコーヒー片手に、日々地下に潜もぐっては記録してきた、自家製のダンジョンマップをおさらいしていた。そして何とはなしに、それらを重ね片付けようとしたとき。

（なんだ、こりゃ……？）

　本当に何となく気付いたのである。地図の空白が重なる場所。こうして重ね明かりに透すかすと、地下五十六階から先、渡わたり辿たどり着けない空間が見て取れる。

　モンスターと戦いながら休きゆう憩けいがてらに記し、帰ってきてからまとめたようなマップだ。そう正確な地図ではないにしろ、しかしてんでバラバラと言うには位置がまとまりすぎていた。

　あるいは空間ではなく、本当に岩が詰つまっているだけの何もない場所かも知れないが……それまでやってきた冒ぼう険けん者しやとしての勘かんが、リュータの顔をにやけさせた。

（……何かあるな）

　大体がこの聖せい魔ま杯はいからして、遊び心たっぷりの大会だ。ダンジョンもまた、スリル満点の多た彩さいなトラップがそこかしこ。そんな設計者の性格を鑑かんがみれば、何もない方がおかしいだろう。

　何らかのスイッチ式の入り口か、ワープ転送式か。あるいは古典的な、さらに下の階まで降りてから、上ってくることでのみ入れるような場所なのか。

　さてその向こうにあるのは、一匹ぴき数百万チケットを稼かせぎ出せるようなレアモンスターか、はたまた金銀財宝か……。

　何にせよエレベーターの届く限度、地下五十階から先を探たん索さくしている者はごくわずかだ。となればこのことに気付いているのも、わざわざマッピングなどして歩いている自分くらいのものだろう。

（こりゃいいや。楽しみが一つ増えたぜ）

　するとエルシアが、ちょうどエレベーターから降りてきたところだった。今日もメイド姿のノルカ・ソルカ姉し妹まいが付き従っている。エルシアがリュータの対面のソファに掛かけると、その主人が何かを言う前に、片方がホテルのメイドへ注文を告げる。

　以前のやんちゃ振ぶりなど、この数日でどこ吹ふく風。馬子にも衣い装しようではないが、元がよいので楚そ々そとしたメイド姿もよく似合っている。

「……よく躾しつけたな、おい」

「そうね」

「なあエルシア。ものは相談だが、俺の部屋に片方くれ」

「自分で聞いてみれば？」

　リュータが顔を上げたときには、二人は魔ま導どう力をたっぷり乗せた手の平をリュータへロックオンしていた。

「やっぱいらねえ」

「そう」

　ホテルのメイドもよくしたもので、すぐさまティーセットを持って現れる。コケる。アツアツのティーポットをリュータにぶちまける。

「うお熱あっちゃああっ!?」

「ああ、大変失礼いたしましたお客さまっ！　ただいますぐタオルをお持ちしますので……！」

　お辞じ儀ぎをして、踵きびすを返したメイドの腕うでをとっ捕つかまえる。

「って、ちょっと待ててめえリリー！」

「えー？　誰だれのことー？　知らなーい」

「Ｍ16ぶら下げてサングラス掛けてるメイドなんて他ほかにいるかボケっ!!」

「えへへぇ……バレたか」

　頭を搔かき搔き。

「じゃ、これで」

「まだ話は終わっちゃいねえ！　返せ俺のマップを！」

　リリーの細い肩かたをガクガク揺ゆさぶると、エプロンの下からカサカサと地図が降ってきた。

「……ちぇっ」

「ったく、油断も隙すきもあったもんじゃねえ……大体なんでお前がこんな所にいるんだよ」

「え？　たまにはメイドらしいこともしてみようかな、って♪」

　スカート摘つまみ、舞ぶ踏とう会か何かと勘かん違ちがいしたようにくるりん。

「そしたらニヤニヤしてたじゃない、地図見ながら。お宝でしょ？　お宝」

「……何とか言ってやれよエルシア」

　エルシアは、本物のメイドが持ってきた紅茶を一口。

「楽しそうね。私も手を貸してあげる」

「……」

　聞き間ま違ちがいだろうか。

「手を……貸す？　そう言ったのか？　お前が？」

「ええ」

「水がなければロイヤルミルクティーを飲めばいいじゃなーい？　とか、ご飯がなければティラミス食べればいいじゃなーい？　とか、住む家がなければホテルで暮らせばいいじゃなーい？　とか言ってたあのお前がか!?」

　ぱちっ、とエルシアが指を鳴らした途と端たん、リュータはノルカとソルカにボッコボコに殴なぐられた。

「言ってないわ。似たようなことを思っているだけ」

「ふぁひ……ふみまへん……」

　案外この女は、苛いらついたときでさえ、めんどくさいから実力行使に出ないだけなのかも知れない。

「で、探しに行くんでしょ？　お宝」

「いてて……なんでそうなるんだよお前も」

「だって面おも白しろそうじゃない」

　ね？　とリリーが聞くと、エルシアは小さく頷うなずき立ち上がった。

「……エルシア。お前、その姉妹と戦ってから、ちょっと変わったよな」

　なんというか、あんまりめんどくさがらない。聖魔グランプリもてっきり傍ぼう観かんかと思ったら、最後まで助手席に乗っていたし。

　そんな背後で、ノルカとソルカが両手を前に合わせたまま。

「「エルシア様、私どもは」」

「好きになさい。門限は私が帰るまで」

　この気き紛まぐれ女が相手では、いつ帰ってくるか知れたものじゃない。どこにも出られないんじゃなかろうか。姉妹は嬉うれしさ半分、困こん惑わく半分の微び妙みような表情で主人の出立を見送った。




　　　　②




　三人で街を歩く。本当ならば両手に花なのだろうが、リュータとしてはこの二人、トゲが多すぎる気がしてならない。

「あーあ、楽しかった聖魔杯もあと半分かー。平和ー。面白いこと起きないかなぁ」

　頭の後ろに手を組みながら、平へい穏おんな街並みを眺ながめるリリー。

「こないだのエキシビションマッチは楽しめたけどな。もっとやってくれねえかな」

「でもリュータのお師し匠しようさん出てなかったよね？　一年前からの優勝候補なんだから、登場すれば絶対盛り上がったのに」

「そんなガラじゃねえよ、あの人は。あれだけ早く負けたんだ、もう国に戻もどってノンビリしてるだろうぜ」

　それもそうか、とリリーが呟つぶやく。それから思い出したように、おかしそうに。

「優勝候補って言えば、ヒデオくんたちあれからどうしたかな？　ロズウェルの人」

「さぁなぁ？　ミステリーサークルに連れてかれて、キャトルミューティレーションでもされたんじゃねえか？」

　あはははははは。

「なあエルシア。いくら長生きなお前でも、さすがにグレイなんて見たことねえだろ」

「あるわよ」

　……。

　リリーと二人で顔を見合わせ、それ以上は聞かないことにした。世の中には知らない方がいいこともある、という好例。

　商業区を歩く道すがら、向こうから見み栄ばえのする少女が歩いてくる。ツインテールにダテ眼鏡フアツシヨングラス、ミニスカート。

　気付いたリリーが大きく手を振ふる。

「おーいカッコー、何してるのー？」

「やっほー、すっずら～ん。ワタシはウィンドーショッピング～、って……」

　二人が友達なのは、リュータもリリーから聞いて知っている。しかし彼女こと本名ヴィゼータは、こちらを見るなりぎょっとして立ち止まった。

「？　どうしたのカッコ」

「にゃ……にゃーんと……ワタシ、用事思い出したからね……？　さようならー」

　一八〇度回頭。スタスタ早足に遠ざかるヴィゼータ。なんだろう、と立ち止まるリリーとリュータの間を、なぜかエルシアがスタスタ歩いていく。

　様子を覗うかがうように振り返るヴィゼータ。エルシアが近付いてくるのを見るなり、

「今日はあっちに行きたい気分気分～っ!!」

　ものすごいスピードで走り始めた。

　なぜか同じスピードでエルシアも走り始める。

「お、おいエルシア!?」

「ちょっと二人とも、どうしたのーっ!?」

　走る走る。

　魔ま人じんヴィゼータ、かつては魔人組織ゼピルムの幹部だっただけあり、その身体能力はハンパではない。しかしエルシアも魔界のプリンセス。負けない……というより、さらに平然とヴィゼータを追いかける。

　どんなに頑がん張ばっても人間であるリュータとリリー。やがて二人を見失いそうになった頃ころ。

「六一六ページ」

　姉し妹まい戦でも使わなかった六百番台の魔法をいきなり発動。ヴィゼータ直ちよく撃げき。

「[image: ]ゃ[image: ]ぁ～～～～～～～～～っ!?」

　余波でオフィスビルの一つが崩ほう壊かい。道路にクレーターができ、爆ばく風ふうで高々と虚こ空くうに放ほうり上げられたヴィゼータは、

「ぁ～～～～～～～ああっ!!」

　べちゃっ、と爆心地に落ちてきた。

「久しぶりねヴィゼータ。お兄様は元気かしら」

「えっ……エルシオン様は、元気元気～……♪　少なくとも今のワタシよりね？　けほっ」

「そう」

　ゼエハア言いながらリュータたちが追い付いたのはそのとき。

「お……おおおおおいエルシアっ……」

「かっ……カッコとも知り合い……だったんだ……？」

　あれだけの威い力りよくの魔法を放って平然としているエルシアもエルシアだが、それを喰くらってちょっと焦こげたぐらいのヴィゼータもヴィゼータ。リュータは上位魔人の恐おそろしさを、まざまざと見せつけられた気分だった。

「そっか……エルシオンさんは、エルシアさんのお兄さんなんだっけ？」

「そうなんだけどね？　でもでも鈴蘭、お兄さんと違ちがってこの妹さんちょっとアレだからね？」

　小声だったが、リュータには彼女の言いたいことが、それはもうほんとによくわかった。

「で、エルシア様。ビル一個吹ふっ飛ばしてまでこのワタシになんの用ですか？」

　エルシアは少し小首を傾かしげる。用事ならもう済んだじゃない。みたいな。

「お兄様のことを聞きたかっただけよ」

　それなのになんで逃にげるのかしら？　みたいな顔。お前がそんなだからだ、とリュータは喉のどまで出かかった。

「でもでも、なんで鈴蘭と一いつ緒しよ？」

「ああ、うん。これからみんなで一緒にダンジョンお宝を探しに行くの。カッコも一緒に来る？」

「ちょっと待てよリリー！　お前、ピクニックに行くんじゃねえんだぞ!?」

　そこに至って、ヴィゼータがちっちっち、と指を振る。

「あーこらチミチミ、こっち側の世界でこのワタシの強さを知らないなんてモグリだからね？　でもでもまあまあ、今日の所はエルシア様のお顔に免めんじてワタシも色々忙いそがし……」

　踵きびすを返したヴィゼータの襟えり首くびを、即そく座ざに捕つかまえたエルシア。

「そう。なら一緒に連れて行ってあげる」

「え……エルシア様超ちよう強いしワタシなんて超々必要ないない!!」

　ぐいっと。

「私の言葉が聞こえなかったかしら」

「是ぜ非ひ是非地じ獄ごくの底までお供しますっ!!」

　姉妹もそうだが、エルシアにとっての魔人ってそういうものらしい。




　　　　◆




　センタービルの受け付けまでやって来た。

「今日も潜もぐるんですね」

　受付嬢じようは日によって違うが、毎日のようにダンジョンに潜るリュータからすれば、このラティもそろそろ顔かお馴な染じみである。いっそ毎回申しん請せい書しよを書かずとも、顔パスにならんものかと思いつつ、用紙に記入。

「ところで……リュータさん」

「ん？　なんだ？」

　ラティが苦笑いしながら、後ろを指差す。

「今日はヴィゼータも一緒に？」

「ああ……何か、問題でもあるのか？」

　ダンジョンの探たん索さくは、別段、参加者に限るものではなかったはずだ。

「いえ。そうじゃないんですけど。エルシア様も一緒に……ですか？」

　笑え顔がおには、半ば哀あわれみも同居している。

「あんたも何か知ってるのか？」

「ええ、まあ……あの子、小さい頃ころにエルシア様によく可愛かわいがってもらってたので……少し苦手みたいなんですよね」

　たぶんきっと少しなんてレベルではないだろう。しかし人の繫つながりなんてよくわからないものだ。

「ってことはひょっとして、あんたも魔ま人じん？」

「あ、はい。そうなんです。こう見えても元はゼピルム幹部だったんですよ」

「っ……」

　なんだなんだ。なんか今さらっと恐ろしいことを口走ったぞ。

「と言っても、私の場合は戦せん闘とう能力とかはあんまりないんですけどね。技術士官みたいな感じでしたから」

「そうなのか……魔人の組織にも色々役回りがあるんだな。いや、てことは、大会の受付の時点でエルシアのことも知ってたわけか？　そんな風に見えなかったが……」

「仕方ないですよ。私は仕事でしたし、エルシア様は私みたいな下っ端ぱのことなんて、きっと覚えてないでしょうし」

　可愛い笑顔をしているが。

「実のところ、歳としいくつだ？」

　きらーん。

「失格になりたいんですか？」

　リュータは咄とつ嗟さに両手を挙げて降参を示した。ラティの笑顔の中に、ただならぬ眼光が見えた……ような気がした。

　まあエルシアや、リリーのパートナーのみーこなんて何千年と生きているのだ。そう気にするものでもないと思うのだが……女心だし、男の自分にわかるはずもない。

「にゃ～……ラトゼリカ、まだー？」

「ごめんねヴィゼータ。この人、私にイヤらしい質問をするから……」

「ええええおおおいっ!?」

　さらっと言った。受付嬢然とした愛らしい笑顔に一いつ片ぺんの曇くもりも無いまま言った。

「やっぱりねー。そうなんだー。ふーん。一時は見所もあるかなーって思ってたのにねぇー」

「最悪最悪～」

　リリーとヴィゼータから、ちくちくちくちく……。

「……エルシア、パートナーだろ。何とか言ってやってくれ……」

「大会初日の夜、ホテルの私の部屋に押し入ろうとしたわね」

　火に油。
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　エレベーターはその最深到とう達たつ部である地下五十階へ向けて、ぐんぐん降下していき……そして到達。地熱か何か知らないが、ドアが開いた途と端たん吹ふき込んでくる生なま温ぬるい風は相変わらずだった。

「ところでお前、そんなヒラヒラした格好で本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　リュータが聞くと、ヴィゼータはあっけらかんと。

「鈴すず蘭らんの方がヒラヒラしてるしね？」

「いや……」

　ヒラヒラの度合いでなく。それは常識的に考えれば、メイドの格好でダンジョンに潜る方がどうかしていると思うにせよ。

「私のメイド服だって、耐たい熱ねつ耐冷耐電防ぼう弾だん防ぼう刃じんの五重魔導皮ひ膜まく済みだから」

「いっ……いくら金かかってんだよおい……」

　早い話、並の攻こう撃げきではダメージ１のスーパーメイドらしい。だったらガーベスとやり合ったとき、あんなに心配するんじゃなかった。

「というわけで」

　ヴィゼータが、ばっとポーズを取った。

「あるときは『今日の聖魔杯』の司会！　あるときは聖魔都市のみんなのアイドル！　しかしてその実体は!?　へーんしーんっ!!」

　くるん、と一回転したかと思うや否いなや。

　ヴィゼータは羽根付き帽ぼう子しにマント、レイピアのような細身の長ちよう剣けんを下げ、仮面のゾロを思わせるような黒ずくめの姿になっていた。

「美少女剣士ヴィゼータ、久しぶりにけーんざーん!!」
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（これが……ゼピルム幹部の格ってやつか……？）

　リュータはややも呆あつ気けにとられる。一度は壊かい滅めつしたとはいえ、エルシアの兄が率いていた組織。その幹部。態度は飄ひよう々ひようとしていても、今の早変わりは恐おそらく、ノータイムでの召しよう喚かん術。本気で魔法など使えば、ノルカとソルカ以上なのではないか？

「ほらね？　安心安心、張り切っていくぞ野や郎ろうどもーっ！」

「おーっ！」

　やたら元気なヴィゼータとリリーが勢い込んで歩き出す。すぐ立ち止まり、振ふり返る。

「そう言えばお宝って、どこどこー？」

「なんか空白の場所だよね？　どうやって行くの？」

「あ……あのなぁ、お前ら……」

　リュータは嘆たん息そくしてから地図を開いて見せた。

「俺はこの場所が怪あやしいと思っただけで、何があるかなんて全然知らねえ。そもそも行き方もわからねえ。ただ潜もぐるだけじゃつまらねえから、今日からちょっとずつ調べてみようと……」

「えー、何それ聞いてなーい。つまんなーい。使えなーい」

「だめだめじゃん……」

　二人で肩かたをすくめ、ダメダメと首を振る。

「なら探しましょう」

　エルシアの声にリュータが振り返ると、しかし彼女はいつも以上に冷めた目付きを晒さらしていた。別に二人を見み咎とがめる様子ではないのだが、リリーとヴィゼータはそれで黙だまる。

「行かないのかしら」

「……まあ、いいけどな。目星は付けてあるんだ」

　これまで制せい覇はしてきた階に、それらしいスイッチや何かは見あたらなかった。となれば、絞しぼり込むべきはそれ以下の階。

「とりあえず地下六十一階まで降りるぞ」

　エレベーターはここまでだ。となれば必然徒歩。リリーとヴィゼータが、うんざりという顔を見せていた。

　しかし、こっちにはコツコツと作り上げた地図がある。広いは広いが、地下の限られた空間での話だ。階段から階段までを淀よどみなく歩けば、距きよ離りとしてはそう遠いものではない。オマケに今日はエルシアとヴィゼータが、現れるモンスターを片っ端ぱしから瞬しゆん殺さつしてくれるのだ。

　エルシアの強さはわかっているが、ヴィゼータもやはり強い。

「うりゃー。うりゃー」

　Ａランクのモンスターが出て来ようとも、まるで子供のチャンバラ。お遊びだ。あんな細身の剣をして、刺し突とつではなく切り払はらう。それでいて斬ざん撃げきは、カミソリの如ごとき鋭するどさで標的を切断する。

　ゼピルムの幹部でもあっただろうが、よくよく考えれば、今はあのリリーの側近なのだ。みーこがかつて、魔ま王おうの側近であったように……。

（……とんでもねえ街だよな、ほんとに……）

　リュータは彼女たちの反則的な強さを知ると同時、人間の限界に半ば辟へき易えきとしてしまう。

　自分も切れ味では世界的に知られる刃は物もの、日本刀を下げてはいるが、ヴィゼータほど綺き麗れいに何かを切断できたことはない。エルシアの魔法も然しかり、人間があの破は壊かい力をなそうとすれば、燃料気化爆ばく弾だんか戦術核かくか。いずれにせよ個人が携けい行こうするレベルではない。

　それが人間と魔ま人じんの差。

（……だが……）

　自分が標的としているアルハザンの頭目、アーチェスもまたそのクラスに位置する魔人なのだ。こうして魔人の強さを目まの当たりにするほどに、本当に自分がアーチェスに勝てるのか、そんな不安ばかりがリュータの裡うちに膨ふくれ上がる。今まで調べてきたが、未だ参加者の中にそれらしき姿を見付けられていなかった。ともすれば、この都市にはいないのではないか……そんな勝手な憶おく測そくに、ほっとしそうになるのだ。

（迷うんじゃねえ……！）

　ガーベスや、ノルカ・ソルカ姉妹、エリーゼ・ミスリライトの証言と、アルハザンが暗あん躍やくしている証しよう拠こは充じゆう分ぶんすぎるほど出で揃そろっているのだ。ならばいないはずがない。

　あの男は完かん璧ぺき主義者だ。自ら手を下すことは滅めつ多たになくとも、己おのれの描えがいた絵図が思い通りに描かれているかどうかは、どこかで見ているはずなのだ。それによって人間の惑まどい苦しむ姿こそが、奴やつの愉ゆ悦えつのはずではないか。

　一行は、一時間とかからず六十一階へと続く階段に到とう着ちやくした。ぽっかりと開いた口を見下ろしながら、リリーが言う。

「この先は、リュータもまだ行ったことないんだよね？」

「ん……？　ああ」

　リリーの声で、ようやく意識が前に向く。うじうじ悩なやんでいても仕方ない。今は今だ。

「しかし、まあ……今日は美少女剣士と魔界のお姫ひめ様が一いつ緒しよだ。すぐに制覇できるだろ」

「いやほら、謎なぞの美人メイドも一緒……」

「はいはいそうだな、ノルカとソルカがいりゃあ、もう無敵だったよな」

　ヒラヒラ手を振ふり、リュータはさっさと階段を降りていく。後ろで何やらぶーぶー言っていたが、気にしない方向で。

「お、っと。また模様替がえか」

　それまでの石いし垣がきを積んだような迷宮が、今度は鍾しよう乳にゆう洞どうのようになだらかな壁かべになっていた。通路と呼ぶにはそこかしこで大きく開け、泉や川も見て取れる。

　階段横に目立たないプレート一枚。

『聖せい魔ま都市記念公園　ララミー鍾乳洞』

「……どういうネーミングセンスだ……」

　以前に一階からざっと眺ながめてきた分を鑑かんがみると、どうやら十階層ごとにこうしたアクセントが加えられているらしかった。

　水がどこから湧わいてどこに流れているか、そんなことはモンスターがどこから湧わいているかと同じ、考えるだけ無む駄だな問題である。ここはそういう都市で、ここはそういうダンジョンなのだ。

　たとえば天てん井じようの高い地下二十階層には、休きゆう憩けい所じよだとか抜ぬかして店を開いている人間がいたし、さらに天井の高い地下三十階層にはなぜか青空と草原が広がり、畑を耕している魔人たちがいたりもした。そういう無茶苦茶な場所である。一つ言えるのは、松たい明まつ一本で潜る普ふ通つうの穴蔵なんかより、よほど変化に富み、楽しいということだ。

　リリーとヴィゼータが近くの泉に走っていく。

「わー、水綺麗ー！　冷たくて気持ちいいよ！　ほらカッコ、湧き水湧き水！　サンショウウオ、サンショウウオ！」

「にゃーん……水陸両用？　なんとーっ!?　鈴蘭、こっちの川にヤマメ！　イワナ！」

　……本当にでたらめなダンジョンだ。

「おい、エルシアも少し休憩したらどうだ？　あいつらに交ざれとは言わねえけど」

「平気よ」

　彼女は立ったまま。遠く、ある一点を見み詰つめている。思えばエレベーターを降りてからというもの、彼女も少し様子がおかしい。

「……気になることでもあるのか？」

「なんとも言えないわね。懐なつかしいような。でもいつか感じたチカラ……」

　少しばかり目を伏ふせる。

「どこだったかしら」

「……気を付けた方がいいか？」

　さっき考え込んでしまったせいか、些さ細さいなことでも気にかかってしまう。しかしエルシアは顔を上げ、さあ、の一言だけ。

　だからなんとも言えない、か。

「おい、リリー！　ヴィゼータ！　あんまり離はなれるんじゃ……」

「うわわわわっ!?　助けて鈴らっ……！」

「ちょっカッコ、引っ張ったら……きゃーっ!?」

　ばしゃーんっ、と大きな水柱。

「「たーすーけーてーっ……！」」

　流されていく。

　リュータはぐったりと項うな垂だれ、頭を抱かかえた。

「なんなんだ、あいつら……」
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「十六ページ」

　ぼふっ！　と熱風が吹ふき、ずぶ濡ぬれだったリリーとヴィゼータを乾かわかす。

「ありがとう、エルシアさん……くしゅっ！」

「あううう、もっと、もっと十六ページしてくださいエルシア様ぁ……」

　存分に冷えたらしい二人は、乾いてもしばらくの間、寒さに震ふるえていた。それを待つ間、リュータは新たな方眼紙に、彼女らを追ってでたらめに歩いた分だけ書き加える。

　エルシアが隣となりから覗のぞき込んできた。

「……何かわかったかしら」

「これだけじゃな……。まあ今までの分からすれば、空白はあの辺りなんだが……」

　と、リュータは鉛えん筆ぴつでその方角を指す。大きな壁が立ちはだかっている。

「……向こうまで、回り込んでみねえとな」

「そう」

　エルシアがじっと見詰めていた。

「やっぱ、何かあるのか？」

「そうね。何かしら」

　要領を得ない。ただ、彼女はずっと気にかけている。あれだけ様々なことに無む頓とん着ちやくなエルシアがだ。危き惧ぐと呼べるものではないにしても……この深度。もはや、おいそれと軽視できるものではなかった。

「一いつ旦たん、引き上げるか……」

　リュータが言いかけたときだった。

「あれ？　ねえカッコ、何か落ちてる」

「お宝お宝!?……って、ただの吸い殻がらじゃん？」

　吸い殻？　とリュータはそちらを見やった。だがそのときにはなぜかヴィゼータが抜ばつ剣けん。

「これだから酒飲みとタバコ飲みはね？　ダンジョンはみんなのものですマナーを守って正しく綺き麗れいに使いましょうスラーッシュ!!」

「待てっ!!」

　リュータが出した突とつ然ぜんの大声に、二人はビクリと身をすくめた。

「ななっ、なに!?　どうしたの!?」

「罠わなワナ？　タバコ型爆ばく弾だん？」

「いや……」

　リュータは捨てられた吸い殻に歩み寄る。なぜならそれは、見覚えのある銘めい柄がら。師し匠しようであるレッドフィールド大たい佐さの愛飲する葉巻だったからだ。

　地下七十階付近まで到とう達たつした彼は、未いまだにレコードホルダーだ。ならばもちろん、この階も通っているはずなのだ。

「……こいつは大佐からのサインだ」

「「？」」

　実用として習ったものではない。話で聞かされただけである。

　吸い殻を残すというのは、彼がベトナムや南米のジャングルで、それ以外に物がないような状じよう況きよう下かで用いた、見落とされて当然、敵に勘かん付づかれるも止やむ無しの賭かけだったそうだ。

　そのまま残してあれば、それは敵拠きよ点てんや大おお掛がかりなトラップフィールドを示す悪い報しらせ。フィルター部分を千切ってあれば、味方拠点やヘリとの合流ポイントを示す良い報せ。一つ気を付けるのは、先せん端たんではなく吸い口の方向がその位置を示している……ということだ。

　他ほかにも巻紙を剝はがす、フィルターをほぐす等でいくつかのことを知らせ合っていたらしい。今回のは紙巻き煙草たばこではなく、葉巻だが……。

「へー」

「ほー」

　と、リリーとヴィゼータ。

　気き紛まぐれのポイ捨てではない証しよう拠こに、これまでの階のどこにも、こんなものは落ちていなかった。それ以前に彼は愛あい煙えん家かであり、そういうマナー知らずなことはしない。そしてこんな、一口だけ吸って捨てるようなこともしない。大たい抵てい、根本近くまで楽しむヘビースモーカーだ。

「ふーん……でもそうだったとしても、モンスターに蹴け飛とばされて、たまたまここに転がってきたってこともあるんじゃ？」

　リリーの指し摘てきは的を射ていた。

「……そりゃあ、な。いつ捨てられたかもわからねえし、その可能性もあるんだが……」

　むき出しの岩いわ肌はだのような地面だ。実際、風でも吹けば容易に転がるだろう。

「でもでも鈴蘭、とりあえずこの階にあるってことはね？　この階に何かあるってことなんじゃない？　お宝とか」

「あ、なるほど。他の階にはなくて、この階にだけ捨ててあるんだもんね」

「とはいえ……」

　葉巻は、そのまま転がっている。紙巻きのそれと違ちがってフィルターはないし、千切るのは難しいが、ナイフで切れ目を入れた様子すらない。

「悪い報せの方なんだがな」

　問題はその悪報が、何を示しているかだ。今のリュータには、それがエルシアの気掛かりとも符ふ合ごうしているような気がしてならなかった。彼女や、あの大佐ほどの人物が危惧するもの。

　足音が聞こえたのはそのときだった。

　奇くしくも葉巻の吸い口が向いた方向から、男が二人。

「おや、先客でしたね」

　言ったのは、柔にゆう和わな笑え顔がおを浮うかべる三十代前後の優やさ男おとこだった。長めの金きん髪ぱつを流し、知的な縁ふちなし眼鏡めがね。上等なスーツに品の良い革かわ靴ぐつ。これほど深い地の底に、手ぶらのまま歩いている。

　その男に付き添そう片やは、よく見れば高校生ほどの少年だ。針のような黒くろ髪かみ、黒いデニムの上下。腰こしの左右にリボルバー、胸の左右にオートマチックと四丁もの拳けん銃じゆうを下げ、腰のガンベルトには剝むき身の弾だん丸がん、たすき掛けにした胸のガンベルトにはマガジンを連ねていた。ただその表情には年相そう応おうの精気がなく、垂れ目気味のやる気ない目で、スーツ姿の男を見る。

「……どうするんだい、オヤジ」

「あっはっは。どうもこうもないでしょう、ザジ君。私たちは参加者、そしてこの方たちも参加者……こんな地の底なのですから、ここは一つお互たがい仲良く」

　にこやかに手を差し伸のべてきた男へ向け、リュータは腰の拳銃を抜ぬき放った。

「見つけたぞ……てめえ、アーチェスだな」
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「いやぁ……バレちゃいましたか」

　男……アーチェスは意外なほどあっさりとそれを認めた。しかもあろうことか、旧交を深めようとでもいうかのように、一層笑みを深くして。

「いえ、久しぶりですねリュータ君。本当にお久しぶり。私は君が見違えるほどだったのに、君の方は覚えて……」

「ふざけんなてめえ！　こっちは毎晩毎晩血ち塗まみれで笑うてめえの夢にうなされてきてんだ!!　忘れようったって忘れられるかっ!!」

　その声、その目。まざまざと蘇よみがえる。この男はあの日も、こうして笑っていた。頭から返り血を浴びてもいやな顔一つせず、イカレた様子もなく、ただこうしてニコニコと優しく笑っていた。

　幼心に、それがどれほど不気味だったことか。

　この男は多くの組織の長おさがそうであるような、冷れい酷こくや冷れい徹てつとは違う。計算高くはあるが、聖者の顔を決して崩くずさない。暖かみという仮面を被かぶる残ざん酷こく者しやなのだ。

「笑うんじゃねえ!!」

「いや、そう言われましてもですね……コレが私の地顔、地声なものでして」

　今度は頭を搔かいて苦く笑しようを見せる。

「だから言ったんじゃないか、オヤジ」

　ザジと呼ばれた少年もまた、リュータがそれに手を掛かけると同時、己おのれのホルスターから銃を抜いていた。彫ちよう金きんと象眼の施ほどこされた見事なリボルバー拳銃は、淀よどみなくリュータの眉み間けんを狙ねらっている。

「……銃を下ろしなよ。その馬ば鹿かでかいデザートイーグルで、オレと勝負するのかい」

　リュータもまた微び動どうだにせず、嚙かみ付くような視線だけをザジへ投げる。

「ガンマン気取りのガキはすっこんでろ」

「ガキはあんただよ。オレはこう見えても魔ま人じんさ。第一次大戦の頃ころからコイツを振ふり回してる」

　ザジの得物はスミス＆ウェッソン、スコフィールド。一世紀以上も昔に開発され、今では廃すたれた中折れ式の骨こつ董とう品ひんだ。

「上等だ、どっちが速いか試ためしてみるか……!?」

「……いいけど、そいつじゃオヤジは死なないよ。あんたは脳みそ撒まき散らして終わり。オヤジはタンコブ作って終わり。あんただってわかってるんだろ？　オヤジがただの魔人じゃないってことくらい……」

「くっ……!!」

　呆あきれるようなザジの声。アーチェスは苦笑したまま、バンザイしている。だからこそ苛いら立だつ。ムカつく。ヘドが出るとはこのことだ。だが……ザジの目は虚うつろだからこその、いわく言い難い迫はく力りよくがあった。あのヒデオ同様、いざとなれば呼吸するように人を殺す目付きだ。

「……いや、タンコブもできないか。そんなに震ふるえてちゃ、当たる物も当たらない」

「っ！」

　言われて初めて気が付いた。ただただ、心臓の鼓こ動どうがうるさいだけで、気付く余よ裕ゆうもなかったのか。長年追い求めた獲え物ものを前に、興奮しきり……いや。

「……怖こわいんだろ」

「黙だまれ!!」

「カムダニアはオヤジの予想を遥はるかに超こえた地じ獄ごくになった。あんた人間だろ。その歳としであそこにいたんじゃ、そりゃトラウマに……」

「黙れぇッ!!」

　銃声が轟とどろいた。

「っ……」

　聞き慣れた、自分が放った銃声だった。わずか二メートルの距きよ離り。だのに、ものの見事にアーチェスの髪かみを数本、飛ばしただけ。

　そうだ。恐おそろしい。このアーチェスの何の害もない笑え顔がおが恐ろしいのだ。渦うず巻まく炎ほのおの紅ぐ蓮れん、血ち飛沫しぶきの紅蓮、硝しよう煙えんの匂におい、それに混じる人の焼ける黒煙、その中で見た笑顔。

「あ……、ああっ……」

　今やリュータは、銃を取り落とさないだけで精せい一いつ杯ぱいだった。狙い定める余裕もない。

「……あんた、運が良かった。オヤジに言われてるから、外す分にはオレは撃うたないよ」

「ぐ……、う……！」

　チャンスだ。チャンスなんだ。ファミリーの敵かたきを討つチャンス。十数年と追い続けてきた獲物が、目の前にいるんだ。なのになぜ、身体からだが言うことを聞いてくれない……!?

「うにゃ～……めんどくさいことになった～。どうしよ鈴蘭？」

　うんざりとした声を出すヴィゼータ。進み出たリリーが、落ち着き払はらった声で言う。

「リュータ、銃を下ろそう」

「なっ……なんだとてめえ!?　どっちの味方だ!?」

　リリーは自身の得物に、手を触ふれてもいない。ただ傍ぼう観かんするような姿勢。

「てめえもアルハザンを追ってたんじゃねえのか!?」

「リュータってば、何か勘かん違ちがいしてるでしょ」

「なんだと……!?」

　リリーは腕うで組ぐみしたまま言った。

「あなたと私じゃ、考え方の起点が違うよ。私はね、この大会で悲しいことが起きて欲しくないだけなの。リュータが死んでも悲しいし、アルハザンの誰だれかが死んでも悲しい」

「ガーベスを見殺しにしたクセに、何を今さら善人面づら……！」

「彼だったら、あのあとすぐに助けさせたよ」

「ッ!!」

　怒いかりと恐きよう怖ふに凝こり固まった頭のどこかが、激しく短たん絡らくする。

「てめえっ!!」

　翻ひるがえり、銃口をリリーへ。しかし。

「あ……う……!?」

「鈴蘭を狙うのは、だめだめ」

　まるで知覚不可能な速度だった。首に冷たいものを感じたのはわかったが、それがヴィゼータの切っ先であることに気付いたのは、彼女の声が耳元に聞こえてからのこと。
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「て……てめえら……！」

「無様ね」

　エルシアまでが冷めきった声で言う。

「あなたの獲物は何？」

　獲物。標的は……。

「あ……」

　少なくとも、リリーではない。銃口を逸そらされ、今そこでほっと胸を撫なで下ろしている優やさ男おとこだ。そのはずだった。それがどうして、ヴィゼータに喉のど頸くびを狙ねらわれなきゃならない？

（俺は……何をやってんだ……。逃にげた、のか……？）

　激情に駆かられるまま、アーチェスから逃げるための口実のように、リリーを狙ってしまった。リュータもようよう構えた腕を下ろし、そのまま項うな垂だれた。それを見てヴィゼータも、剣けんを鞘さやに収め、リリーの元に戻もどっていく。

　そしてザジが小さく溜ため息いきをついた。

「……ったく、余計な茶々入れるなよ。こっちの本命は向こうなんだ」

「「!?」」

　何の気き迫はくもなく、ザジが再び銃じゆうを抜ぬく。
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　銃声はほとんど一発にしか聞こえない。しかし実際に放たれたのは、シングルアクションを利用した凄すさまじい速射、正確無比の二発の弾だん丸がん。ヴィゼータが鈴蘭を抱かかえて飛んでいなければ、リリーは間違いなく眉み間けんと心臓を撃ち抜かれていただろう。

「ちょ、ちょっとザジ君!?」

「いいじゃないかオヤジ。組織にとって目め障ざわりなんだろ」

「いえ、だからってそんないきなり……！」

　二人が倒たおれたところへ、さらに速射。シングルアクションの弾倉を、半秒とかからず空にする。

「うひゃあ!?」

「わああ!?」

　リリーとヴィゼータが左右に転がり、それぞれが近場の鍾しよう乳にゆう石せきのような岩場に隠かくれる。

「どいつもこいつも偉えらそうに言いやがって、結局こうなるんじゃねえか!!」

　リュータは握にぎったままのデザートイーグルを、弾たま込ごめの隙すきを突ついてザジに。だが彼はガンベルトから弾を抜きながら、左右に不規則なステップを重ね、距離を取っていく。

「ちょ、ちょっとザジ君!?　追いてかないでくださいよ！」

「くっ!?　待て!!　待ちやがれっ!!」

　今さらながらリュータは、逃げ遅おくれるようなへっぴり腰ごしのアーチェスの背に向かって、ガンガン引き金を引く。しかし弾丸は、まるで見えざる壁かべに阻はばまれるようにアーチェスの寸前で火花を散らし弾はじかれる。

（魔シ導ー障ル壁ドっ……!?いや!?）

　目を疑った。ザジが持ち替かえたガバメントの銃口が、こちらが引き金を引くと同じタイミングでフラッシュしているのだ。

「なっ……、弾を弾でハジキやがるのか!?」

　その隙にアーチェスは、まるでゴキブリのような身のこなしでザジのいる岩いわ陰かげに飛び込んでいく。

「くそっ！」

　リュータも後退、弾倉が空になる頃ころ合あいには、リリーたちの隠れた岩場に滑すべり込む。間かん髪はつ、弾を入れ終えた向こうの岩場から、ザジが凄まじい連射を浴びせてくるところだった。

「ちっくしょうリリー、見やがれ!!　てめえがぐちゃぐちゃ抜かしたせいで……!!」

「まあまあ、そう言わないでよ。やっと楽しくなってきたじゃない！」

　姿勢を低くアサルトライフルを構え、嬉き々きとして向こうの岩場に叩たたき込むリリー。

「くそっ、人の気も知らねえでよ！　イカレてるぜ……！」

　リュータはデザートイーグルの弾倉を落とし、新たな弾倉を叩き込む。リリーが弾切れになったところで、入れ替わりに弾幕を張る。

「って、おおおおおいっ!?　エルシア、何でお前だけそのまま突っ立ってんだよ!?　早くこっちに来いって!!」

「……でもでもエルシア様だったら鉄てつ砲ぽうくらい、何ともないと思うけどね？」

「まあまあカッコってば、そんなこといわないで。エルシアさんもこっちおいでよ！　こういうのも楽しいから！」

　リリーの笑え顔がおに騙だまされたように、しかし銃弾飛び交かう中を安あん穏のんとやってくるエルシア。見よう見まねでもなく、岩陰にちょこんと座る。ヴィゼータが鈴蘭から借りたサイドアーム、ベレッタＭ92ＦＳを真正面に構え、往生せいやー、命タマとったるわー、と漢おとこ撃うちに撃ちまくる。

「てめえら緊きん張ちよう感かんてものがねえのかっ!?」

「えへへ、やっと調子が戻ってきたじゃない」

　嬉うれしそうなリリーの笑顔に、リュータは虚きよを衝つかれた。

「は？　なに……？」

「勝手に沈しずんで鬱うつに入っちゃってさ。悲劇のヒーロー気取りもいいけど、そんなの私たちには関係ないしね！」

　言いながら鈴蘭は、メイド服のポケットから手しゆ榴りゆう弾だんを取り出す。

「カッコ、これ投げて！」

「おっけーおっけー！　いくぞオラー!!」

　軍人でも三十メートルも飛べばせいぜいの鉄のボールを、この少女は放物線を描えがかせず一直線に敵の岩場へ投げ付ける。

「はん、効くもんかい」

　飛び出したザジが弾幕回かい避ひのために転がりながらの曲射、お手玉のように弾はじき上げられた手榴弾は、両陣じんの中間地点で爆ばく散さんする。こちらの少女もすごいが、向こうの少年も言うだけあり、銃の扱あつかいがハンパではない。

「ほらエルシアさんも、魔ま法ほうでばーんと！」

「そうじゃん、こっちにはエルシア様がいるじゃん！　岩の一つや二つ、問題ないない！」

　実際。

　こんなに明るくコロコロと笑う彼女たちを見ていると、悩なやみ苦しんでいる自分が馬ば鹿からしくなってくる。

「ああ、くそっ！　こうなったらヤケだ、遠えん慮りよなくやっちまえエルシア！」

「そう」

　すっくと立ち上がったエルシアは、しかし魔導書を開かず手の平だけを向こうへ。

「遠慮なくでいいのね」

「「「待った!!」」」

　全員で手を下ろさせる。

「悪い、俺が間ま違ちがっていた。ダンジョンが崩ほう落らくしない程度に遠慮してくれ……」

　と、そのとき。

「……？」

　エルシアがその手の平を見み詰つめながら、一度瞬まばたきした。それから、何かに納なつ得とくしたように目を伏ふせる。

「そう……」

　だが銃じゆう撃げき戦せんの最中、リュータもリリーもそんな小さな仕草、呟つぶやきに気付く余よ裕ゆうもない。

　そうしてパカスカ撃ち合うことしばし。

　こんな地の底では弾薬が補給できるはずもなし、そもそもこれほどの銃撃戦を想定していたはずもなし。やがてダンジョンは元のような静せい寂じやくに包まれ始める。

「あのー、すみませーん……？」

　清流のせせらぎに乗って聞こえてきたのは、アーチェスの声だった。

「大変申し訳ないんですが、うちのザジ君が弾たま切ぎれとなってしまいまして……そちらはいかがでしょうか？」

　答えたのはリリー。

「うーん、私たちの方ももう無いかな……。せっかく面おも白しろかったのに」

「ああ、そうですか。よかったよかった……それじゃあですね、失礼を働いたザジ君には、私からよーく言って聞かせますので……ここは一つ、話し合いの席を設けていただくというのはいかがでしょうか？」

「うん、いいよー？」

　リリーがあっさりと。それで片付けられたのでは、リュータとしてはたまったものではなかった。

「おいリリー！　いくらなんでも、お前だって命を狙ねらわれた相手だろ!?　そんな気安く……！」

「でもまだ死んだわけじゃないし」

　いくら何でも行き過ぎている。

　なぜ笑える。

「それに私、会ったの初めてだけど、そんな悪い感じの人じゃないじゃない」

　どうしてそんな簡単に笑顔を作れる!?

「騙されてんだよ！　わからねえのか!?　あいつはそうやって人間を騙して、取り入って、利用して、気付いたときには……!!」

　気付いたときには、後あと戻もどりのできないところに。

「だったらそのときだよ、リュータ」

「な……？」

「そのとき地じ獄ごくを見るのは向こうだよ」

　リリーが笑った。それまで見せていた、今までリュータが見てきた、あどけなさの残る無む垢くな笑顔ではない。

「私はともかく、私の仲間たちはね。一線を越こえられて黙だまっていられるほど甘くないんだよ。地獄を見せようと思っているなら、それ以上の地獄を見せるんだ。だって私たちには、それだけのチカラがあるんだから。それが聖魔王というものなんだよ、リュータ」

　その暗い、暗い笑顔にぞっと背筋を震ふるわせた。

　たかだか自分と同い年くらいのこの少女が、どこで何を見てきたかはわからない。だが彼女はきっと、自分の想像も付かないようなものを見てきたのだろう。そしてそれを知っているからこそ。そして……それを使し役えきせしめるからこそ。

「だったら、何も急ぐことはないじゃない。それは地獄が始まってからでも充じゆう分ぶんだよ。なら、どこまで突つっかかってこれるか見てやろうよ。その方がずっと面白い。ずっと楽しいよ。そう思わない？」

　この女が常識人だと思っていたのが間違いだった。まともじゃない。いや、まともなはずがないのか。人間の分際で常識の外側アウターと呼ばれる連中を率い、常識の外側アウターとやり合った女なのだ。

　リュータは今ようやく、その片へん鱗りんを垣かい間ま見た気がした。息を吞のむ間に、鈴蘭は立ち上がり、歩いてゆく。後に続くヴィゼータが振ふり返り、リュータへ向けてピースサイン。ウインクがてら得意げに笑う。

「問題ないない♪」

（……なんて……連中だ……）

　単に度量が広いのではない。信じるものがあり、それに足る力を持っている。その力の使い方を心得ている。だからこそ恐おそれず、怯ひるむことなどあろうはずがない。いかな困難、障しよう壁へきも、暮らしに彩いろどりを添そえるアクセント程度にしか考えていないのだ。

　アーチェスもザジを連れ、元いた場所まで出てくる。そんな光景を眺ながめながら、リュータは拳こぶしを岩いわ壁かべに打ち付けた。砕くだけもしない。傷付くのは自分の手の方だ。何という弱さ。

「俺にも……力さえあればっ……」

　目が合った瞬しゆん間かんに殺してやれたのだ。リリーの一いつ切さいの言葉すら雑音と搔かき消し、有う無むを言わさず殺してやれたのだ。

「……もう、名前は忘れたけれど」

　エルシアが向こうを眺めながら呟く。

「知っているわ。あなたたちがアーチェスと呼ぶあの男」

「なん……だって……!?」

「ええ。だから懐なつかしいと思ったのね」

　それきり興味を無くしたように、視線を戻もどす。

「お母様の側近だった男よ」

「魔王、の……？　じゃああいつも円えん卓たくの……!?」

　しかしエルシアは首を振る。

「え……？　違ちがう、のか……？　じゃあ」

「お母様が先せん遣けん隊としてこの世界にやってきた時の、側近だったの」

「お前の母親って……ということはあいつもそのとき、一いつ緒しよにくっついてきた……生きつ粋すいの魔族、ってことか？」

　エルシアはそこで頷うなずく。

「ノルカとソルカが言っていたわね。アルハザンは魔族の復権を目指していると」

「！」

　そうだ。当たり前だが復権とは、権けん威いを新たに作る意味ではない。取り戻すという意味だ。すなわち当初はそれを持っていた者たちにのみ、当てはまる言葉。

「……確かに、そう考えれば筋が通るが……」

　だとすれば同時。

　リュータが思いかけた言葉を、エルシアが口にした。

「あなたの敵かなう相手じゃなかったわね」

「なっ……！」

　認められるか。そんな話があってたまるか。

「ふざけんな！　だったら弱い奴やつは、ただ黙って泣き寝ね入いりしろってのか!?」

「そうよ。あなたはここがどこだと思っているの？　警察や司法の届かない相手だから、同じ舞ぶ台たいに身を投げ入れたんじゃなかったかしら」

「それは……けど！　けどな！」

「そして勝てないことは、あなた自身が証明したわ」

「ッ……!!」

　もう、論破するだけの気力もなくなる。ただ歯は嚙がみし、拳を握にぎり、項うな垂だれるしかない。

　彼女の言葉は、抗あらがいようもなく正しいのだ。
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　リュータたちがダンジョンを出たときには、もう昼過ぎだった。話の流れは聞いていなかったが、気持ち悪いほど好意的な両者は、立ち話も何だからと商業区の高級中ちゆう華か料理店に場を移していた。魔まつ殺さつ商会の系列店であり、貸し切りであるが……払はらいはアルハザン側だそうだ。

「いえ、本当に申し訳ありませんでした！　ほらザジ君も謝って！　助けてもらったガーベス君なんかはしっかりとお礼を言って！」

　アルハザン側はその三人。

　魔まつ殺さつ商会側は、ヴィゼータと、みーこと、リップルラップルが同どう伴はんし……その脇わきにリュータは立っていた。

「ほら、こう言ってるんだし。リュータも座ったら？」

「いいって言ってんだろ。不ふ俱ぐ戴たい天てんだ。同じ空気吸うのも気にいらねえのに、同じ卓たくなんて囲めるかよ」

「小こ僧ぞう、今日はお嬢じようはおらぬのかの？」

　派手な黒い着物姿、みーこがどこか残念そうに振ふり返る。一転、リュータは苦く笑しようしながら言った。

「ああ……あいつ、箸はしが苦手なんだと。めんどくさいから遠えん慮りよするってよ」

　とは強がってみたが。

　実際のところどうなのだろうか。ダンジョンで自分が味わった絶望。同時、彼女はそれに失望したのでは無かろうか。愛あい想そを尽つかされたのかも知れない。

「ふふ、左様か。お嬢らしいよ。しかしもったいないの。こんなにうまい物を食べられぬのだからの」

「にゃ～っ!?　みーこ様、それワタシのフカヒレ！　ひどいひどい！」

「マーボーなの。ヒリ辛からで、おいしいの」

　アーチェスの話なんぞ聞いちゃいない。まあリュータからすれば、それも滑こつ稽けいで良かった。

　無論、主あるじをコケにされたザジとガーベスはいい顔をしていない。いくらアーチェスが言おうとも、教務室に呼び出されてふてくされたガキも同然。彼らとしては、良かれと思ってやったことだろうだけに、それも当然か。

　ガーベスが苛いら立だたしげに意見する。

「そうはおっしゃいますがアーチェス様、俺を半殺しにしたのはそこにいるリュータ・サリンジャーなんですよ！」

「へえ、そうかい。半殺しで済んでよかったなぁ、ガーベス。おかげで俺も人殺しにならずにすんだぜ？」

　リュータの痛つう烈れつな売り言葉で、ガーベスが己おのれの刃は物ものに手を掛かける。

「貴様ッ……!!」

　瞬しゆん間かん、控ひかえていたウエイターからメイドまで、総員が思い思いの得物を抜ぬき放つ。

「く………！」

　喉のどを詰つまらせ、ガーベスはそれきり動きを止めた。それはそうだ、ことを起こそうものなら、ここは即そく座ざに敵地のど真ん中と化す。聖せい魔ま王おうの手の者だ、なりはウエイターやメイドでも、中にはガーベスやザジ程度の使い手、容易に交じっているはずだ。

「あたしもこんなことより高級中華食べたいっすよう、鈴すず蘭らんさん……」

「だめだめ。クラリカさんたちは、お給料分しっかり働いてください」

　モーゼルなどと物ぶつ騒そうな大型拳けん銃じゆうを持ったメイドが、リリーの言葉でがっくり項垂れる。

「ほら、ガーベス君！　みなさんにお手数をかけさせないで！　元はと言えば、私の言葉を乱暴に取り違ちがえた君が悪いんですよ！　座って、座って！」

　ガーベスはようよう乱暴に腰こしを落とし、横を向いた。ザジは精気のない顔をしたまま頰ほお杖づえをつき、やはり横を向いている。

「ほんとに、すみませんねぇ……お騒さわがせしちゃったりして」

「でも……地下でのこと」

　リリーが真っ向から切り出した。

「まさかこんなことのために出てきたわけじゃないんでしょ？　だったら通りすがりの参加者のフリなんて必要ない」

「いやぁ、さすがにそう思っちゃいますよねぇ？　魔殺商会のリリーさん。……いえ」

　俯うつむき加か減げんに、ついと眼鏡めがねの橋を持ち上げるアーチェス。

「聖せい魔ま杯はい主しゆ催さい者しやにして、この世界を統すべる者……聖魔王鈴蘭様、とお呼びするべきでしょうか」

「私はどっちでも。ここにいるみんなは、私のことを知っているから」

「そうですか……いえ、実はですね鈴蘭様」

「あの場所に何があるの？」

　リリー……鈴蘭の鋭するどい視線と言葉で、アーチェスが面めん食くらった。いや、彼だけではない。平静を装よそおってはいるが、ザジとガーベスもごく一瞬、微かすかにだが動どう揺ようした。

「あなたたちを追っているリュータが、そのお師し匠しようさんの残したサインを見付けた。そこから進もうとした絶好のタイミングで、あなたたちは現れた。撃うち合いをしているうちにうやむやにさせ、話し合いの名目であの場所から離はなれさせた……さあ、話して。あそこに何があるの？」

　ここに来て鈴蘭に友好の色はなく、頑がんとした譲ゆずらぬ態度を見せていた。

「いえ……そんな大したものではないんですよ？　アジトです。私たちアルハザンの、アジト」

「あんなダンジョンの奥深くに？」

「ええ、これがほんとの抵てい抗こう地下組織……なんちゃって♪」




　ビュゴオオオオウッ──!!




　南極から届いたかと思わせるような、それはもうお寒い風が吹ふきすさんだ。

「オヤジさ……いい加減、ギャグの才能無いってわかれよ……」

　ザジが頰杖ついたまま、居い心ごこ地ち悪げに呆あきれていた。

「あはは……はは……。えーと……ガーベス君もそう思う？」

「申し訳ありません、アーチェス様……ノーコメントと言うことで……」

　部下に聞く前にわかるだろう。場の空気で。

「寒いの。寒すぎるの……もっと、ヒリ辛からなものを持ってくるの」

　リップルラップルなどカタカタ震ふるえ、毛布を羽織っていた。どこから取り出したかは知らないが。

　卓たく上じように手を組んだまま、鈴蘭が尋たずねる。

「地下組織はいいよ。何に抵抗しているの？　それは私たちと相反する思想なの？」

「ええ。そうですね。そこだけははっきりとさせておきましょう……」

　一息。

　アーチェスが表情を整えた。真しん剣けんではなく、どこか達観した風さえ感じる、穏おだやかな表情で。

「私たちアルハザンは、この世界に抵抗する者です」
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「……世界？」

「はい。先ほど……地下でのことです。鈴蘭様もおっしゃいましたね。悲しいことが起きて欲しくはないと」

「うん。それが？」

「鈴蘭様はどの程度のレベルでそれをお考えですか？」

「どの程度、って……誰だれかが死んだら、悲しいでしょ？　私が思っているのはそのくらいだよ。まさか飢き餓がや貧ひん困こんまでは、責任を負いきれない。そこまで傲ごう慢まんにはなれないよ」

　アーチェスは頷うなずいて返す。

「私たちはそこに反旗を翻ひるがえします」

「反旗……って」

「鈴蘭様は日本で生まれ育ったとか。世界的に見ても希け有うな富ふ裕ゆう国です。ですがこの世界には、その飢餓や貧困こそが争い、暴力、ひいては闘とう争そう……悲しいことに直結する国が、まだまだたくさんあるんです。いや、そういう国々、人々の方が圧あつ倒とう的に多い」

「……」

「カムダニアという国もそうでした」

　アーチェスはわずかに悲ひ哀あいを覗のぞかせた目で、リュータを見る。

「リュータ君。君はよく知っているはずですね」

「ったりめえだろうが！　俺のファミリーが皆みな殺ごろしにされた地だ!!」

「しかしあなたの言うファミリーは海かい賊ぞくだった。違ちがいますか？」

「それがどうした」

「今は大航海時代ではありません。海賊に幻げん想そうやロマンなどというものはないんです。生きるという現実のために商船を襲おそい、時に人ひと質じちを取り、国や企き業ぎように揺ゆすりたかりを……」

「俺の家族を侮ぶ辱じよくするんじゃねえ！　てめえいまさら聖人気取りか!?」

「聞きなさいリュータ君。感情ではなく、理性で聞いてください。ではあなたのファミリーたちは、そうしたことを一いつ切さい行っていなかったと？」

　まだ怒ど鳴なりつけることはできたはずだった。だが理性で聞けば、否定することは適かなわなかった。幼い時分はよくわからなかったが、自分や家族たちとは肌はだの色が違う人々が、しばしば連行されてくることはあった。それらに食事を持っていくのが、自分の務めだったこともある。口車に乗せられ彼らを部屋から出し、しこたまぶん殴なぐられたこともある。

「……だったらどうした」

「それらはただの犯罪行こう為いですよ。海かい賊ぞく行為などという時代錯さく誤ごが横行するほどの貧困国。それが君の生まれ育った国、カムダニアでした」

「ちっ……もったいぶるんじゃねえ」

「どうしてあの国で内戦が起きたか知っていますか？」

「てめえらが政府を焚たき付けたんだろうが」

「あの国には貧困から脱だつする術すべがありました。レアメタルとウランの大規模な鉱脈です。しかし貧困国であるが故ゆえに、カムダニアには自国でそれを産出できるほどの設備も、技術者も用意できなかった。となれば、どうすればそれらを手に入れられるか……？」

「外資系を呼び込むしかねえだろう。だが王様を始めとした政府の王権派が、それを良しとしなかった。列強に支配されてた頃ころのアレルギーでな」

　アーチェスは静かに頷いた。

「そうです。そう……しかし、国が生き残るためにはやはり鉱物資源の採さい掘くつが必ひつ須すでした。そこで当時の王権派が目を付けたのが、海賊だったのです」

「……なん……だと？」

　知らない話。聞いたこともない話に、リュータは半ば呆あつ気けにとられた。

「なぜ当時の海賊たちが、あそこまで往々に動き回れたか？　政府がそれを見て見ぬ……いえ。有り体ていに言って、それを斡あつ旋せんしていたと言っても過言ではなかったからなんです。あの国に限らず、あの地域一帯にはそうした優ゆう秀しゆうな鉱山が多いですからね。自然、それらのノウハウを持った他国の商船や、機材、資材を積んだ企業の貨物船も往来します。しかし国が行ったのでは、ただの犯罪国家……ですから莫ばく大だいな報ほう償しようを見返りとして、海賊たちにそれを命じていたんですよ」

「だ……だから、なんだ。それがどうした……海賊ってのは……」

「ええ。元はと言えば、そうまでしなければ人々が生きていけないような国……そこまで国を退たい廃はいさせた政府の責任でしょう。それを責めるつもりはありません。しかしそんなことを続けていれば、いつかは政府の悪事が世界に露ろ見けんしてしまう。今の時代、国際社会からの孤こ立りつこそが本当の意味での国家の死……それを憂ゆう慮りよし立ち上がったのが、現カムダニア政府首相、アムザ将軍でした」

「だから……クーデターが起きた？」

　鈴蘭の言葉にアーチェスは頷く。

「彼は優秀な軍人でした。たった一日の電光石火で首都を始めとした国土の五割を制圧し、ひとまずの軍事政権の樹立に成功します。しかしそれを良しとしない国王は、それを慕したう民衆の力を借りて辛かろうじて包囲を脱だつ出しゆつ……新政府軍を名乗る軍事政権に対し、カムダニア王国軍を再編制し、反政府軍を結成するんです」

　そうだ。ファミリーは民兵団として反政府軍に加わった。国王、すなわち君主を死守すべき義勇軍として戦火に身を投じたのだ。

「しかし……多くの軍人たちが政府側についたため、王権派は国王を信しん奉ぽうする民兵団、義勇兵たちを募つのるしかなかったんです。そうしたてんでバラバラな一いつ般ぱん人じんたちをどうやって統制したかと言えば……」

「海賊……か……？」

　リュータは呟つぶやく。

　だがそれは、まるで自分のものではないように聞こえた。心はそうした日々に立ち返っていた。脳のう裏りには、その日に向けて意気を上げる家族たちの光景が浮うかんでは消えていく。

「ええ。海賊、あるいは山さん賊ぞく……そうした犯罪組織の厳しい縦社会をスライドさせ、急造の軍隊に利用したんです。しかしこれは、犯罪者たちにとっても止やむを得ないことだったのではないでしょうか」

「仕方なく？　どういうことだ……？」

「国が生まれ変わったのでは、王権派に約束されていたはずの報償が立ち消えになってしまう。法律が変わろうものなら、そもそもそんな稼か業ぎようが成り立たなくなる可能性さえある……事実、アムザ将軍はそうした旧態然とした国のモラルに異を唱える、急進派の人物としても知られていましたから。君主のため、と言えば聞こえはいいですが……犯罪者たちにしてみれば、既き得とく権益を確保する意味もあったのではないでしょうか」

「ち……違ちがう！　でたらめを抜ぬかすんじゃねえ！　たとえ他ほかの連中がどうだったろうと、俺のファミリーは誇ほこり高い海の男たちだったんだ！　てめえに何がわかる!?　俺の家族はなっ、そんなちっぽけなことのために生きちゃいなかったんだ!!」

　アーチェスはそれをなだめるように、穏おだやかな声を出す。

「ええ。ですからそれについて、善し悪あしを言うつもりはありませんよ。落ち着いてください、リュータ君。確かに金銭ではなく、国王への忠誠心や、信念から戦っていた人々も多かった……そうでなければ、政府軍以上のあの団結力は生まれはしなかったでしょうから。あるいはあなたのファミリーも、そうだったのかも知れません」

「くっ……」

　不承不承の納なつ得とくだったが、リュータが口を閉とざしたのを見計らい、アーチェスが話を続けた。

「私たちがカムダニアに関かかわったのは、そのクーデターが起きる直前です」

「それは、なんのために……？」

　興味深げなリリーに、アーチェスは首しゆ肯こう。

「あの国の情勢がボロボロであることは知っていました。ですからクーデターを起こし、成功した暁あかつきには……公的に、魔ま人じんの参政権を認めてもらおうと思ったんですよ」
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「「「は……はああっ!?」」」

　リリーだけでなく、ヴィゼータや、ウェイター、メイドたち……そうした諸もろ々もろが声を裏返らせた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってアーチェスさん……参政権、って……」

「ああ、いえ。そこは別にいいんです。私たちは見た目や何かは人間そっくりですからね。選挙に行くだけなら投票所にそのままいけばいいですし、出馬しようと思えば同じ要領で議員にだってなれるわけですから」

「そ、そうだよね……？　じゃあ……」

「重要なのは公的に認めてもらう、の部分でしてね。たとえば私がニューヨークやロンドン、東京のど真ん中で魔人ですよ……と叫さけんだところで誰が信じてくれますか？」

「それは……仕方ないよ。そっくりなんだから」

「でしょう？　じゃあその違いはなんでしょう？」

「チカラ……だよね。一番分かり易やすいのは」

「ええ。ですがさっき言ったような場所でそれを見せても、私は変人扱あつかいされるだけです。それだけならまだいいんですけど、最悪対魔組織が出てきて私はちょん」

　と、アーチェスは自分の喉のど元もとに手刀を当ててみせる。

「これがほんとの、世界の中心でアイーンを……」

「オヤジっ」

　ザジがさも鬱うつ陶とうしげに、アーチェスの脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを食くらわせる。

「いい加減にしなよ。あんた、真ま面じ目めな話をしてる最中じゃないのかい」

「うぐぐっ、いたたたた……ええと、まあ、それをごり押ししたのがかつてのゼピルム……エルシオン様の一派だったというのは、鈴蘭様もよくお分かりなのでは？」

「あ……う、うん……。そうだね。そうだったよ」

「私は違うんですよ。他ならぬ人間たちの言葉で、それも政府という誰だれもが認めざるを得ない場を以もつて、それを認めてもらおうとしたんです。そうして国の主要ポストに就つけば、魔人に関する権利や法律の整備もできるでしょう」

「そのために……クーデターを？」

　アーチェスの笑え顔がおに、かげりが差す。

「はい。魔人を立証する最善の場として、戦場を選びました。見返りとして軍事政権から求められた契けい約やくは……私たちアルハザンだけで王権派を殲せん滅めつする、というものでした」

　鈴蘭が軽く息を吞のむ。

「殲滅、って……」

「古くさい王権政を廃はい止しし、カムダニアが生まれ変わったことを諸外国へアピールするため……また国の主導権がどちらにあるかを全世界に問うため、新政権として必要な示し威い行こう為いだったんです。そういう事情もあって、事は急を要されました。ぐずぐずしていたのでは国連に介かい入にゆうされ、それこそ自国の主導権を奪うばわれかねない状じよう況きようでしたからね……」

「そうして、戦争が始まった……」

「はい。当時の私たちは、二十人ほどで行動していました。三日で反政府軍の主立った基地を全すべて壊かい滅めつし、王権派の立て籠こもる旧王都に狙ねらいを定めます。その時点で私たちは、反政府軍に対し五千人以上の損害を与あたえていました」

「たった二十人で……そっか。人間だったら有り得ないからこそ……」

「はい。悲しいながらも、それがもっとも分かり易い魔人の証明なのです。ここにいるガーベス君も、ザジ君も……そして私も。反乱軍には訓練された兵士はわずかで、武器など持ったこともない民兵が大半でした。不ふ謹きん慎しんな言い方になりますが、彼らは私たちの敵ではなく……全ては、うまくいっていたはずでした」

「何か……問題が？」

「米軍特とく殊しゆ部隊、エンジェルセイバーの介入です」

　リュータは我に返ったように呟つぶやいた。

「エンジェルセイバーが……？」

「事実……私たちはあの日現れた、レッドフィールド大たい佐さ率いるエンジェルセイバーによって壊滅させられました。そんなときに出会ったのが、リュータ君。君だったんですよ」

　リュータは一度瞬まばたきした。

「え……？」

「覚えていますか？　私、君に手を差し伸のべたんですけど……」

「あっ……!?」

　思い出した。

　ああ……そのときの笑顔だったのだ。頼たよるものもなく、右も左も屍しかばねと炎ほのお。そんな地じ獄ごくの中でただ一人、彼だけが手を差し伸べ、そして言ったのだ。




　──一いつ緒しよに来るかい？




　ガーベスにしてもそうだ。彼は毒どく蜘ぐ蛛もの入れ墨ずみを好んで見せていたわけではない。そうした激戦の末、身なりも整わぬほど傷付いていただけではなかったか……？

「あ……、あぁ……？」

　なんだ？

「ああっ……!?」

　リュータは頭を抱かかえ込んだ。

　なんだこの記き憶おく？　なぜそうなる？　どうして今になって、そんな風に思い出す……!?

「……確かに私たちは、あなたの家族を殺しました。ですから恨うらまれるのは当然のこととして、私は受け入れます。しかしそうした背景があったことだけは、知っておいて欲しかったんです。必要以上に思い詰つめれば、きっと君は不幸になってしまう……そう思って」

「ふ……、ふざっ……ふざけるなよ……。てめえ、てめえら……俺にそんなこと吹ふき込んだって、俺は……！」

　うるさく吠ほえる駄だ犬けんを見るように、ガーベスが言う。

「ではなぜアーチェス様が、わざわざこんなことを貴様に教えてやらねばならんのだ。俺は一度不覚を取ったが、貴様ごときではアーチェス様に傷一つ付けられん。驚きよう異いでもない相手を、懐かい柔じゆうする意味はない」

「じゃあ、じゃあ逆に聞くがな!?　そんな民兵団のガキ一人連れてって、一体どうするつもりだったんだ!?　どうせ……！」

「なあ、あんた……あんただったらどうするんだい？」

　今度はザジが片かた肘ひじ突ついて身を乗り出した。

「助けるだろ？　普ふ通つうさ。子こ猫ねこだって拾われるんだぜ。人の子がそんなとこにほったらかしだったら、なおさら哀あわれじゃないかい」

　そうしてザジが、自身を親指で示した。

「見なって、オレもガーベスもそうやってオヤジに拾われたんだよ」

「なっ……？」

「いや、オレとかは魔人だし、特別力があるからさ。こうやってオヤジにくっついてるけど……そうでないようなのは親しん戚せきに届けられた奴やつもいるし、社会復帰した奴もいるさ」

　ガーベスがさらに引き取る。

「疑わしければこの都市の外に出て、調べてみるがいい。アーチェス様の設立された養護施し設せつもいくつかある」

　それからザジが鈴蘭を見て、思い付いたように指を鳴らした。

「聖魔王さんも確か最初親無しだっただろ？」

「へっ……？」

「ゼピルムの……なんだったかな。ああ、エスティってのと一緒だったことなかったかい。だったら、ビンゴさ。そこはオヤジの建てたところだよ」

　ショックのあまり、ふしゅ～、と頭から湯気を立てるように、鈴蘭から魂たましいが抜ぬけていく。

「にゃ……にゃ～んと……」

「驚おどろきの、新事実なの。世の中がこれほど狭せまいとは、わたしも思っていなかったの」

　喋しやべり通しで喉のどが渇かわいたのか、アーチェスが水を一口する。

「……リュータ君」

「な……なんだよ……。まだ、何か……」

「カムダニア紛ふん争そうは、起きるべくして起きました。急進派、王権派、義勇民兵団……それぞれの思おも惑わくがあり、何が切っ掛かけとなったかと言えば……結局は時間。現代社会という、時代の要よう請せいだったのでしょう。しかし私はあの内戦において一つだけ、誇ほこっていることがあります」

「誇る……？」

「あの内戦、武力闘とう争そうという一点において、人間は人間を殺しませんでした。人間を殺したのは全すべて、私たちアルハザンの魔人だったんです」

「だから……許せってのか……？」

　アーチェスは全て受け入れたように、大きく首を振ふる。

「そうは言いません。とても言えません。ですが、私は間ま違ちがったことをしたとも思っていないんです。カムダニアの軍事政権は王権派討とう伐ばつ後、即そく座ざに解体され、民主主義政府を設立しました。受け入れた外資系を補助具にして、徐じよ々じよにですが豊かになりつつあります。危険を冒おかしてまで海かい賊ぞくや山賊になろうという貧しい人々は、もういません」

「それは……知っている……。だが……！」

「国も言語も同じ人々がいがみ合い、憎にくしみ合いながら何年も続く泥どろ沼ぬまの紛争より、悲しみは少なかったと、私たちは……いえ、少なくとも私は、そう考えています。犠ぎ牲せいにした、多くの人たちのためにもです」

　リュータの口からは、もう、言葉は出てこなかった。敵てき愾がい心しんなどもうどこにもない。ただこの十年来、アルハザンという彼らに向かって溜ため続けて来た、やり場のない何かだけが。胸中で、ぐるぐると、心に穴を穿うがつように、渦うずを巻いていた。
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　少しして、鈴蘭の中に魂が帰ってくる。

「ええと……、リュータとの経けい緯いはわかったけど。でも参政権？　魔人のことを認めてもらうっていう約束はどうなったの……？」

「ええ……残念ですが。結局はエンジェルセイバーにマークされちゃいましたからね」

　悔くやしがる様子もなく、アーチェスは頭を搔かき搔き苦く笑しようした。

「向こうはアメリカ政府の特秘部隊です。そう思って逃にげるがてらに、アムザ将軍に保護を求めたんですよ。私たちを新生カムダニア政府の公人と認めてくれるよう、掛け合ったんです……でもやはり、本当に王権派を殲せん滅めつしてしまうようなバケモノの存在、認め難がたかったんでしょうねぇ……。結局私たちはそれ以上、カムダニアには止とどまることができませんでした」

「そうですか……」

　感化されたように、鈴蘭が残念そうに呟つぶやいた。次に顔を上げ。

「でも、あの。もし魔人の存在を認めてもらったとして、アーチェスさんは何を……？」

「ええ。夢物語かも知れませんけどね。私、この世界に魔人の国を作りたいんです」

　ぽかーん。

「もちろん軍事力や魔人の戦せん闘とう力に頼たよるような、武力国家じゃないんですよ。産業や通商で国際社会に通用する、国連にも参加できる、そういうちゃんとした国です」

　ぽかかーん。

「たとえば……、たとえばですよ？　アルハザンという国ができたとして……通貨はアルなんですよ。円高アル安や、日アル貿易摩ま擦さつに日アル両国は苦く慮りよし……そうして私たちはアル経平均株価の乱高下に、一いつ喜き一いち憂ゆうするわけですよ!!」

「乱高下しちゃ駄だ目めだろ、オヤジ……」




　ぽかかかぁ～ん……。




「すっ……、すごい人だっ!?」

　と鈴蘭。

「すごいというか、さすがのわたしも呆あきれたの。アホか紙かみ一ひと重えか、どっちかなの」

　とリップルラップル。

「それ、褒ほめてないない」

　とヴィゼータ。

　気を取り直したように、鈴蘭が言った。

「でも、だったら別に、私は気にしないよ。アーチェスさんの考えは立派だと思うし、相反するなんて……」

「いえ、相反するはずですよ鈴蘭様。先ほどのカムダニアの例に限らず、私たちは目的のためにはある程度の犠牲を惜おしみません」

「……それは。そっか……そうだね。そういうのは好きじゃないな」

「もう一つ。今はアルハザンなどという国を例に挙げましたか……最終的にはこの世界そのものを、魔人が統治するものとしたいんです」

　この発言には、さしもの聖魔王も目を見開いた。そんな思想、想像だにしなかっただろうし、ましてやこうも面と向かって言われるとは夢にも思わなかったのだろう。

「遥はるか古来、まだ魔ま界かいも天界もこの世界も一つだった頃ころ……コミュニティは、より賢けん明めいで力を持つ魔族たちによって統治されていたと言います。私はそれを回帰主義、と名付けたんですけど……」

「う、うん。聞いたことはあるよ……」

「実は私、魔界から来た魔族なんです」

「へっ？」

　鈴蘭は目を瞬またたかせる。
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「私は異世界から来たんですよ、鈴蘭様。もうずっと昔のことですけどね」

「……ほう。ぬしはひょっとして、フィエルの手の者かの？」

　みーこの言葉に、アーチェスは首しゆ肯こう。

「ご慧けい眼がんです。あそこまで大々的に侵しん攻こうが成功したのは、フィエル様の時だけでしたから」

「だろうの。あれは大した器量だったよ」

　穏おだやかな顔のまま、みーこは告げる。

「して、ぬしはフィエルの意志を継つぐつもりかの？」

「いえいえ。私の目的は、魔界でとやかく言われる征せい服ふくではありません。魔族……ひいてはそれに連なる魔人たちによる、この世界の統治です。良い国王による王権政治と、腐くさった官かん僚りようが動かす民主主義と、どちらが民衆に望まれるでしょうか？　たとえば、フィエル様のように無欲な方が国の全権を握にぎるとしたら？　そして魔人は、得てしてより力のある魔人、ひいてはその祖である魔族には従順なものです」

「それは……」

　鈴蘭が言葉を詰つまらせる。

「その、フィエルさんて人に会ったことがないから……」

「あれはよい女だよ。なるほど、わしはこの男の言いたいことがわかった気がするよ」

　みーこの言葉に、鈴蘭が首を傾かしげる。

「リップルラップルはわかった？」

　小さな女の子は、こくこくと。

「王政でピンとこないなら、独裁国家で考えるの」

「独裁……って、最悪なんじゃ？」

「でもこれは、その独裁者がとても善人だったらという話なの。しかも魔族や魔人だから大たい抵てい美形で、既すでにアイドルなの。でも人格者なの」

「うーん、なるほどね……」

　そこにヴィゼータがぽつり。

「でもでも、独裁政治ってね？　その人が傾かたむいちゃったらみんな傾いちゃうけど」

「そうです。そこがネックです」

　アーチェスが言う。

「ですが私はここへ来て、そのための抑よく止し力りよくを見つけました」

「抑止力……って？」

「それこそがこの大会……聖魔杯。ひいては聖魔王の座と、それを支えるかつての円えん卓たくの復活です」

　ぽん、と魔殺商会側の一同が手を打って納なつ得とくした。

「そっか……アーチェスさんは聖魔王になって、政府の仲ちゆう介かいとかなしに、一足飛びにそれをやりたいんだね」

「ご明察です。そして私は、先ほども申し上げたとおり……それが最良と信じたならば、ある程度の犠ぎ牲せいを厭いといません。たとえば、あなたのライバル会社の懐かい柔じゆうと利用。あるいは……」

「私のことも殺しちゃう？」

「いえいえ。確かにあなたは強敵ですが……その辺りのニュアンスを、この二人は勘かん違ちがいしていたようでして。あんまりな独断専行でした。それについては、何度でも謝罪させていただきます」

「なるほど……ね。なるほど、なるほど」

　鈴蘭は椅い子すにもたれ、二度、三度。頷うなずいてみせた。後。

「うん。わかったよ。アルハザンのことがわかってすっきりした。最初から言ってくれればいいのに、こそこそしてるから」

「申し訳ありません鈴蘭様。私たちはカムダニア以来、立場が立場ですので」

「でも聖魔杯を狙ねらうってことは、アーチェスさんも参加者なんだよね？　パートナーは？」

「こっちのザジ君です」

　きょとん。

「え……？　でも、魔人って……アーチェスさんも魔族で……」

「あなたがいかに聖魔王であろうとも、大会は私を人間であると認めていますよ」

　一転、鈴蘭が不敵に笑う。

「……うん、わかった。あなたもうちの社長やエリーゼ社長と同じ種類なんだね。嫌きらいじゃないよ。相手にとって不足無しだ」

「光栄です」

「ところで、なんて名前で参加しているの？」

「バーチェスです。バーチェス・マルホランド」

　一字違い。なんか複雑そうな顔をする鈴蘭。

「まあまあ。世の中そんなものですよ、鈴蘭様。それよりお話ばかり長くなってしまいましたが、ここはお近付きの印に。ささ、ガーベス君もザジ君も皆みなさんにお酌しやくして！」

「……でもバーチェスさん、お金大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ、問題ありません。実は私も、この都市ではお店やってましてね。物産店マルホランドっていうところのケチな社長なんですけど……」

　これまたポン、と鈴蘭が手を叩たたく。

「大通りの交差点のところ！」

「ええ、はい、ご存じでしたか？　いやー、光栄です」

　お互たがいニコニコ。

「うんうん、あの場所目立つもんね。じゃあアーチェスさんも儲もうかってるんだ？」

「はぁい♪　大きな声では言えませんけど、お陰かげ様さまでそれはもう」

「所場代寄こせコラ」

　ジャカカッ!!

　と。

　鈴蘭の一声で銃じゆうを持つ者は銃、刃は物ものを持つものは刃物、酌しやくに来たアーチェスを一いつ斉せいに取り囲む。

「あ……あの……、鈴蘭……様……？」

「お前かあそこの社長。やっと見つけたぞ。うちの会社の縄なわ張ばりの一等地でのうのうと商売続けて、どんなマヌケ顔してるか一いつ遍ぺん拝んでみたかったんだ」

「い……いえ、あの……？」

　アーチェスは未いまだ場の転てん換かんを理解しきれず、右往左往。

「人の命狙っておいて、仲良くお話ししてこれからお近付きになりましょう？　それでタダで帰れると思ったんだ？　面おも白しろすぎるぞ、オッサン」

　ここにいたり鈴蘭は、いよいよミラーグラスを外し何の色もない瞳ひとみを覗のぞかせる。

「悪いけどね、社長。ウチは鉛なまり玉だま一発でフェラーリ一台を稼かせぎ出すがモットーの、ヤクザ屋さんより乱暴な悪の組織なの。所場代払はらうのイヤならその心臓にどれだけ毛が生えてるか、今ここで見てあげようか？」

「こ、ここっ……殺しはいけませんよ!?　そんなことをしたら鈴蘭様も失格に……！」

「関係ないよ。私じゃなくてウチの社員が殺すだけだから」

「させるかっ！」

「甘いの」

　ガーベスが柄つかに手をかけるより早く、リップルラップルの金属バットがそれを打ちのめす。

「ぐはあっ……!?」

「ザコは、すっ込んでるの」

「もう黙だまってられるかい」

　次に動いたのはザジだった。天てん井じよう近くまで跳ちよう躍やく、同時に銃を抜ぬき放つ。しかし銃声は彼の手にしたそれからではなかった。メイドの一人が狙い定めたモーゼル、正確無比にザジの得物を弾はじき飛ばす。

「敵はいっぱいいるっすよー？」

　ザジが再び着地したときには、ヴィゼータの切っ先が喉のど元もとに。

「くっ……」

「言ったよね？　鈴蘭を狙っちゃ、だめだめって」

「くそ……」

　ガーベスをタコ殴なぐり終えたリップルラップルが、トコトコ。

「え？　おい、ちょっ……！」

　無む抵てい抗こうのザジを、ボコボコ。

「ああ、ガーベス君!?　ザジ君!?　わっ、わわっ、わかりました、払はらいます、払いますから鈴蘭様……！　で、お幾いくらほど……!?」

「売り上げの五十パーでいいよ」

「はあっ!?　は、半分っ!?　それじゃ、完全に原価割れ……！」

「毎日店先にダンプ突つっ込ますぞ」

「ひ、ひいいいいいっ……!?」

　そんな中、みーこだけが安あん穏のんと料理を食べ続けていた。

「飯くらいゆっくりと食べさせて欲しいよ……」




　　　　⑤




　遠い。

　何もかも遠い。

「あーもう、ほーんと楽しかったぁ！　しかも大おお儲もうけ！　ほら、リュータってば。いつまでぼーっとしてるの？　飲んで飲んで！　みんなあのアーチェスさんの奢おごりなんだから！」

「あ……、ああ……」

　とうに日は暮れ、今ではボディガードをしていたメイドも、ウェイターも入り交じってのどんちゃん騒さわぎ。そんなうるさいほどの喧けん噪そうすら、遠い。

　鈴蘭に肩かたを叩たたかれたリュータは、一度はグラスを傾かたむけるが……それだけ。見るもの、聞くもの、手に触ふれるもの、口に含ふくんだ強い酒の味や香かおりすら……遠く、自分が自分ではないようだった。

（俺は……どうすればいい……？）

　それだけだった。アルハザンを潰つぶすためだけに、アーチェスを殺すためだけに生きてきた。

　ふと目を留めたのは、去り際ぎわにアーチェスが残していった一枚のメモ。そこにはイギリスの、親しん戚せきの家があるという住所が書かれていた。船せん舶ぱく事故の名めい簿ぼから割り出してくれたらしい。行けば叔お父じ、叔お母ば。あるいは祖父母に会えるだろうと。また両親の墓の場所まで記されていた。

　滲にじんできた涙なみだだけが、ひどく熱く感じられる。

（俺は……）

　勝手な思い込みだった。命を助けてくれようとした恩人を、勝手な仇あだと思い込んで生きてきた。

（俺……は……）

　何もない。自分が何もない。何もなくなった。これまで自分を突き動かしてきた、悲ひ哀あいも、怒いかりも、憎にくしみも。そんな全すべてが、何もない。




　　　　◆




　宴えん会かいの続く中ちゆう華か料理店を出た帰り道、アーチェスは袖そでを涙で濡ぬらしていた。

「うっ、ううっ……ひどい……、あんまりです……店の売り上げの半分に、ガーベス君の治ち療りよう費が二千万、慰い謝しや料りようがザジ君からと、もう関係のないノルカさんとソルカさんの分まで入って三千万……。だから言ったんですよ私!?　あの人たちには手を出すなって……！」

　横を歩くガーベスが、いたたまれないように項うな垂だれる。

「も……申し訳ありません、アーチェス様……。しかし俺はまさか、あのメイドが聖魔王だったなどとは知る由よしもなく……」

「俺も悪かったよ、オヤジ……。あそこまでひどい連中とは思わなかった」

　ザジが針のような髪かみを搔かき上げる。

「けど、あの店もなんだってんだい。おしぼり一本千チケット、割り箸ばし一本千チケット、ビール一本五千チケット……？　ひどすぎるにも限度があるだろ」

　ザジは長く長ーく連なった明細をたぐり、くしゃくしゃに丸めていく。

「うう……、でもきっとまた後で来るんですよ。もっとすごいのが。まだ宴会は続いていますからね……くううっ……！」

「アーチェス様、そう気を落とされずに……今だけの辛しん抱ぼうではありませんか」

「はん、そうさ。せいぜいこの大会の間だけの話だよ」

　ぐしぐしと涙を拭ぬぐい、アーチェスが眼鏡めがねをかけ直す。街路に人ひと影かげはなく、街灯の明かりだけがぽつぽつと続いていた。その合間を縫ぬい、三人はさらに無人の公園に入っていく。

「……君たち、あの場で本気で戦ったら……勝てましたか？」

「それは……、遺い憾かんながら。俺とザジだけでは、一人二人を道連れにするのがせいぜいかと……」

「ああ、あれは無理だよ。ふざけちゃいても、どいつもこいつも超ちよう一級だったもの」

　アーチェスがぐったりと肩を落とした。

「ですよねぇ……。となると、やはり今までのような正せい攻こう法ほうは無理ですよねぇ……」

「俺たちは所しよ詮せんアーチェス様に拾って頂いた命。どう使ってもらおうとも構わないのですが……しかし向こうにはアウターも交じっています。お言葉ですが、いかにアーチェス様とはいえ身の危険が……」

「ええ、いいんですよガーベス君。その通りです。私も勝てる気が、これっぽっちもしませんでした……」

　一息。

「例のプロジェクト、どうなってます？」

「順調です。問題は発生しておりません」

「あっちは優ゆう秀しゆうなあの二人が、ガッチリ固めてるからさ」

　誰だれもいないはずの公園。すぐ近くの暗がりから、足音が聞こえてきたのはそのときだった。

「何者だ」

「……オヤジ、聞かれちゃってたら仕方ないよな？」

「いえ、待ちなさい二人とも……」

　身構える二人に頓とん着ちやくすることなく、涼すずやかな顔をした女が一人、近付いてきた。

「久しぶりね、バーチェス」

「……エルシア様。やはり、お気付きだったんですか」

「ええ。暗黒神の加護を受けたあなたの波動は、独特だから」

　息を吞のんだのは左右の二人。

「その話をどこで聞いたか知らんが……！」

「姉さん。納なつ得とくのいく話を聞かせてもらうか、ここで死ぬか二つに一つだ」

　一いち瞥べつ。

「ボウヤたちは眠ねむる時間よ」

　そして一いつ瞬しゆん。二人は己おのれが何をされたかも知らぬうちに、クレーターとなった地の底に突つっ伏ぷしていた。

　アーチェスは一歩退く。

「えっ……エルシア様……」

「一応、会話は聞いていたの。あなたが急いであの場を立ち去った理由……あれが全てではないはずね。だからこそ、打だ撲ぼくしか負わせられないはずのリュータに」

　白目を剝むいて気絶するザジを見下ろす。

「この子はあんなに真しん剣けんになっていた」

　アーチェスには、いよいよ笑え顔がおなど浮うかべる余よ裕ゆうもなくなっていた。死を覚かく悟ごした蒼そう白はくに、冷や汗あせを滲にじませる。

「……お気付き、なのですか。全て」

「あなたが行おうとしていることは、禁きん忌き」

　エルシアの視線を受け、アーチェスは息を吞み……しかし、それで覚悟を決めたように平静を取り戻もどす。

「ええ。そう言われています……しかし私は」

　言いかけたところで、エルシアは踵きびすを返した。

「エルシア様……？」

「わかっているならいいの。その上で熱を持っているのなら。それを聞きに来ただけ」

　ブーツの音が遠ざかる。振ふり返ることもなく、エルシアは去っていった。

　アーチェスは、どっと溜ため息いきをつく。




　　　　⑥




　途と中ちゆうで席を立ったリュータは、ホテルに向かっていた。しかしその入り口が見えたところで、立ち止まる。足が進まなくなる。

（どんなツラしてエルシアに会えばいい……）

　手には未練がましく、親しん戚せきの住所が書かれたメモを持っている。行ったところで今さらどうなるというのか。二十年も昔に死んだはずの子供の亡ぼう霊れい、相手にされるはずもない。

　だがこの世界で、生きる目標をなくした今……。

「何をしているの」

　声に振り返ると、エルシアがいた。よく響ひびくブーツの足音にすら気付かなかった。

「エルシア……俺……悪い。なんか、何もわからなくなっちまったみたいでよ。勘かん違ちがい……してたらしいんだ」

　笑おうにもうまく笑顔の作れぬ顔で、ぽつぽつと呟つぶやいた。

「ガキ、だったしな……異常な状じよう況きようだったってのもあるんだろうけどよ。あいつ……アーチェスは、俺を助けてくれようとしたらしいんだ。ははっ、馬ば鹿かみたいな話だよな。馬鹿だよな、俺……それなのにアーチェスは、こんな……親戚の住所まで調べてくれててよ」

　どこまでも沈しずんでいきそうな溜息を吐つく。

「ずっと、あいつを追っかけてきた……ファミリーのためだから、血ち反へ吐ど吐はくような大たい佐さの訓練にも落ちこぼれずについて行けたんだ。だってのに……な。もう、何が何だか。それにお前も言ってただろ、俺じゃ魔ま族ぞくのあいつに勝てっこねえって。そうやって色々考えるんだけどよ、考えるほど頭の中も胸の中も、ゴチャゴチャで、空っぽで……もう、何が何だかわかんなくなっちまってさ……。ははっ。ははは……は……」

「そう。なら思い出しなさい」




　ばぢんっ!!
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　平手を喰くらったリュータは、いつだかの姉し妹まいみたくくるくる回り、その場に倒たおれた。

「なっ……何するんだ、いきなりっ……」

　しかしそれだけで終わらなかった。次いでエルシアはリュータの持っていたメモを取り上げ、手の上で燃やし、灰にしてしまう。

「あ、あっ、ああっ……!?」

「それで。あなたはいいように言いくるめられ、おめおめと帰ってきたの？」

「っ……!?」

「今朝のあなたの言葉を、そのまま言ってあげるわ」

　怜れい悧りな瞳ひとみが、忌いま々いましげに細まった。

「騙だまされているのよ。わからないの？　彼はそうやって人を騙して、取り入って、利用するの」

「……あ」

　と開けた口が塞ふさがらなくなった。それは確かにあのとき、自分があれほど懸けん命めいに、鈴蘭へ言い放った言葉。

「そっ……そんな……。噓うそ、だったのか？　全部……？」

「いいえ。恐おそらく、全部真実よ」

「な、何言ってんだよお前……じゃあ、俺を助けてくれようとしたってのは？　親戚や、親おや父じやお袋ふくろの墓のことまで調べてくれたのは……」

「事実でしょうね」

「だったら……！」

「一つ聞くわ。あなたは何のために、彼を追っていたの？」

　戸と惑まどいながらも、リュータは言う。

「それは……ファミリーの仇あだを討つために……」

「じゃあ、彼の話をまとめてあげる。戦争は起こるべくして起きた。彼は自分の目的のために、軍事政権側について戦った。あなたを育てた海かい賊ぞくたちも、その戦争に参加せざるを得なかった。戦せん闘とうはアルハザンの一方的な優勢だったけど、エンジェルセイバーが現れた。そんな中で、あなたは彼に助けられるところだった……」

「あ……、ああ……」

「ではあなたの家族を殺したのは誰だれ？　あなたが復ふく讐しゆうを諦あきらめる理由がどこにあるの？」

「……それは……」

　変わっていない。何も変わってなどいない。家族を殺したのはアーチェス。今日聞いたアーチェスの話を全すべて思い出してみても、そのことにだけは変わりがない。むしろ彼は、正面からそれを認めていたはずだ。

「彼らは、何よりもエンジェルセイバーを恐れているの。目標を間近にして、それを放ほう棄きしなければならなかったほどに。あなた自身に力は無くても、元エンジェルセイバーという肩かた書がきが怖こわいのよ。そんなあなたに、執しつ拗ように付け狙ねらわれることを恐れているの。だから懐かい柔じゆうされたのよ」

「でっ……。でもよ……」

　懐柔だったとして。言こと葉ば巧たくみに敵意を逸そらされただけだとしても、しかし全てが事実なら……彼は。アーチェスは。

「ええ、彼は善人よ。お母様が聖職者とからかっていたほどの。自分が理想と思う世界のために信念を曲げず、実際身寄りのない子供たちを拾い育てていたりもするでしょうね」

「だったら……」

「だから何？」

　有う無むを言わせぬ冷れい酷こくな瞳だった。

「相手が善人だとわかったら、あなたは自分の家族を悪人と認められるのかしら。相手が聖人だったから、あなたの家族は皆みな殺ごろしにされてよかったのかしら」

　違ちがう。

「殺されていった血ち塗まみれの家族たちは、もうあなたの夢ゆめ枕まくらに立つことはないと？」

　違う！

「自分の育ちが意い地じ汚きたない海賊だとわかったら、もう悲劇のヒーローは気取れないとでも言うつもり？　あなたの家族は殺されても止やむを得ない下げ賤せんな犯罪者集団だから、仇を討つ価値がないとでも」

「黙だまれっ!!」

　気付いたときには、握にぎり拳こぶしがエルシアの頰ほおに当たっていた。

「はぁ、はぁ……！　それ以上俺のファミリーを侮ぶ辱じよくしてみろ！　てめえだってただじゃ……！」

「……」




　バッヂンッ!!




　平手で千倍返し。

「……でもね。これは私の言葉ではないわ。あなたの目がそう言っていたのよ」

「っ……！　俺、が……？」

「私は認めない。今の私は、あなたの復讐にしか興味がないの」

　酷こく薄はくな声で。

「だから立ちなさい。立ってあなたの獲え物ものを追いなさい。それが嫌いやなら死になさい。今ここで私に殺されなさい」

　エルシアが手の平を向けてくる。高圧、大容量の魔ま導どう力。人間など骨も残らず蒸発せしめる、そういう魔力を乗せた手の平を。

「さあ、選びなさい」

　リュータは……打たれた頰をさすりながら、立ち上がった。ふらつきながら、それでも力強く立ち上がる。

「そうだ。そうだよな。関係ねえんだ……あいつが俺のファミリーを殺したことには、何も変わりねえんだ。ああ……おかげで目が覚めた。俺はただ、逃にげてたんだな……」

　エルシアから魔族と聞かされてから、心が揺ゆらいでいた。倒たおせもしない相手なら、返り討ちに遭あうのは目に見えていると。だから諦めてしまっていた。そうした心の揺らぎを抑おさえようとアーチェスの人格を認め、もうやめようと自分へ言い聞かせていた。

　しかし一方で、やらねばならぬはずだと思っている自分がいた。だからあれほど混乱していた。

　エルシアが魔力を収め、手を下ろす。

「敵かなわずとも立ち向かい、足あ搔がき、犬死にするなら、私はそれでも構わない。ただ、パートナーだから教えてあげる。これだけはよく覚えておいて」

　エルシアは瞳ひとみに極ごつ寒かんを宿し、言い捨てた。

「熱を失った人間など、生きるに値あたいしないクズなのよ」

「クズ……、か……」

　エルシアは首しゆ肯こうした。

「ええ。だから追いなさい。追い続けなさい。その限りで、私はパートナーでいてあげる」

（ああ、そうだ……その通りだ）

　熱を持て。復讐の熱に身をたぎらせながら、しかし心は氷よりもクールになれ。時代錯さく誤ごの敵かたき討うち？　悲劇のヒーロー気取り？　後ろ指を差したければ差せばいい。こちらはそれしか生きる術すべがない。

　だからクールになれ。周囲の雑音や、獲物の甘かん言げんに惑まどわされるな。チャンスを得た。見つけたのだ。求めても求めても得られなかった殺すべき相手を、今日、ようやく見つけたのだ。ならばその喉のど笛ぶえ、喰くらい付いたも同然ではないか。ならば待て。いかに滲にじむ血の香かおりに心躍おどらされようとも、それを最大威い力りよくで喰い千切るチャンスを待て……。

「いや……しかし……」

　そうだ。自分には、魔族を殺す術がない。

「何かしら」

「ん？　なに、楽に勝てる相手じゃねえだろうとは思っていたが……結局犬死にかと思ってな。地下でお前に言われた通りだ。人間の俺じゃ、どうしたって魔族なんか殺しきれねえ」

「そうね」

　死ねと言ったり、そんな不ふ遇ぐうを励はげますでもなくあっさり頷うなずいたり、ひどいパートナーだった。

　しかしおかげで自分は、こんなにも冷静に立ち返れる。そう、犬死にならそれでもいいのだ。起こるべくして起きた、止むを得ない紛ふん争そうの延長線上にある敵討ち。だとしたら人間と魔族というこの宿運の差も、止むを得ないものなのだろう。

　もう、奇き跡せきを信じられるほどガキじゃない。奇跡を祈いのる間もなく死んでいった家族を見てきた。ならば彼らに恥はじぬよう、せめて一ひと太た刀ち嚙かみ付こう。家族たちがそうして死んでいったように。勝てるかどうかではない。死して後、あの世で彼らに、恥じ入ることなく会えるかどうか。

「でも」

「……？」

　ダンジョンがあるセンタービルの方を眺ながめ、エルシアは言う。

「あなたが勝てるときも、来るかも知れない」

「な……なんだって……？　本当か？」

　その問いには、否定も肯こう定ていもしない。

「あなたが諦あきらめず、熱を持ち続けていれば。その機会を見み逃のがすことはないはず」

「……よく、わからねえが……どうせ、それ以上言う気はねえんだろ？」

「ええ」

「いや、だが有り難い。来るか来ねえかはともかく、可能性としちゃ残ってるんだからな……！」

　拳こぶしを手の平に打ち付けるリュータ。

「……元気になったかしら」

「ああ……悪かったな、心配させて。だがもう問題ねえ。パートナーのお前がそう言うんだったら、今は成り行きを見守るさ。明日だろうと、決勝だろうと、百年後だろうと……チャンスが来る、そのときまでな」

「そう」

　そしてエルシアは、本当に静かに涼すずやかに。

　その唇くちびるを微笑ほほえませた。







　あとがき




　以前、Ｗ氏からのメールにこんな内容の文章が。




『師し匠しようからこんなゲームを紹しよう介かいされました（インターネットアドレス記き載さい）。題して「おっぱいチラ見ゲーム」！

　マウスカーソルで、男性の視線誘ゆう導どう、隣となりのレディの胸むな元もとを覗のぞき込むのです。でも、レディに気づかれたらＯＵＴ！　ときどき目を逸そらしながら、ゲージが溜たまるまでチラ見するのです！　そして成功すると……いやっほう!!　最高にくだらないゲームです。

「こんなゲーム、マスラヲで作れたらな～」なんて師匠は夢を語っていますが……ま、そんな感じで、よろしくお願いいたします』（いやっほう!!のみ筆者加筆）




　なぜＯＵＴだけ英語表記だ、担当。それはまあ百歩譲ゆずっていいとして、問題は彼の言う師匠、伝説Ｘです。「マスラヲで作れたら」ってなんだ。夢っていうレヴェルじゃねぇぞ。ですがくだらないと知りながらそんなゲームを紹介してきたＷ氏もＷ氏です。人を馬ば鹿かにしているとしか思えません。

　……え？　でも結局お前もやったんだろうって？

　ええもちろんそんなもの、メールをもらう一ヶ月も前にプレイしておりましたとも！

　プレイ感としては「だるまさんがころんだ」的な、反射神経を要求されるゲームですね。鬼おにさんに近付く代わりに、ゲージを溜めていくわけです。間ま違ちがっても右脳なんか鍛きたえられない辺りが、私のようなゲーム脳には好感かん触しよく。別に18禁でもありませんが海外製なので、担当曰いわくレディに過か剰じような期待をしないように。




　しかし懐なつかしいですね、ゲーム脳。覚えてますか？

　学力低下や少年犯罪等、青少年の抱かかえる社会的問題が何でもかんでもゲームのせいだと決めつけられる日々は、私のようなゲームファンにとっては歯がゆく辛つらい日々でありました。しかしそれに端たんを発した一連の過熱報道のおかげで、いつしか暴力描びよう写しやの強いゲームに関しての議論が深まり、コンシューマーゲームソフトにはＣＥＲＯによる年ねん齢れい制限が設けられ、真っ赤な流血が気持ちいいほど大量に描写されるような洋ゲーでも、Ｚ指定で堂々と遊べる日が来たのですから世の中わからないものです（もちろんよい子の皆みなさんは大人になってからのお楽しみですよ）。

　それに最近はゲーム脳、メール脳に続く第三の脳、「右脳」のおかげで、ゲームそれ自体が誹ひ謗ぼう中傷の対象になることもなくなりました。嬉うれしいことです。

　でもタッチペンを使っても無線コントローラーを振ふり回してもゲームはゲームなわけで、結局楽しければ何でも受け入れられるもんなんだなー、あの時のヒステリックな騒そう動どうは何だったのかなー……なんて思いながら、Ｘｂｏｘ３６０の洋ゲーでヘッドショットを狙ねらいまくっているゲーム脳な私です。でもラーム将軍は強すぎると思います。

　しかし残ざん酷こくだろうと右脳だろうと、ゲームは遊んで楽しいのが一番ですね。私もいつかそんな、読んで楽しいだけの作品が書けたらなぁ、と日々考えながらゲームをプレ……もとい、原げん稿こうを書いております。




　……どうでもいいですね、はい。

　イラストレーターの上田さん、毎回無茶なキャラを登場させて申し訳ないような気もしますが、毎回こちらの意図したように描えがいてくださる辺りが、わかってらっしゃる。ほんと頭が上がりません。いつもありがとうございます。

　担当のＷ氏。編集部に行くと約束したあとで「夕方までスケジュールが埋うまりました。スルーしてください」とドタキャンされた恨うらみは忘れません。「林トモアキの接待があるから他ほかの仕事は入れられねえんだよぉおおっ──!!」と編集長に泣き叫さけべるくらい俺を売れっ子にしてください、よろしくお願いします……。

　最後に読者の皆様方へ、お知らせです。拙せつ著ちよ『戦闘城塞マスラヲ』好調のおかげもあってか、この本が出た翌月、今度は『ミスマルカ興国物語』という新シリーズがスニーカー文庫で出ることになりました。本当に有あり難がたいことです。

　内容はと言いますと、場所は大陸、時は戦乱。とある小国の心優やさしい王子様が、それを支える多くの仲間たちと戦争という不条理な運命に立ち向かい、ときに悩なやみ、傷付きながらも、少しずつ成長していく姿を描いた、涙なみだあり、恋れん愛あいありのさわやかな青春ファンタジー……です。




担当Ｗ「なぜ目を逸らす。っていうかなに大おお噓うそぶっこいてんすか!?」

　俺　「アホ王子がメイドにシバキ回される話って言っても売れないじゃん!?」

担当Ｗ「なんであんたそんな話しか書けねえんだよおおおおっ!?」

　俺　「ＧＯサイン出したの編集部あんたたちだろっ!?」




　……えーと。人間って醜みにくい生き物ですね。

　詳くわしくお知りになりたい方は、この本と同時期発売の「ザ・スニーカー」本誌にお試ためし版が載のっておりますので、そちらをご覧ください（マスラヲの続きも載ってますよー）。

　それでは『戦闘城塞マスラヲ』激動（予定）の第四巻で、またお目にかかれることを願って。




　二〇〇七年十一月


林トモアキ　　
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